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個性豊かなキャラクター
たちが、生徒とともに学
習に取り組むことで、主
体的な学びを促します。

指導と評価の計画に基づいた教科書

教科書QRコンテンツが充実した教科書

かける さきまどか 先生 先生あきと

４つ４つのポイントのポイント
新しい日文の『中学社会』教科書

①導入ページ…単元を貫く問いを立て、学習の見通しをもつ　➡ ②本文ページ…問いを追究する　
➡ ③まとめ・ふり返りページ…問いを解決し、学習をふり返る
ポートフォリオは、生徒の学びの自己調整や、主体的に学習に取り組む態度の評価に活用できます。

①ポートフォリオ…導入ページでダウンロードできます。自己の学びの記録を一覧でき、ふり返りに活用できます。
②イントロダクションムービー…各節の最初に設定している動画で、学習する内容を見通すことができます。
③確認小テスト…本文ページに設定している選択形式の問いで、知識の定着に役立ちます。

●内容のまとまりでの授業を実現する教科書

●系統立てて配置した3つのコンテンツ ●歴史との対話を通して、生徒が自ら歴史を発見し、考えることができる工夫

生徒の確かな成長と人間尊重・平和な社会の実現を願い、教科書全体を通してよりよい未来の創造や
SDGsについて考えられる教材を掲載しました。また、基本的人権や平和・命の尊さ、近隣諸国との関
係、環境・資源・エネルギー、防災・減災、伝統・文化など、現代的な諸課題を考えることができる
教材を幅広く扱っています。

●歴史を学び、自らの将来やよりよい未来の創造につながる教材

問いの構造▶P.6-7
単元の構造▶P.8-13

3つの柱▶P.16-17
歴史独自コンテンツ▶P.18-19

時代像をイメージ▶P.26-27　
知識及び技能の習得▶P.28-29　
生徒自ら歴史を発見し、考える▶P.30-33

第３編 中世の日本と世界 

  

  

●●学学習習のの見見通通ししをを立立ててままししょょうう  編の問いを中心に、中世の日本と世界について学習していきましょう。  

  

  

 

●第１節～第３節の問いについて、学習したことをもとに考えをまとめましょう。 

 

 

  

  

  

  

  

武士の政権ができたのはなぜなのでしょうか。 

 

鎌倉幕府の成立やユーラシア大陸からの影響は、社会をどのように変えたのでしょうか。 

 

民衆の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。 

 

■■ポポーートトフフォォリリオオ（（第第３３編編））          年年      組組    番番：：氏氏名名                          

問いに対する疑問や、答えの予想をまとめてみましょう。 

 

 

                たたええずず戦戦乱乱ががくくりり返返さされれるる時時代代ととななっったたののはは、、ななぜぜななののででししょょううかか。。  
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ポートフォリオ このほかにも学習内容に応じた個別のコンテンツを多数ご用意しています！
→スキルUPの解説動画、思考ツール解説、巻末年表など

■  歴史を楽しく、深く学び、未来を考える 
コラム・特設ページ

日本の歴史を学習した後に、「歴史との対話」を未来に活かす
（P.292～299）で、よりよい未来について考えていきます。

歴史＋α 17テーマ 第１編第２節 身近な地域の歴史の探究
でかけよう！地域調べ 6テーマ

歴史の学習をはば広く豊かにする
テーマを取り上げ、コンパクトに紹
介しています。
古墳と信仰   37
日本国号と天皇号   45
宋と高麗   71
地頭を訴えた農民   77
朝貢と冊封   89
イスラムの文化   108

つながる世界と生活の変化   111
豊かになる人々と身分制の
　ひきしめ   125
ベストセラーになった日本地図   147
社会契約説   161
移民の国アメリカ   165

変わる社会と
　ファッション   223
三・一独立運動を支持した
　日本人   225
関東大震災   231
日本の満州支配に反対した
　ジャーナリスト   241
平和条約に調印しなかった国   271
核兵器廃絶と平和への願い
　―原水爆禁止運動―   273

地域の歴史の調べ方・学び方のほか、調べたことのま
とめ方などを紹介しています。
例   大阪にゆかりのある人物を調べる   12  
多摩地域の空襲を調べる

　    254

旧日立航空機
株式会社変電所（東京都　東大和市） 緒方洪庵

各時代の女性 7テーマ

各時代の女性の姿を紹介しています。
政治や文化での活躍   57
武家の社会と女性たち   77
商工業を担う女性たち   93
日本初の女子留学生と
　女子教育   185
家制度と社会運動   207
女性の政治参加を
　求めて   228
女性の地位向上への
　改革   264

紫式部

「歴史との対話」を未来に活かす

よりよい未来をつくるために何が大切
か、現代の課題について、これまでに
学んだことをふまえて考えます。
テーマ別さくいん   292
課題例１ 災害の歴史に学ぶ   294
課題例２ 政治参加の歴史に学ぶ   296
課題例３ 世界平和への
　取り組みに学ぶ   298 浜口梧陵

　持続可能な社会をつくる
ために、先進国と発
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国がともに達成すべき、
2016 年から2030 年のあ
いだの「17 の目標」として、
S D G s（ S u s t a i n a b l e 
Development Goals）があ
ります。
　持続可能な社会とは、将
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を残さずに
発展していくことができる
社会のことです。

日本の歴史を学ぶ日本の歴史を学ぶ

未来を考える未来を考える

ココ=シャネル

近代の
女性

チャレンジ歴史 5テーマ

資料をもとに、歴史について自分で考
えたり、対話したりして、歴史を学ぶ
面白さを体験します。
例   経済発展か、  
環境保全か、足尾鉱毒事件を通して考
えよう   210 田中正造

地域
調べ

でかけよう！

歴史を掘り下げる 7テーマ

歴史の学習をはば広く
豊かにするテーマを取
り上げ、わかりやすく解
説しています。
例   文化財を守り伝える
仕事   58

九州国立博物館の
文化財の保存修理

り下げるり下げる掘

歴史歴史
++αα

人物コラム 18名

人物のエピソードを紹介しています。
孔子   27
鑑真   48
行基   49
阿弖流為と
　坂上田村麻呂   53
菅原道真   55
平清盛   71
雪舟   96
千利休   119
徳川家康   123
知里幸恵   133
ペリー   171
福沢諭吉   181
中江兆民   181
石井十次   208
新渡戸稲造   223
斎藤隆夫   243
アンネ゠フランク   245

　生活の向上や文化の発展、平和などに  
取り組んだ先人を紹介しています。
東大寺の再興と重源   79
河原者がつくり出した文化   97
雨森芳洲   129
都市に住む人々のリサイクル   141
天明のききんと復興   143
井上伝と久留米絣   145
労働者の環境を整えた工場経営者   159
近代看護と医療衛生の創始者   165
近代社会に日本を見つめ直す   183
孫文と梅屋庄吉   203
エルトゥールル号遭難事件   209
日本までつながれた「命のビザ」   245
私たちにできること   283

先人に学ぶ 13テーマ

ここにあげた教材の
うち、SDGsの17の
ゴールと関連の深い
ものには、 をつけ
ています。

先人に学ぶ
国際交流 地域に学ぶ 11テーマ

身近な地域から歴史を学ぶことのできる多様な
事例を紹介しています。
磐井の乱（福岡県八女市）   41
海底から姿を現した元の軍船（長崎県松浦市）   84
茶の湯を支える茶筌の生産地（奈良県生駒市）   98
ヨーロッパに知られた
　石見銀山（島根県大田市）   117
国立アイヌ民族博物館（北海道白老町）   131
江戸の飲料水を支えた玉川上水（東京都）   137
致道博物館（山形県鶴岡市）   149
山本作兵衛の炭坑記録画（福岡県田川市）   205
近代化産業遺産を訪ねる
　（東京都・日立市・名古屋市）   233
平和な島を―沖縄の基地問題―（沖縄県）   274
在日韓国・朝鮮人の歴史と
　コリアタウン（大阪市）   275

地域に
学ぶ

各時代の教材には、よ
りよい未来のためにヒ
ントとなる教材も豊富
に紹

しょう

介
か い

しています。

イスラム教徒の天文学

チチャャレレンンジジ
歴史歴史

教科書の構成と学び方教科書の構成と学び方

岡倉天心

4 5

本物の資料から時代に迫る 身近な地域の歴史を調べ、考察するP.214-215 P.60-61

33分分

詳しくは本冊子の
こちらへ→

詳しくは本冊子の
こちらへ→ 詳しくは本冊子の

こちらへ→

イントロダクションムービー 確認小テスト

P.298-299P.4-5歴史を学び、未来を考える 「歴史との対話」を未来に活かす

歴史の時代像をイメージできる図版を扱い、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得をサポートで
きるよう工夫しました。また、生徒自身が地域や世界、現代とのつながりのなかで歴史を発見することができ
る教材や、発達の段階に応じた多様な教材で、主体的・対話的で深い学びを実現できるようにしました。

でわかる！

まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ導入ページ導入ページ

日本はなぜ二度の世界大戦に
参戦し、その結果どうなったの
でしょうか。

ポートフォリオに問いに
対する疑問や答えの予想
を記入

ポートフォリオに考えが
変わったことや新たに
わかったことなどを記入※「学習課題」の解決を積み重ねて「節の問い」を解決する

学習を各節で繰り返し、「編（章）の問い」を解決します。

本文ページ本文ページ

第1節の問いの答え

第4節の問いの答え

…

第5編第2章の問い第5編第2章の問い?

第5編第2章
の問いの答え

なぜ第一次世界大戦が起こり、日本と
世界にはどのような影響があったので
しょうか。

第1節の問いに
答えよう?

第一次世界大戦の背景と日本のねら
いに着目しましょう。

第一次世界大戦は、どのような戦い
だったのでしょうか。

学習課題学習課題

第一次世界大戦後のアジアでは、ど
のような動きがあったのでしょうか。

学習課題学習課題

第1節の問い?

持続可能な社会▶P.20-21　
現代的な諸課題▶P.22-25

詳しくは本冊子の
こちらへ→

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書

新しい時代を担う主権者を育てる教科書

2 3

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p214/p217/


○指導と評価の一体化 ････････････････････････････････ 9、11、12
○内容のまとまり･･････････････････････････････････････････････6-7
○単元を貫く問い／問いの構造 ･････････････････････････････6-7
○ポートフォリオ･･･････････････････････････････ 8-9、13、16-17
○見方・考え方 ････････････････････････････････････････14-15、33
○主体的・対話的で深い学び ･･･････････････････････6-7、32-33
○考察・構想 ･･･････････････････････････････････････････20-21、25
○協働的な学び・個別最適な学び ･････････････････10、17、27
○小中高の接続 ･････････････････････････････････････････････････37
○特別支援教育 ････････････････････････････････････････34-35、44
○SDGs・持続可能な社会 ････････････････････････････････20-25
○ICTの活用 ･･･････････････････････････････････････････16-19、44
○自学自習 ･･･････････････････････････････････････････････････16-19
○現代的な諸課題･･･････････････････････････････････････････22-25
○情報活用 ･･････････････････････････････････････････････････18、29

教育キーワード検索教育キーワード検索

単元を貫く問いをつかみ、主体的・
対話的で深い学びへと導きます。

持続可能な社会を実現し、豊かな人生
を切り拓くための生きて働く力を鍛え
ます。

生徒は基礎的・基本的な知識・技能
が確実に身につき、教師は指導と評価
のポイントが一目でつかめます。

生徒が主役の
楽しい学び

社会科授業を
手厚くサポート

よりよい社会と
豊かな人生の創造へ

基本方針基本方針１１

基本方針基本方針22

基本方針基本方針33

編集編集
基本方針基本方針 新しい日文の『中学社会』教科書 ４つのポイント ･･･ ２

編集基本方針 ･･･････････････････････････････････････････････ 4

１１
　 指導と評価の計画に  
基づいた教科書

新しい教科書の「問いの構造」 ･･････････････････････････････ ６
問いを立て、学習を見通す導入ページ ･･･････････････････ 8
授業や生徒の思考の流れを重視した構成･･･････････････10
問いを解決し、学びをふり返るまとめ・ふり返りページ ･･･12
見方・考え方を働かせた学習を実現する工夫 ･･････････14

22
　  教科書QRコンテンツが  
充実した教科書

教科書QRコンテンツ 3つの柱 ･･････････････････････････16
歴史の学習をサポートする様々なコンテンツ･････････18

33
　 新しい時代を担う  
主権者を育てる教科書

よりよい未来の創造にかかわる教材の充実････････････20
現代的な諸課題を考えることができる豊かな教材 ････22

44
　 先生・生徒がわくわくする 
楽しい教科書

資料を読み取り、時代像をイメージするための工夫 ･･･26
基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得をサポート･･･28
身近な地域や世界とつながる歴史学習を提案･････････30
主体的・対話的で深い学びを実現する教材の充実･･･32

学習上配慮した点･･･････････････････････････････････････････････34
分野間・教科間連携 ････････････････････････････････････････････36
地域事例一覧 ････････････････････････････････････････････････････38
学習指導要領との対照表・配当授業時数 ･･･････････････････40
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新しい教科書の新しい教科書の「問いの構造」「問いの構造」
　新しい教科書では、問いを構造化することで内容のまとまりでの授業がしやすくなっています。各時間の「学習課題」を積み重ね
て「節の問い」や「編（章）の問い」を解決する構造になっています。教科書の問いに沿って授業を進めていくことで、主体的・対話的で
深い学びを実現することができます。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.154-157

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

本
文
ペ
ー
ジ

本
文
ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

導入ページで、単元を通して追
究していく「単元を貫く問い」
（「編（章）の問い」や「節の問
い」）を立てます。

単元を貫く単元を貫く
問いを立てる問いを立てる

単元を貫く問い

P.196-197

導入ページで立てた問いの解
決に向けて、本文ページに設定
した各時間の「学習課題」と、
それに対応した「確認」「表現」
の問いに答えます。

学習課題を学習課題を
追究する追究する

学習課題

確認・表現

ポートフォリオに、学習を始める前と比べて、考えが変わったことや新たにわかったこと、考えが深まったことを書きましょ
う。そして、これからの学習や生活に生かしていきたいことや、考え続けていきたいことを書きましょう。

近代（前半）  の学習をふり返ろう の学習をふり返ろう 主体的に学習に取り組む態度

学んだことをまとめ、「節の問
い」について考えたことを手が
かりに「編（章）の問い」を解決
します。最後に単元の学習をふ
り返り、次の単元へ進みます。

単元を貫く問いを単元を貫く問いを
解決し、ふり返る解決し、ふり返る

P.212-213

まとめ

ふり返り

「近代（前半）」にはどのような特色があるか考えましょう。

「近代（前半）」の特色をさぐる

大日本帝国の成立に象徴され
る近代化の特色は、どのような
点にあらわれているでしょうか。

第5編第1章の問い第5編第1章の問い?

第1節の問い? 第2節の問い? 第3節の問い?

「単元を貫く問い」で、
授業をデザインする

内容や時間のまとまりにより構成された授業をデザ
インすることで、主体的・対話的で深い学びを実現
できます。

！
注目第5編第1章　日本の近代化第5編第1章　日本の近代化

日清・日露戦争前後の日本の国際的な地位の変化や動きに着目しましょう。第5節の問いに答えよう?

条約改正、日清・日露戦争は、日本にどのような影響をあたえたのでしょうか。第5節の問い?

第5節　日清・日露の戦争と東アジアの動き第5節　日清・日露の戦争と東アジアの動き

列強の動向とアジア1
学習課題学習課題 なぜ、日本はこの時期

に条約改正を実現することができたの
でしょうか。

確認確認 日本にとって不平等条約の改
正が必要だった理由について、確認し
ましょう。

表現表現 憲法の制定など近代国家とし
ての制度の整備や当時の世界情勢が、
条約改正とどのように結びついたかを
説明しましょう。

朝鮮・満州をめぐる日本とロシアの対立3
学習課題学習課題 日露戦争は、なぜ起こり、

その結果は、日本にどのような影響をあ
たえたのでしょうか。

確認確認 日露戦争のきっかけについて、
日本とロシアの動きを確認しましょう。

表現表現 日露戦争の結果、どのような
影響があったのか、対外関係と国内に
着目して説明しましょう。

朝鮮をめぐる対立2
学習課題学習課題 日清戦争はなぜ起こり、

その結果、日本はどのように変わって
いったのでしょうか。

確認確認 日清戦争の結果は、日本・
清・朝鮮・ロシアにどのような影響をあ
たえたのかを整理しましょう。

表現表現 日清戦争の結果、どのような
ことが起こったか、国際関係と国内の
動きから説明しましょう。

大日本帝国の成立に象徴される近代化の特色は、
どのような点にあらわれているでしょうか。

第5編第1章の問い第5編第1章の問い?

「近代（前半）」を整理する

第1節の問いの答え

第6節の問いの答え

…

時代の特色を
考察する

「編（章）の問い」で答えたことを踏
まえて、学習してきた時代の特色を、
視点を定めて考察する活動をします。

！
注目

…

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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生徒は原始・
古代〜現代ま
での各時代で
こうした学習
を繰り返して
いきます。

第２～６編 各時代の学習

資料の活用や、話
し合いなどの活動
から、深く学んで
いけそうだね。

問いを立て、学習を見通す問いを立て、学習を見通す導入ページ導入ページ
　導入ページでは、各時代の人々や社会の様子を示す資料を生徒が主体的に読み取り、それをもとに話し合う協働的な学びを
通して、「編（章）の問い」を立てる活動を提案しています。また、立てた問いの答えを予想することをうながして、その後の学習
の見通しをもつことができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.154-155 P.156-157

どんな学習を
するのかな ？

小学校の既習内容を
確認するとともに、この
時代の学習で何がで
きるようになればよい
かを説明します。

11
気づいたことを

出し合おう

前後の時代を代表す
る資料を比較して、特
徴やちがいなどを読み取
り、これから学ぶ時代の
イメージをつかみます。

22
気づいたことを

出し合おう

年表と世界地図を読
み取り、時代を時間軸
で概観したり、日本と世
界とのつながりを空間軸
で確認したりします。

33
第○編（章）の
問いを立てよう

2 、 3 の活動を通して出
てきた意見や疑問を踏ま
えて、編（章）や節で追
究していく問いを立て
ます。

44
学習の

見通しをもとう

編（章）の問いに対す
る疑問や答えの予想
をポートフォリオに書き
こみ、これからの学習を
見通します。

55

「トライ」で資料を読み取る一連の活動では、見方・考
え方を働かせた着目点を示して、生徒の活動を支援
します。

！
注目

見方・考え方を働かせる ポートフォリオ
学習の見通しとふり返りの活動に役立
つポートフォリオのデータを教科書QR
コンテンツとしてご用意しています。

！
注目

5 の活動を行い、単元の学習後に改めて自分の考えを書きこむことで、生徒が学習
の見通しを立て、学習後に自分の考えの変容をふり返ったり、教師の授業改善につな
げたりできるようにしました。主体的に学習に取り組む態度の評価もできます。

評価

主体的に学習に取り組む態度
指導と評価の一体化

まとめ・ふり返りページ導入ページ導入ページ 本文ページ

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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まとめ・ふり返りページ導入ページ 本文ページ本文ページ

授業や生徒の授業や生徒の思考の流れ思考の流れを重視した構成を重視した構成

資料を用いた活動を示すことで、必
要な情報の読み取りなどの技能を
高めることができるコーナーです。

●資料活用

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし、この１時間で何を学ぶのか、どのようなことに着目して学習を進めるのかを「学習課題」
「見方・考え方」で明確に示しました。また、右ページの側注欄には学習課題に対応した「確認」「表現」コーナーを設け、「編（章）
の問い」や「節の問い」に答えるための手がかりとなるように工夫しています。

SDGsと特に関
連する箇所を示
しています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

導入資料
本文ページの導入になる資
料と、それに関係する問い
かけを設けています。

１１

本文・図版
十分な文字量を確保し、平
易な表現を用いて、生徒の
読み取りを支援しました。

33

本文ページで何を学んでい
くのかを示しています。この
課題を考えながら、学習を進
めていきます。

学習課題学習課題

22

P.42-43

学習課題の解決に向けて手がかりになる主
な「見方・考え方」の例を示しています。

見方・考え方見方・考え方
！
注目

学習課題に対応し、本文
ページの学習を確かにする
問いを示しています。学習の
最後に取り組むことができます。

44
確認確認 表現表現

●連携コーナー
主に小学校の学習や地理・公民
とのつながりを示しています。

対話的な活動など協働
的な学びに関連した箇
所を示しています。

！
注目

学び合い

このマークのついた教材は、二次元コードを読み込ん
だ先のWebページにある教科書QRコンテンツで、学
習を深めることができます。 ➡本冊子P.16参照

●タブレットマーク
この見開きのできごとが、
いつ、どのような順番で起
こったのかを確認できます。

●小年表

見開きの学習内容を掘り下
げて、歴史を楽しく学び、
学習内容の理解を深めてい
くことができるコラムです。

歴史歴史
++αα節のまとまりで追究する問いを

1時間の学習でも意識しながら
取り組めるよう示しています。

第◯節の問い?

読み込むことでその見開きにある教科書QRコン
テンツを参照することができます。見開きタイトル
とセットで示しています。 ➡本冊子P.16参照

●二次元コード

学習している時代や世紀を、前後の時代
も含めて常に確認できます。

●時代・世紀のスケール

知識・技能、
思考・判断・表現

「確認」は知識・技能、「表現」は思考・判
断・表現に対応しており、評価に活用して
いただくこともできます。

関心と意欲を引き出す

評価 指導と評価の一体化

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編

学習に見通しをもたせる

丁寧な記述で学習を助ける

1時間の学習をふり返る
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問いを解決し、学びをふり返る問いを解決し、学びをふり返るまとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ
　まとめ・ふり返りページでは、習得した知識を確認した後、「編(章)の問い」に答え、「時代の特色」を考える活動を行います。
また、ポートフォリオを用いて学習をふり返ることで、学びの自己調整ができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.212-213

さらに、「時代の特色」を考える
活動では、思考ツールの提案
や、いくつかのステップに分
けた活動を提示することで、
活動の流れが見えやすくなっ
ています。

33
「時代の特色」を

考える活動
各時代のまとめとして、まず、
各「節の問い」について考
えたことをもとに、「編（章）の
問い」の答えをまとめる活動
に取り組むことができます。

22
「編（章）の問い」に

答える活動
最後に単元の学習をふり返る
活動を設定しています。自ら
の学びを自己調整したり、
変容を見取ったりすること
ができます。

44
学習のふり返り

導入ページ 本文ページ まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ

年表と地図の連携
どこで何があった？ の地図を使った穴埋め問題は、上の
年表のできごとから解答を選択させることで、この時
代で学んだことを時間軸と空間軸の両面で確認
することができます。

！
注目

単元で学習した内容について、
年表や地図を活用しなが
ら知識を整理するとともに、
知識を定着させることができ
ます。

11
知識の確認

生徒が学習のふり返
りをすることができ
るだけでなく、教師
はどのように評価を
すればよいか、わか
りやすい構成になっ
ています。

知識を評価する 思考・判断・表現を評価する
思考・判断・表現を評価する 主体的に学習に取り組む

態度を評価する

問いの構造を生かす
「編（章）の問い」に答えるにあたって、これまで考えて
きた「節の問いの答え」をもとにすることや、話
型を示すことで、生徒が取り組みやすくしています。

「見方・考え方」の活用
時代の特色を考察する際に、 比較  推移  つながり   
といった適切な「見方・考え方」を働かせる活動
を提案しています。

！
注目

思考ツールの提案！
注目

第３～６編では、時代の特色を考える活動に、様々な
思考ツールを活用し、収集した情報のまとめや、そ
れをもとにした考察の助けになるようにしています。
➡本冊子P.19参照
また、思考ツールを端末上で操作して
いただけるコンテンツをWebサイトで
公開しています。

！
注目

サンプルはこちら

いつ何があった？ では年表を、どこで何があった？ では地図
を確認しながら、できごとなどを穴埋め形式の問いに
答える形に統一しています。

●  第２～６編の  
各編（章）の「知識」の問い

観点ごとに活動を整理
まとめ・ふり返りページでは、「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」
それぞれの評価の観点に沿って活動を整理し
ています。

評価
指導と評価の一体化

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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　第１編では、「歴史的な見方・考え方」とは何かを、その活用の仕方とともにわかりやすく解説しています。第２編以降の学習では、「歴
史的な見方・考え方」を問いの解決の道しるべとしながら学習を進める一貫した構成になっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

活動を通して
「歴史的な見方・考え方」を学ぶ

教科書の紙面上部では、「歴史的な見方・考え方」を体験的に学ぶこと
ができる活動「トライ」を提案しています。

！
注目

歴史学習の導入部にあたる第１編「私たちと歴史」第１節「歴史のとら
え方」では、小学校で学んだヒト・モノ・コトを生かした活動
を通じて、「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習の仕方を
学ぶことができます。

歴史学習のはじめに
「歴史的な見方・考え方」を丁寧に

第２～６編の通史学習では、導入ページ、本文
ページ、まとめ・ふり返りページのそれぞれで働か
せる主な「歴史的な見方・考え方」の例を示して
います。各時代で「歴史的な見方・考え方」
を働かせた学習を繰り返すことで、生徒の主
体的・対話的で深い学びの支援を図りました。

各時代の学習で一貫した
「見方・考え方」の活用

「歴史的な見方・考え方」を
わかりやすく

「歴史的な見方・考え方」を、「時系列」「推移」「比較」「つながり」の4
つの視点や方法に整理して丁寧に解説しています。

！
注目

ゲームをはじめとする活動を
通して、生徒が興味・関心を
もちながら「歴史的な見方・
考え方」を学ぶことができる
ような紙面にしました。

P.10-11

②「歴史的な見方・考え方」とは？

P.196

第５編第１章第５節
①列強の動向とアジア
「学習課題」と
「見方・考え方」

P.156

第５編第１章　
学習のはじめに　
「トライ」

P.213

第５編第１章
まとめとふり返り
「近代（前半）」の特色をさぐる

まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ本文ページ本文ページ導入ページ導入ページ

なぜ、日本はこの時期に条約改正を実現することができた
のでしょうか。

学習課題学習課題

「近代（前半）」にはどのような特色があるか考えましょう。

「近代（前半）」の特色をさぐる

見方・考え方見方・考え方

つながり

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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第３編 中世の日本と世界 

  

  

●●学学習習のの見見通通ししをを立立ててままししょょうう  編の問いを中心に、中世の日本と世界について学習していきましょう。  

  

  

 

●第１節～第３節の問いについて、学習したことをもとに考えをまとめましょう。 

 

 

  

  

  

  

  

武士の政権ができたのはなぜなのでしょうか。 

 

鎌倉幕府の成立やユーラシア大陸からの影響は、社会をどのように変えたのでしょうか。 

 

民衆の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。 

 

■■ポポーートトフフォォリリオオ（（第第３３編編））          年年      組組    番番：：氏氏名名                          

問いに対する疑問や、答えの予想をまとめてみましょう。 

 

 

                たたええずず戦戦乱乱ががくくりり返返さされれるる時時代代ととななっったたののはは、、ななぜぜななののででししょょううかか。。  

P.248-249

3
5

2
1

4
6

3 6

4

5

教科書QRコンテンツ教科書QRコンテンツ3つの柱3つの柱
　内容のまとまりでの授業を支援したり、個別最適な学びを実現したりするために、教科書全体を通して「ポートフォリオ」「イ
ントロダクションムービー」「確認小テスト」の3つのコンテンツを系統的に設定しました。家庭学習でも利用でき、生徒の自学自
習を支援します。

教科書QRコンテンツが充実した教科書22

第３編
中世の日本と世界（P.67）

第3編第2節
①鎌倉幕府の政治

（P.72-73）

第３編第２節
鎌倉幕府の
成立(P.72)

確認小テスト3

ポートフォリオ1

イントロダクションムービー2 本文ページ本文ページ

本文ページ本文ページ

まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ導入ページ導入ページ

種別 数 種別 数 種別 数
イントロダクションムービー 22 確認小テスト 118 ポートフォリオ 34
スキルUPの解説動画 4 外部リンク 165 思考ツール解説 6

動画 42 （うちNHK for School）（113） 関連画像 24
年表 14 ワークシート 5 絵図解説・スライドショー 3

教科書QRコンテンツ一覧教科書QRコンテンツ一覧

ダウンロードは
こちら！

動画の再生は
こちら！

小テストの
体験はこちら！

見開きタイトルの横に掲載している二次元コードを読み取ると、その見開きにあるコンテンツの一覧
ページが開きます。
コンテンツがある箇所には紙面上にタブレットマークを配置して、どこにどのようなコンテンツがあるのかを
示しています。

合計　　　　  の
コンテンツをご用
意しています。

437個

1

2

生徒の学習履歴を記録するコンテンツです。生
徒の考えの変容を見取ることができるため、学びの自
己調整に役立ちます。また、「主体的に学習に取り
組む態度」の評価に活用することもできます。
Word、PDF、Googleドキュメントの３種類の
データをご用意しています。印刷して紙で運用してい
ただくことも、タブレット端末上で運用していただくこ
ともできます。

主に重要語句について4択問題で
確認できるコンテンツです。本文
ページに設定しており、知識の定着に
役立ちます。
節末の本文ページに設定している確認
小テストは節全体の問いをランダムに出
題します。テスト前の確認にも活用でき
ます。

１～2分程度の長さで、第2～6編の
節の最初の本文ページに設定してい
る、教科書完全準拠のオリジナル
動画コンテンツです。
前の節で学習したことを確認した
り、「節の問い」を解決するための
学習の見通しをもったりする際に役
立ちます。

本文ページ本文ページ

②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価

16 1716 17

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p64/p67/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p72/p72-1/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p72/p72-3/


第　　編

　第３編では、日本の「中世」とよばれる時
代（ P.9）を学んでいきます。中世は、武
士が力をもった時代のうち、平

へ い

安
あ ん

時代末から
戦国時代までをいいます。小学校では、鎌

か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

の始まりや元
げ ん

との戦い、室
む ろ

町
ま ち

文化などに
ついて学びましたね。
　この単元では、「中世」がどのような特色
をもつ時代か、自分の言葉で説明できること
をめざしましょう。

「中世」は、武士が政治の実
じ っ

権
け ん

をにぎった時代でした。
次のページの年表で、主なで
きごとを確

か く

認
に ん

しましょう。

平
へ い

安
あ ん

時代の貴
き

族
ぞ く

は、
屋
や

敷
し き

の庭で鶏
にわとり

を戦わ
せているね。
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どんな学習をするのかな？どんな学習をするのかな？

中世の日本と世界中世の日本と世界

鎌
か ま

倉
く ら

時代の武士は、
弓の訓練にはげみ、
庭などで武具の手
入れをしているね。

気づいたことを出し合おう 気づいたことを出し合おう 

貴
き

族
ぞ く

の屋
や

敷
し き

と武士の館
やかた

を比べよう

学習のはじめに学習のはじめに

学び合い

二次元
コード

「中世」という時代の
イメージをつかもうトライトライ

見方・考え方見方・考え方

比較

1 と 2 の特
と く

徴
ちょう

やちがいを読み取り、話し合いましょう。
・建物の役

や く

割
わ り

は何か。
・庭をどのように使っているか。
・人々は、どのような服を着ているか。
・人々は何をしているか。
今のあなたが考える「中世」という時代のイメージを書き出し
ましょう。

絵
え

巻
ま き

物
も の

の読み取り方

　絵巻物とは、内容を述べた詞
ことば

書
が き

の部分と、
それに対応する絵が原則として交

こ う

互
ご

に配置さ
れた巻物です。絵巻物から、当時の衣食住の
ようすのほか、町や自然のようすなどを知る
ことができます。絵巻物のなかでは、時間は
基本的に右から左に流れます。どのような場
面がえがかれているかに着目して読み取りま
しょう。

スキルスキル

2 鎌倉時代の武
士の館（男

お

衾
ぶすま

三
さぶ

郎
ろう

絵
詞　東

とう

京
きょう

国立
博物館蔵）

リンク

1 平安時代の貴
族の屋敷（年中行事
絵巻　個人蔵）

画像

鎌倉時代

平安時代

動画

巻末年表

64 65

年表の読み取り方 ……………………  P.9
歴史地図の読み取り方 ………………  P.40
系図の読み取り方 ……………………  P.43
絵巻物の読み取り方 …………………  P.65

●  「情報を読み取る」技能に 
かかわる「スキルUP」 Ｙチャート …………………  P.16

マトリクス …………………  P.103
ロジックツリー  ……………  P.153
トゥールミンモデル ………  P.213
Xチャート …………………  P.257
ダイヤモンドランキング …  P.291

●  解説している  
思考ツール

大きな時代の流れのなかで事象をとらえる―巻末年表の活用

教科書に掲載した「スキルUP」のうち、「情報を読み取る」技能について視覚的によりわかりやすく解説した動画です。
動画では、教科書で示されている解説を実際の読み取りの例などを交えてより詳細に説明し、情報活用能力の育成を図りました。

第１編第１節と第３～６編の「まとめとふり返り」には、教科書に掲載している思考ツールの使い方を解説したコンテンツがあ
ります。思考ツールをどのように活用すればいいのか、生徒が手元で確認しながらまとめの活動を進めることができます。

よりビジュアルにスキルUP―「情報を読み取る」技能の育成 思考ツールの使い方を身につける―スムーズなまとめ活動への支援

第１編第１節と第２～６編の導入ページ「学習のはじめに」に、教科書の巻末年表をスクロール操作で一覧することができる
コンテンツをご用意しました。

教科書の内容に関連する「NHK for School」の動画へのリンクや、教科書紙面には掲載していない追加資料やオリジナ
ル動画、第２～５編第２章にある「チャレンジ歴史」に対応したワークシートなど、様々なコンテンツをご用意しています。

豊富な動画などの多種多様なコンテンツ

教科書完全準拠の解説動画
教科書の「スキルUP」に沿った解説で、無理なく学習
を進められます。生徒の自学自習としても活用することが
できます。

！
注目

　基礎的・基本的な知識及び技能の習得や、学習内容のまとめなどに役立つ様々なコンテンツをご用意しています。また、
学習内容に関係する動画やWebサイトへのリンクも設定してあり、生徒が自主的に学習を深めることができます。

教科書QRコンテンツが充実した教科書22

歴史の学習をサポートする歴史の学習をサポートする様々なコンテンツ様々なコンテンツ

P.257

まとめとふり返り

P.65

スキルUP

P.141 江戸の町のようす（想像図）のシミュレーション〈絵図解説〉

他にも史跡・文化財の関係職員
の方へのインタビュー動画
や当時の映像資料など、歴史
ならではの動画もあります。
➡本冊子P.27参照

②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p64/p65-3/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p18/p18-1/#nenpyo01
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p256/p257-1/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p134/p141-2/


　生徒の確かな成長と人間尊重・平和な社会の実現を願い、歴史の学びが未来を担う生徒たちの糧となり、自らの将来や、
よりよい未来の創造に活かすことができることをめざしました。

33

巻末・中学生へのメッセージ巻頭・中学生へのメッセージ
歴史とは何か、歴史を学ぶことでどのようなことがわかるのか、
受け継いだ「歴史の遺産」をよりよい未来のためにどのように
活用していくのかを主題とした、新しい時代を担っていく中学生

に宛てた文章を、「歴史を学ぶにあたって」（巻頭２）、「歴
史を学んで」（P.300）に掲載しました。

よりよい未来を考えるにあたって、先人がどのような
課題にぶつかり、その解決に向けて取り組んできた
のかを知ることは大切です。各時代には、それらを学
ぶことができるコラムや特設ページを設けました。

●  よりよい未来のヒント
となる豊富な教材

　持続可能な社会をつくるために、
先進国と発展途上国がともに達成
すべき、2016 年から2030 年のあ
いだの「17 の目標」として、SDGs
（Sustainable Development 
Goals）があります。
　持続可能な社会とは、将来の
人々に負担を残さずに発展してい
くことができる社会のことです。

各時代の学習各時代の学習

地域に学ぶ 11テーマ

身近な地域から歴史を学ぶことのできる多様
な事例を紹介しています。
磐井の乱（福岡県八女市）  41
海底から姿を現した元の軍船（長崎県松浦市）  84
茶の湯を支える茶筌の生産地（奈良県生駒市）  98
ヨーロッパに知られた石見銀山（島根県大田市）  117
国立アイヌ民族博物館（北海道白老町）  131
江戸の飲料水を支えた玉川上水（東京都）  137
致道博物館（山形県鶴岡市）  149
山本作兵衛の炭坑記録画（福岡県田川市）  205
近代化産業遺産を訪ねる
　（東京都・日立市・名古屋市）  233
平和な島を―沖縄の基地問題―（沖縄県）  274
在日韓国・朝鮮人の歴史と
　コリアタウン（大阪市）  275

地域に
学ぶ

人物コラム 18名

人物のエピソードを紹介しています。
孔子   27
鑑真   48
行基   49
阿弖流為と
　坂上田村麻呂   53
菅原道真   55
平清盛   71
雪舟   96
千利休   119
徳川家康   123
知里幸恵   133
ペリー   171
福沢諭吉   181
中江兆民   181
石井十次   208
新渡戸稲造   223
斎藤隆夫   243
アンネ゠フランク   245

各時代の女性 7テーマ

各時代の女性の姿を紹介しています。
政治や文化での活躍   57
武家の社会と女性たち   77
商工業を担う女性たち   93
日本初の女子留学生と
　女子教育   185
家制度と社会運動   207
女性の政治参加を求めて   228
女性の地位向上への改革   264

紫式部

〇〇の
女性

生活の向上や文化の発展、平和などに  
取り組んだ先人を紹介しています。
東大寺の再興と重源  79
河原者がつくり出した文化  97
雨森芳洲   129
都市に住む人々のリサイクル   141
天明のききんと復興   143
井上伝と久留米絣   145
労働者の環境を整えた工場経営者   159
近代看護と医療衛生の創始者   165
近代社会に日本を見つめ直す   183
孫文と梅屋庄吉   203
エルトゥールル号遭難事件   209
日本までつながれた「命のビザ」   245
私たちにできること   283

先人に学ぶ 13テーマ

先人に学ぶ
国際交流

岡倉天心

SDGｓマーク
ここにあげた教材のうち、SDGsの
17のゴールと関連の深いものには、
  をつけています。

！
注目

歴史学習の最後に、よりよい未来をつくるため
に何が大切か、現代の課題について、歴史を
踏まえて考えることができるようにしました。
テーマ別さくいん   292
課題例１  災害の歴史に学ぶ   294
課題例2  政治参加の歴史に学ぶ   296
課題例3  世界平和への取り組みに学ぶ   298

●  「歴史との対話」を未来に活かす

歴史を掘り下げる 7テーマ

歴史の学習をはば広く豊かにするテーマを取り上げ、わかり
やすく解説しています。
日本の神話  51
文化財を守り伝える仕事  58
変わる土地制度―班田制から荘園公領制へ―    85
今に伝わる琉球とアイヌ民族の文化の形成    132
新しい世の中をめざした人々    174
水平社の創立とさまざまな人権運動    234
冷戦終結後の近隣諸国との関係    286

り下げるり下げる掘

チャレンジ歴史 5テーマ

チチャャレレンンジジ
歴史歴史

資料をもとに、歴史について自分で考えたり、対話したりし
て、歴史を学ぶ面白さを体験します。
考古学に挑戦！　よろいを着た人物のなぞを解こう  38
承久の乱を通して、古代から中世への変化を考えよう  74
地図から、江戸時代の日本人が知っていた世界の姿を読み取ろう   150
経済発展か、環境保全か、足尾鉱毒事件を通して考えよう    210
戦時体制の言論統制とその影響を考えよう    252

歴史＋α 17テーマ

歴史の学習をはば広く豊かにする
テーマを取り上げ、コンパクトに紹
介しています。
古墳と信仰  37
日本国号と天皇号  45
宋と高麗  71
地頭を訴えた農民  77
朝貢と冊封  89

イスラムの文化   108
つながる世界と生活の変化   111
豊かになる人々と身分制の
　ひきしめ   125
ベストセラーになった日本地図   147

社会契約説   161
移民の国アメリカ   165
変わる社会とファッション   223
三・一独立運動を支持した日本人   225
関東大震災   231
日本の満州支配に反対した
　ジャーナリスト   241
平和条約に調印しなかった国   271
核兵器廃絶と平和への願い
　―原水爆禁止運動―    273 ココ=シャネル

歴史歴史
++αα

イスラム教徒の天文学

未来を考える未来を考える

第１編第２節 身近な地域の歴史の探究
でかけよう！地域調べ 6テーマ

地域の歴史の調べ方・学び方のほか、調べたことのまとめ方などを紹介しています。
第１編第２節 身近な地域の歴史の探究―大阪市内を例に―   12
平城宮跡を歩く―奈良県奈良市―   60
草戸千軒町遺跡を調べる―広島県福山市―     100
城下町姫路を調べる―兵庫県姫路市―     120
手宮線跡地から町の発展を探る―北海道小樽市―     188
多摩地域の空襲を調べる―東京都立川市・東大和市―     254
公害克服の歴史を調べる―福岡県北九州市―     288

地域
調べ

でかけよう！

浜口梧陵

よりよい未来の創造よりよい未来の創造にかかわる教材の充実にかかわる教材の充実
新しい時代を担う主権者を育てる教科書

③主権者の育成②デジタルへの対応 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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0

万人

1000

2000

3000

4000
有権者数と全人口に占める割合

し わりあい

45万人
（1.1%）

98
（2.2）

1241
（19.8）

3688（48.7）

307
（5.5）

参加や政治集会への出席を禁じた治安警
けい

察
さつ

法の条文が改正されまし
た。市川はその後、女性の選挙権

けん

を求める運動を起こしました。
　1922年には被

ひ

差別部落の人々が、人間としての平等を求めて、全
ぜん

国
こく

水
すい

平
へい

社
しゃ

を結成しました。民族差別に苦しむ人々も立ちあがり、

1925年には在日本朝
ちょう

鮮
せん

労働総同盟が、19３0年には北
ほっ

海
かい

道
どう

アイヌ協会
がつくられました。
　また、植民地の台

たい

湾
わん

では、台湾人による自治を求めて台湾議会の
設置運動が行われました。こうして貧

ひん

困
こん

や差別に苦しんでいた人々
が、いっせいに抗

こう

議
ぎ

の声をあげはじめました。
第一次世界大戦後には、普通選挙の実現を求
める運動が高まりました。1924年、政党を無

む

視
し

した内
ない

閣
かく

が登場すると、再び護憲運動が起こり、憲
けん

政
せい

会
かい

総
そう

裁
さい

の加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

を首相とする政党内閣が成立しました。加藤内閣は1925年、
満25歳

さい

以上の男子すべてに衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員の選挙権をあたえる普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

法
ほう

を成立させました。しかし、女性や植民地に住む人々には、選挙
権が認

みと

められませんでした。
　また、普通選挙法と同年に治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

が制定されました。治安維
持法は、共産主義運動をとりしまるものでしたが、植民地の独立運
動や、のちには自由主義者らも、この法

ほう

律
りつ

により罰
ばっ

せられました。
こうして社会運動は、しだいに制約を受けるようになりました。

P.177

75

3

98

4

第一次世界大戦中から、賃
ちん

金
ぎん

の引き上げなど
を求める労

ろう

働
どう

争
そう

議
ぎ

が、ひんぱんに起きるよう
になりました。労働組合も相次いで生まれ、1921（大正10）年には、
全国規

き

模
ぼ

の日本労働総同
どう

盟
めい

がつくられました。農村でも、地主に対
して小作料の引き下げなどを求める小

こ

作
さく

争
そう

議
ぎ

が急増し、1922年、日
本農民組合がつくられました。
　労働者・農民の運動が進

しん

展
てん

した背
はい

景
けい

には、民
みん

衆
しゅう

の力を示した護
ご

憲
けん

運動や米
こめ

騒
そう

動
どう

の経験がありました。また、第一次世界大戦をへて欧
おう

米
べい

の労働者の地位が向上したことや、ロシア革
かく

命
めい

の進展も、運動の
広がりに影

えい

響
きょう

をあたえていました。
　労働者・農民の運動が盛

さか

んになると、社会主義をめざす動きも、
再び活発になりました。1926（昭和元）年になると、従

じゅう

来
らい

は結成を禁
止されていた無産政

せい

党
とう

が、公然と政治活動を行うようになりました。
また、1922年には日本共産党がひそかに結成され、私

し

有
ゆう

財産制や君
主制の廃

はい

止
し

を主張するようになりました。
第一次世界大戦後には、さまざまな差別から
の解放を求める運動も広がりをみせました。

1920年には、平
ひら

塚
つか

らいて
（ちょう）

うが市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

らと新
しん

婦
ふ

人
じん

協
きょう

会
かい

を設立し、政
治活動の自由などを要求しました。その結果、女性の政治団体への

21

1

32

P.226～227

P.220～221

2

4

 植民地支配により生活が苦しくなった朝
鮮の人々は、仕事を求めて日本にわたるよう
になりました。1911年に約2500人だった
在日朝鮮人は、1920年には約３万人、1930
年には約30万人に増加しました。
 日本本土に住んでいる台湾・朝鮮出身の
男性には参政権が認められ、地方議会や国会
の議員になった人もいました。

3

4

 労働運動の発展は、工業化にともなう労働
者数の急増を基

き

盤
ば ん

としていました。５人以上
を雇

こ

用
よ う

する工場の労働者数は、1909年の84
万人あまりから、1919年には182万人とな
りました。
 労働者や農民など、資産をもたない人々を
基盤とする社会主義政党の総

そ う

称
しょう

。労働農民
党・日本労農党・社会民衆党などがありまし
た。

1

2

立ち上がる
労働者・農民

差別からの解放を
求めて

男子普
ふ

通
つ う

選挙の
実現

第一次世界大戦後、なぜ社会運動が広がり、人々の生活はどのように変化したのでしょうか。

さまざまな社会運動があたえた影
えい

響
きょう

に着目
しましょう。

見方・考え方見方・考え方

社会運動にはどのような背
はい

景
け い

があり、運動によって何を実現しようとしたのでしょうか。

社会運動の広がり2 －声をあげる人々－

学習課題学習課題

つながり

第2節の問い?

二次元
コード

1 1920年の第１回メーデーへ参加をよびかけるビ
ラ（東

とう

京
きょう

都　法
ほう

政
せい

大学大
おお

原
はら

社会問題研究所蔵）　
資料活用資料活用 ビラから当時の労働者が何を求めていた

か、読み取りましょう。

4 新婦人協会
の第1回総会

5 全国水平社の演説会で差別とのたた
かいを訴

うった

える山
やま

田
だ

孝
こ

野
の

次
じ

郎
ろ う

（1924年　大
お お

阪
さか

市）

8 第１回普通選挙のポスター（1928年）（東京
都　法政大学大原社会問題研究所蔵）

3 小作争議のようす（1925年　香
か

川
がわ

県）
（東京都　法政大学大原社会問題研究所蔵）

9 有権者数の移り変わり（『日本統計年
ねん

鑑
かん

』など）　
資料活用資料活用 普通選挙の実

じ っ

施
し

で有権者は何倍
になったでしょうか。

当時の人々は、
どのようなこ
とを要求して
いたのかな。

それぞれの人々がどのような要
求をしていたか整理しましょう。

それぞれの人々がめざしたこと
をふまえて、社会運動が国内政
治にどのような影響をあたえた
か説明しましょう。

確認確認

表現表現

2 小作争議と労働争議の件数の移り変
わり（『日本経済統計集』ほか）

労働争議

小作争議
3000
件

2500

2000

1500

1000

500

０
1919 30年2826242220

日本労働総同盟成立
日本農民組合結成

女性の政治参加を
求めて

　女性の解放は、青
せ い

鞜
と う

社
し ゃ

の設立以来、本
格的に運動が始まりました。新婦人協会
の運動は、市川らによる女性参政権獲

か く

得
と く

運動に引きつがれ、第二次世界大戦後の
女性参政権実現に大きな影

え い

響
きょう

をあたえま
した。市川は戦後、25年にわたり国会
議員として活

か つ

躍
や く

しました。

近代の
女性

市川房枝

平塚らいてう

6  全国水平社  
創立大会の宣

せ ん

言
げ ん

　全国に散在する部落の人々よ、団結
せよ。ここにわれわれが人間を尊

そ ん

敬
け い

す
ることによって、自らを解放しようとす
る運動を起こしたのは当然である。わ
れわれは、心から人生の熱と光を求める
ものである。水平社はこうして生まれた。
　人の世に熱あれ、人間に光あれ。

（1922年 一部要約）

7 西
さ い

光
こ う

万
ま ん

吉
き ち

（1895～1970）（奈
な

良
ら

県　水平社博物館蔵）　西
光万吉が起草した水平社宣

せん

言
げん

では、被差別部落に住
む人自らが、誇

ほ こ

りをもち、解放運動に取り組むべきで
あると説き、「日本初の人権宣言」といわれています。

選挙法
成立年

1889年
（明治22）

1900年
（明治33）

1919年
（大正8）

1925年
（大正14）

1945年
（昭和20）

実
じっ

施
し

年 1890年 1902年 1920年 1928年 1946年

資
格

性別 男 男 男 男 男女

年
ねん

齢
れい

25歳
さい
以上 25歳以上 25歳以上 25歳以上 20歳以上

税金
直接国税
15円以上

直接国税
10円以上

直接国税
3円以上

制限なし 制限なし

年表

リンク

P.234～235　歴史を掘り下げる「水平社の創
そう

立
りつ

とさまざまな人
じ ん

権
け ん

運動」も見てみましょう。228 229

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

   

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

　
　
　
　
　
南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

20

　美術では日本画の横
よ こ

山
や ま

大
た い

観
か ん

、西洋画の黒
く ろ

田
だ

清
せ い

輝
き

、彫
ちょう

刻
こ く

の荻
お ぎ

原
は ら

守
も り

衛
え

らが活
か つ

躍
や く

し、伝統技法の再生と西洋技法の吸
きゅう

収
しゅう

により、日本近代美
術の基

き

礎
そ

がつくられました。
近代文化が受容され、発

は っ

展
て ん

した背
は い

景
け い

には、学
校教育の普及がありました。日

に ち

露
ろ

戦争後、義
務教育は4年制から6年制に延

え ん

長
ちょう

されて就
しゅう

学
が く

率も9割
わ り

をこえました。
ただ実際には、農作業や子守りなどで学校を休みがちな児童も多く
いました。政府は、「忠

ちゅう

君
く ん

愛
あ い

国
こ く

」をよりどころに教育に対する統制を
強め、小学校では国定教科書が使われました。また国家の人材を育
成するため、帝

て い

国
こ く

大学や専
せ ん

門
も ん

学校など高等教育機関を整えました。
慶
け い

應
お う

義
ぎ

塾
じゅく

・早
わ

稲
せ

田
だ

・同
ど う

志
し

社
し ゃ

などの独自の学風をもち、のちに大学と
なる私立学校も生まれました。女子教育も重

じゅう

視
し

されはじめ、津
つ

田
だ

梅
う め

子
こ

の女子英学塾（のちの津田塾大学）などが設立されました。また、
高等教育の充

じゅう

実
じ つ

を背景に、医学や物理学などの自然科学の研究も進
み、北

き た

里
さ と

柴
し ば

三
さ ぶ

郎
ろ う

や野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

、長
な が

岡
お か

半
は ん

太
た

郎
ろ う

など世界的にも最先
せ ん

端
た ん

の研
究を行う日本人科学者が出てきました。

13 14 15

19

P.194

2

P.185

17 18

教育の普
ふ

及
きゅう

 1882年に創
そ う

設
せ つ

されたときの名
め い

称
しょう

は東
と う

京
きょう

専
門学校。1902年に早稲田大学と改称されま
した。

2

資本主義の発展にともない、ど
のような社会問題が起こり、
人々はどのような運動を行った
のか確

か く

認
に ん

しましょう。

日本の近代化は社会にどのよう
な影

え い

響
きょう

をあたえたか、人々の生
活と文化・芸術に着目して説明
しましょう。

確認確認

表現表現

20石
い し

井
い

十
じゅう

次
じ

（1865～1914）

児童福
ふ く

祉
し

の父

（宮崎県　石井記念友愛社提
てい

供
きょう

）

　岡
お か

山
や ま

県に孤
こ

児
じ

院
い ん

をつくり、貧しい子ど
もの教育に力をつくしました。全国から
集まった子どもたちの数
は、多いときで1200人
にもなりました。のちに
郷
きょう

里
り

の宮
み や

崎
ざ き

県に施
し

設
せ つ

を
移して活動を続けました。

　1890（明治23）年9月16日の夜、オスマン帝
て い

国
こ く

（トル
コ）の軍

ぐ ん

艦
か ん

エルトゥールル号が紀伊半島の南、紀伊大島
の南の海上で遭

そ う

難
な ん

しました。
　エルトゥールル号には、トルコが初めて日本に送った
使節団が乗っており、６月に横

よ こ

浜
は ま

港に到
と う

着
ちゃく

して３か月日
本に滞

た い

在
ざ い

し、明治天
て ん

皇
の う

との会見や歓
か ん

迎
げ い

式典に参加したあ
と、本国へ向かっている途

と

中
ちゅう

で遭難したのです。
　遭難場所近くの樫

か し

野
の

地区（今の和歌山県串
く し

本
も と

町）の島民
は、暗

く ら

闇
や み

の広がる海岸で、打ち上げられていた乗組員の
救出を行いました。生

せ い

存
ぞ ん

した69人は、島民による献
け ん

身
し ん

的
て き

な介
か い

護
ご

を受け、その後、神
こ う

戸
べ

で治
ち

療
りょう

を受けたあとに、
日本海軍の船でトルコに送り届

と ど

けられました。
　遭難場所周辺では、その後も遺

い

体
た い

収
しゅう

容
よ う

の努力が続けら
れました。樫野地区には、のちに慰

い

霊
れ い

碑
ひ

が建てられ、亡
な

くなった人々を悼
い た

む式典が今も定期的に行われています。

1

2

3

　エルトゥールル号
遭難事件からおよそ
100年後の1985（昭
和60）年３月17日
のことでした。当時、
イランと戦争してい
たイラクは「今から
48時間後にイランの上空を飛行する航空機に対して攻

こ う

撃
げ き

を行う可能性がある」と突
と つ

然
ぜ ん

宣
せ ん

言
げ ん

しました。イランに
いた外国人たちは、イランから脱

だ っ

出
しゅつ

しなければなりませ
んでした。しかし、出国を希望した日本人を乗せる航空
機を日本から飛ばすことができませんでした。また、外
国の航空機は自国民を優

ゆ う

先
せ ん

して乗せたため、日本人は乗
ることができませんでした。そのとき、日本人のために
航空機を飛ばしたのがトルコでした。トルコではエル
トゥールル号のことは忘れられておらず、200人をこえ
る日本人の命を救うために、危

き

険
け ん

な救
きゅう

援
え ん

に力を貸してく
れたのです。
　1999（平成11）年や2023（令和５）年にトルコで大地

じ

震
し ん

が起きたときには、日本からトルコに援助物資などが
送られました。一方、2011年の東日本大震災や紀伊半
島豪

ご う

雨
う

災害のときには、トルコから日本に救援隊
た い

が派
は

遣
け ん

されています。エルトゥールル号遭難事件をきっかけに、
日本とトルコはたがいの命を尊

そ ん

重
ちょう

する国際協力を続けて
います。

エルトゥールル号遭
そ う

難
な ん

事件
－日本とトルコの１世紀の年月をこえた国際協力－

先人に学ぶ
命の尊さ

● 明
め い

治
じ

23年、和
わ

歌
か

山
や ま

県紀
き

伊
い

大
お お

島
し ま

で ● 日本人を救ったトルコ航空機

美術

産業の発
は っ

展
て ん

によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。第6節の問いに答えよう?

13 横山大観の『無
む

我
が

』
（東京国立博物館蔵）　禅

ぜ ん

における悟
さ と

りの境地を、
子どもで表現した日本
画の作品です。

14 黒田清輝の『湖
こ

畔
は ん

』
（東京文化財研究所蔵）　フ
ランスに留学した清輝
は、印象派

は

の明るい画
風による油

ゆ

彩
さ い

画（西洋
画）を残しました。

15 荻原守衛の『女』
（長

なが

野
の

県　碌
ろく

山
ざん

美術館蔵）

北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

医学 破
は

傷
しょう

風
ふう

の血
けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

発見
志
し

賀
が

　　潔
きよし

〃 赤
せき

痢
り

菌
きん

の発見
野
の

口
ぐち

　英
ひで

世
よ

〃 黄
おう

熱
ねつ

病
びょう

の研究
木
き

村
むら

　　栄
ひさし

天文学 緯
い

度
ど

（変化）の研究
高
たか

峰
みね

　譲
じょう

吉
きち

化学 アドレナリンの抽
ちゅう

出
しゅつ

鈴
すず

木
き

梅
うめ

太
た

郎
ろう

〃 ビタミンB1の抽出
大
おお

森
もり

　房
ふさ

吉
きち

地
じ

震
しん

学 地震計の発明
長
なが

岡
おか

半
はん

太
た

郎
ろう

物理学 原子構造の研究

17 北里柴三郎
（1852～1931）（東京都　
国立国会図書館蔵）

18 野口英世
（1876～ 1928）（東京都　
国立国会図書館蔵）16 主な自然科学者とその業績

19 小学校の就学率の変化（『日本近代教育
史事典』）

2 エルトゥールル号が遭難した場所と紀伊大島
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　美術では日本画の横
よ こ

山
や ま

大
た い

観
か ん

、西洋画の黒
く ろ

田
だ

清
せ い

輝
き

、彫
ちょう

刻
こ く

の荻
お ぎ

原
は ら

守
も り

衛
え

らが活
か つ

躍
や く

し、伝統技法の再生と西洋技法の吸
きゅう

収
しゅう

により、日本近代美
術の基

き

礎
そ

がつくられました。
近代文化が受容され、発

は っ

展
て ん

した背
は い

景
け い

には、学
校教育の普及がありました。日

に ち

露
ろ

戦争後、義
務教育は4年制から6年制に延

え ん

長
ちょう

されて就
しゅう

学
が く

率も9割
わ り

をこえました。
ただ実際には、農作業や子守りなどで学校を休みがちな児童も多く
いました。政府は、「忠

ちゅう

君
く ん

愛
あ い

国
こ く

」をよりどころに教育に対する統制を
強め、小学校では国定教科書が使われました。また国家の人材を育
成するため、帝

て い

国
こ く

大学や専
せ ん

門
も ん

学校など高等教育機関を整えました。
慶
け い

應
お う

義
ぎ

塾
じゅく

・早
わ

稲
せ

田
だ

・同
ど う

志
し

社
し ゃ

などの独自の学風をもち、のちに大学と
なる私立学校も生まれました。女子教育も重

じゅう

視
し

されはじめ、津
つ

田
だ

梅
う め

子
こ

の女子英学塾（のちの津田塾大学）などが設立されました。また、
高等教育の充

じゅう

実
じ つ

を背景に、医学や物理学などの自然科学の研究も進
み、北

き た

里
さ と

柴
し ば

三
さ ぶ

郎
ろ う

や野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

、長
な が

岡
お か

半
は ん

太
た

郎
ろ う

など世界的にも最先
せ ん

端
た ん

の研
究を行う日本人科学者が出てきました。

13 14 15

19

P.194

2

P.185

17 18

教育の普
ふ

及
きゅう

 1882年に創
そ う

設
せ つ

されたときの名
め い

称
しょう

は東
と う

京
きょう

専
門学校。1902年に早稲田大学と改称されま
した。

2

資本主義の発展にともない、ど
のような社会問題が起こり、
人々はどのような運動を行った
のか確

か く

認
に ん

しましょう。

日本の近代化は社会にどのよう
な影

え い

響
きょう

をあたえたか、人々の生
活と文化・芸術に着目して説明
しましょう。

確認確認

表現表現

20石
い し

井
い

十
じゅう

次
じ

（1865～1914）

児童福
ふ く

祉
し

の父

（宮崎県　石井記念友愛社提
てい

供
きょう

）

　岡
お か

山
や ま

県に孤
こ

児
じ

院
い ん

をつくり、貧しい子ど
もの教育に力をつくしました。全国から
集まった子どもたちの数
は、多いときで1200人
にもなりました。のちに
郷
きょう

里
り

の宮
み や

崎
ざ き

県に施
し

設
せ つ

を
移して活動を続けました。

　1890（明治23）年9月16日の夜、オスマン帝
て い

国
こ く

（トル
コ）の軍

ぐ ん

艦
か ん

エルトゥールル号が紀伊半島の南、紀伊大島
の南の海上で遭

そ う

難
な ん

しました。
　エルトゥールル号には、トルコが初めて日本に送った
使節団が乗っており、６月に横

よ こ

浜
は ま

港に到
と う

着
ちゃく

して３か月日
本に滞

た い

在
ざ い

し、明治天
て ん

皇
の う

との会見や歓
か ん

迎
げ い

式典に参加したあ
と、本国へ向かっている途

と

中
ちゅう

で遭難したのです。
　遭難場所近くの樫

か し

野
の

地区（今の和歌山県串
く し

本
も と

町）の島民
は、暗

く ら

闇
や み

の広がる海岸で、打ち上げられていた乗組員の
救出を行いました。生

せ い

存
ぞ ん

した69人は、島民による献
け ん

身
し ん

的
て き

な介
か い

護
ご

を受け、その後、神
こ う

戸
べ

で治
ち

療
りょう

を受けたあとに、
日本海軍の船でトルコに送り届

と ど

けられました。
　遭難場所周辺では、その後も遺

い

体
た い

収
しゅう

容
よ う

の努力が続けら
れました。樫野地区には、のちに慰

い

霊
れ い

碑
ひ

が建てられ、亡
な

くなった人々を悼
い た

む式典が今も定期的に行われています。

1

2

3

　エルトゥールル号
遭難事件からおよそ
100年後の1985（昭
和60）年３月17日
のことでした。当時、
イランと戦争してい
たイラクは「今から
48時間後にイランの上空を飛行する航空機に対して攻

こ う

撃
げ き

を行う可能性がある」と突
と つ

然
ぜ ん

宣
せ ん

言
げ ん

しました。イランに
いた外国人たちは、イランから脱

だ っ

出
しゅつ

しなければなりませ
んでした。しかし、出国を希望した日本人を乗せる航空
機を日本から飛ばすことができませんでした。また、外
国の航空機は自国民を優

ゆ う

先
せ ん

して乗せたため、日本人は乗
ることができませんでした。そのとき、日本人のために
航空機を飛ばしたのがトルコでした。トルコではエル
トゥールル号のことは忘れられておらず、200人をこえ
る日本人の命を救うために、危

き

険
け ん

な救
きゅう

援
え ん

に力を貸してく
れたのです。
　1999（平成11）年や2023（令和５）年にトルコで大地

じ

震
し ん

が起きたときには、日本からトルコに援助物資などが
送られました。一方、2011年の東日本大震災や紀伊半
島豪

ご う

雨
う

災害のときには、トルコから日本に救援隊
た い

が派
は

遣
け ん

されています。エルトゥールル号遭難事件をきっかけに、
日本とトルコはたがいの命を尊

そ ん

重
ちょう

する国際協力を続けて
います。

エルトゥールル号遭
そ う

難
な ん

事件
－日本とトルコの１世紀の年月をこえた国際協力－

先人に学ぶ
命の尊さ

● 明
め い

治
じ

23年、和
わ

歌
か

山
や ま

県紀
き

伊
い

大
お お

島
し ま

で ● 日本人を救ったトルコ航空機

美術

産業の発
は っ

展
て ん

によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。第6節の問いに答えよう?

13 横山大観の『無
む

我
が

』
（東京国立博物館蔵）　禅

ぜ ん

における悟
さ と

りの境地を、
子どもで表現した日本
画の作品です。

14 黒田清輝の『湖
こ

畔
は ん

』
（東京文化財研究所蔵）　フ
ランスに留学した清輝
は、印象派

は

の明るい画
風による油

ゆ

彩
さ い

画（西洋
画）を残しました。

15 荻原守衛の『女』
（長

なが

野
の

県　碌
ろく

山
ざん

美術館蔵）

北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

医学 破
は

傷
しょう

風
ふう

の血
けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

発見
志
し

賀
が

　　潔
きよし

〃 赤
せき

痢
り

菌
きん

の発見
野
の

口
ぐち

　英
ひで

世
よ

〃 黄
おう

熱
ねつ

病
びょう

の研究
木
き

村
むら

　　栄
ひさし

天文学 緯
い

度
ど

（変化）の研究
高
たか

峰
みね

　譲
じょう

吉
きち

化学 アドレナリンの抽
ちゅう

出
しゅつ

鈴
すず

木
き

梅
うめ

太
た

郎
ろう

〃 ビタミンB1の抽出
大
おお

森
もり

　房
ふさ

吉
きち

地
じ

震
しん

学 地震計の発明
長
なが

岡
おか

半
はん

太
た

郎
ろう

物理学 原子構造の研究

17 北里柴三郎
（1852～1931）（東京都　
国立国会図書館蔵）

18 野口英世
（1876～ 1928）（東京都　
国立国会図書館蔵）16 主な自然科学者とその業績

19 小学校の就学率の変化（『日本近代教育
史事典』）

2 エルトゥールル号が遭難した場所と紀伊大島
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15

フガニスタンを攻
こう

撃
げき

しました。2003年には、大量破
は

壊
かい

兵器をもつと
みなしたイラクに対し、アメリカなどが攻撃を加え、独

どく

裁
さい

政
せい

権
けん

をた
おしました（イラク戦争）。このように冷戦後には、唯

ゆい

一
いつ

の超
ちょう

大国と
なったアメリカの軍事力行使が目立ちました。
　相次ぐ紛争やテロでは、一

いっ

般
ぱん

市民が数多く犠
ぎ

牲
せい

となり、戦
せん

乱
らん

や迫
はく

害
がい

からのがれるために、故
こ

郷
きょう

をはなれる難
なん

民
みん

も多数にのぼりました。
冷戦後の世界では、国家や地域などの境界を
こえた経済活動がますます活発化しています。

インターネットなどの情報通信技術（ICT）の発達によって、大量の
情報がスピーディーに共有されるようになりました。仕事や留学、
観光で海外に出る人や移民も増えています。こうして、地球規

き

模
ぼ

で
経済や文化の結びつきが深まることをグローバル化

か

といいます。
　グローバル化のもとでは、先進国だけでなく発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国にも経済
発展がみられ、くらしや文化の豊かさが増し、生き方の選

せん

択
たく

肢
し

が広
がる場合もありました。他方で、グローバル化の結果、産業の空

くう

洞
どう

化や所得格差の拡
かく

大
だい

、環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

や文化摩
ま

擦
さつ

なども起こりました。こ
うした急激な変化に対する不安や反発を背

はい

景
けい

に、外国人排
はい

斥
せき

や自国
第一主義の風

ふう

潮
ちょう

も生まれました。
　21世紀になると、グローバル化のなかで経済成長をとげた中国や
ロシア、ブラジル、インド、南アフリカなどの新興国が存

そん

在
ざい

感を高
めました。なかでも中国は、2010年に国内総生産（GDP）で日本を
ぬいて、世界第2位の経済大国となりました。また、ロシアは強権
的な体制のもとでジョージア（グルジア）やウクライナへ軍事侵攻す
るなど、欧

おう

米
べい

に対
たい

抗
こう

して周辺国への影
えい

響
きょう

力拡大をはかっています。

3

4

6

冷戦下にふくらんだ軍事費は米ソ両国にとっ
て重い負

ふ

担
たん

でした。特にソ連は計画経
けい

済
ざい

の停
てい

滞
たい

になやまされており、1980年代なかばからアメリカとの緊
きん

張
ちょう

緩
かん

和
わ

に努めるとともに、政治や経済の改
かい

革
かく

に取り組みましたが、うまく
いきませんでした。この動きは東ヨーロッパ諸

しょ

国
こく

での民主化運動を
刺
し

激
げき

しました。1989（平成元）年には、市民の非暴力運動をきっかけ
に各国の共産党

とう

政
せい

権
けん

が次々にたおれていきました。東西対立の象
しょう

徴
ちょう

であったベルリンの壁
かべ

も取りこわされ、翌
よく

年にはドイツの統一が実
現しました。1991年にはソ連も解体しました。これにより東西の二
つの陣

じん

営
えい

に分かれて対立する冷戦が終わりました（冷
れい

戦
せん

の終
しゅう

結
けつ

）。
冷戦が終わると、1993年に発足したヨーロッ
パ連

れん

合
ごう

（EU）のような国家をこえて地
ち

域
いき

のま
とまりをつくる動きや国際協調の機運が生まれましたが、一方でそ
れまでおさえられていた地域紛

ふん

争
そう

や民族紛争の発生が相次ぎました。
イラクがクウェートを侵

しん

攻
こう

すると、アメリカを中心とした多
た

国
こく

籍
せき

軍
がこれを撃

げき

退
たい

しました（湾
わん

岸
がん

戦争）。多民族国家であったユーゴスラ
ビアが解体する際にははげしい内戦が起こり、アメリカを主力とす
るNATO軍が軍事介

かい

入
にゅう

しました。2001年にアメリカでイスラム過
激派

は

によるテロ事件が起き、アメリカは「対テロ戦争」を掲
かか

げてア

P.272

2

P.269 6 1

3

1

5

2

基本用語 4

 イラクの復興をめざした復興支
し

援
えん

活動には、多
くの国々とともに日本の自衛隊が派

は

遣
けん

されました。
 国際協調や世界的課題よりも自国の利益
を第一とする考え方です。

3

4

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

冷戦の終結

冷戦後の世界情勢

グローバル化と
世界の変化

米ソという二大国の対立がなくなっ
たことの影

えい

響
きょう

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 つながり

冷戦の終結とグローバル化のもとで、世界にどのような変化が生じ、どのような問題を
かかえることになったのでしょうか。

冷戦の終わりとグローバル化1 －複
ふ く

雑
ざ つ

化する世界－ 二次元
コード

学習課題学習課題

冷戦の終結後に起きた対立と国
際協調をそれぞれ本文からぬき
出しましょう。

冷戦が終わり、地域紛争が激化
した理由を説明しましょう。

確認確認

表現表現

第
３
節
の
問
い

?

第
　
　
　節

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
の
課
題

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
の
課
題

33

二次元
コード

冷戦が終結したとき、
人々はどのような未
来を想像したのかな。

同時多発テロ
����年 冷戦終結宣言

����年

せんげん

東西ドイツ統一
����年

ソ連の解体
����年旧ユーゴ内戦

����～��年

イラク戦争2003年

しんこう
ソ連、アフガニスタン侵攻

����～��年

★
★

★ ★
★

�° 赤　道

０ 5000kmEU（����年現在� APEC（����年現在�

日本文教出版_中学校歴史（令和7年）
Re603_01_05

冷戦終結前後の世界
2023年3月　地図制作：ジェイ・マップ

もと図117％

4 アメリカ同時多発テロ（2001年9月
11日）　ニューヨークのビルに旅客機
が突

と つ

入
にゅう

して爆
ば く

発
は つ

炎
え ん

上
じょう

しています。

5 冷戦終結前後の
世界　1991年にソ
連（地図中 線で囲
んだ地域）は解体し、
ロシア連邦を中心と
する独立国家共同体
（CIS）が結成されま
した。

6 ロシアによる軍事侵攻で破壊されたウクライナの町
（2022年）

7 1960年以
い

降
こ う

の世界の主な動き

テロリズム（テロ）
暴力的な手

し ゅ

段
だ ん

を用いて恐
きょう

怖
ふ

心をあおることに
よって、政治目的を実現しようとすることです。

基本用語

 統一通貨のユーロを導入し、国境の
往来を自由化するなど、ヨーロッパ地
域の経済的・政治的統合を進めました。
 東ヨーロッパの連

れ ん

邦
ぽ う

国家だった旧
ユーゴスラビアでは、民族対立から起
きた長年にわたる内戦の結果、連邦は
解体され、2022年現在で七つの国に
分かれて独立しています。

1

2

2 革命が起きたルーマニア（1989年12月）　
共産党

とう

本部前の広場を市民が占
せん

拠
きょ

しています。
このとき掲げられたルーマニアの国旗は、中央の
社会主義を示すマークが切り取られていました。

1 ベルリンの壁の崩
ほう

壊
かい

（1989年11月）　多くの
市民が壁に上って、 壁の崩壊を喜んでいます。
1990年には、東西ドイツの統一が実現しました。

3 東西冷戦の終結（1989年12月）　マルタ
島で開かれた米ソ首

しゅ

脳
のう

会談で、
冷戦の終結が宣

せん

言
げん

されました。

年 できごと
1960 ベトナム戦争（～75）
1967 ヨーロッパ共同体（EC）発足
 東南アジア諸

しょ

国
こく

連合（ASEAN）発足
1975 第1回主要国首

しゅ

脳
のう

会議（サミット） 
1979 ソ連がアフガニスタンに侵

しん

攻
こう

（～89）
1989 東

とう

欧
おう

諸国の民主化が始まる 1
ベルリンの壁

かべ

の崩
ほう

壊
かい

 2
アジア太平洋経

けい

済
ざい

協力会議（APEC）発足
冷戦の終結宣

せん

言
げん

 3
1990 東西ドイツの統一
1991 湾

わん

岸
がん

戦争、ユーゴスラビアの内戦（～95）、
ソ連の解体 5

1993 ヨーロッパ連合（EU）発足
1997 ASEAN+3首脳会議開始
2001 アメリカで同時多発テロ 4

アメリカとイギリスがアフガニスタンを攻
こう

撃
げき

2003 イラク戦争
2008 ロシアがジョージアに侵攻
2014 ロシアがクリミア半島に侵攻し、支配
2020 イギリスがEUを離

り

脱
だつ

2022 ロシアがウクライナに侵攻 6
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20

を、強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については、
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり、数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して、殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では、ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は、ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい

したり、武器をとってドイツ軍と戦ったりすること
もありました。

ドイツがフランスを降伏させた1940年、日本
はドイツ・イタリアと軍事同

どう

盟
めい

（日
にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

）を結びました。これらの国々は、枢
すう

軸
じく

国
こく

とよばれました。
　1941年 ６月、ドイツ軍は不可侵条約を破ってソ連に侵攻しました。
これまで中立を保っていたアメリカのローズべルト大統領は、同年

８月、イギリスのチャーチル首相とともに､ ファシズムと対決する
ことなどをうたった大

たい

西
せい

洋
よう

憲
けん

章
しょう

を発表しました。またアメリカは、
イギリスとソ連を支援するため、両国に大量の武器を提

てい

供
きょう

しました。
こうして、枢軸国に対抗する連

れん

合
ごう

国
こく

の陣
じん

営
えい

が形成されることになり
ました。

2 8

9 1

9

ヨーロッパでは、ヒトラーがドイツの領土拡
かく

大
だい

を進め、オーストリアやチェコスロバキア
の一部を併

へい

合
ごう

しました。イギリスやフランスは、戦争を回
かい

避
ひ

するた
め、ドイツの領土拡大を認

みと

めました。
　さらにドイツは、1939年にソ連とのあいだに独

どく

ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を結
び、9月にはポーランドに侵

しん

攻
こう

しました。イギリスとフランスは、
ポーランドを援

えん

助
じょ

する条約に基づいて、ドイツに宣
せん

戦
せん

布告しました。
こうして、第

だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始まりました。
　1940年になると、ドイツ軍は、デンマークとノルウェー、続いて
オランダ・ベルギー・フランスなどに侵攻し、６月にはフランスを
降
こう

伏
ふく

させました。この間、イタリアは、ドイツ側に立って参戦しま
した。その後、ドイツは、イギリスにはげしい空

くう

襲
しゅう

を行い、イタリ
アとともに、バルカン半島や北アフリカにも軍を進めました。

イギリスを除
のぞ

くヨーロッパのほとんどを支配
下においたドイツは、過

か

酷
こく

な占領政策を行い
ました。戦争遂

すい

行
こう

に必要な物資や食料をうばい、多くの捕
ほ

虜
りょ

や市民
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1

5

3 第二次世界大戦中のヨーロッパ
資料活用資料活用 ドイツとイタリアの占領地の移り変わりに着

目して読み取りましょう。

4 第二次世界大戦開戦前後の動き

5 防空壕
ご う

でドイツ軍の空襲をさける
イギリスの子どもたち（1940年）

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
と
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響き
ょ
う

を
あ
た
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

再び起きた
世界大戦

ドイツの占
せ ん

領
りょう

政
せ い

策
さ く

枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国

ドイツの動きと、イギリスやフラン
スの対応に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 推移

第二次世界大戦は、どうして起こり、どのように展
てん

開
か い

したのでしょうか。

第二次世界大戦の始まり1 －枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国－ 二次元
コード
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二次元
コード

 ムッソリーニは、1936年に、イタリアと
ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後、ドイツ・イタリア側についた国々が、
枢軸国とよばれるようになりました。

1

下の表に欧
おう

米
べい

の国々や日本がど
こに入るか整理しましょう。確認確認

第二次世界大戦の原因と、枢軸
国と連合国の対立点について説
明しましょう。

表現表現

9  枢軸国側と連合国側の方
ほう
針
しん

〈日独伊三国同
どう

盟
めい

〉（1940年）
第�一条　日本は、ドイツおよびイタリアの
ヨーロッパにおける新秩

ちつ

序
じょ

による社会建
設の指導的地位を認

みと

め、これを尊
そん

重
ちょう

する。
第�二条　ドイツおよびイタリアは、日本の大

だい

東
とう

亜
あ

における新秩序による社会建設の指
導的地位を認め、これを尊重する。
第�三条　三国は、相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを
約す。

〈大西洋憲
けん

章
しょう

〉（1941年）
一�　アメリカとイギリス両国は、領土の拡

かく

張
ちょう

を求めない。
三�　両国は、すべての国民が自らの政治形
態を選ぶ権

けん

利
り

を、尊重する。
六�　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解放さ
れた自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する、
平和の確立を求める。� （一部要約）

2 アウシュビッ
ツ第二強制収容
所　同じ過ちが二
度と起きないよう
にという願いをこ
めて、世界遺

い

産
さ ん

に
登録されています。
世界遺産

1 占領したパリの凱
が い

旋
せ ん

門
もん

前を行進するドイツ軍（1940年）

第一次
世界大戦

同盟国側 連合国側

第二次
世界大戦

枢軸国側 連合国側

ドイツに占
せ ん

領
りょう

された
国では、どんな動き
があったのかな。

年 できごと
1938 ドイツが領土の拡

かく

大
だい

を進める
1939 独ソ不

ふ

可
か

侵
しん

条約
第二次世界大戦（～45）

1940 イタリアがドイツ側に立って参戦
日独伊三国同

どう

盟
めい

1941 ドイツがソ連に侵
しん

攻
こう

米英が大西洋憲
けん

章
しょう

を発表

　1940年７月、ドイツに占領されたポーランドからの
脱
だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が、リトアニアの日本領事
館にやってくるようになりました。彼らは、シベリアか
ら日本をへてアメリカなどに移住しようとし、それに必
要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本はユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが、
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

は、彼らを無
む

視
し

するこ
とができず、外務省の指示に反してビザを発給しました。
　1941年３月、ソ連のウラジオストク港は、 日本行き
の船を待つユダヤ人であふれていました。ソ連駐在の外

交官根
ね

井
い

三
さ ぶ

郎
ろ う

は、杉原が発給したビザを厳
げ ん

格
か く

に再審
し ん

査
さ

せ
よという外務省からの指示に反して、杉原が発給したビ
ザを持つユダヤ人の日本行きの船の乗船を認

み と

め、ビザを
持たない人へは渡

と

航
こ う

証明書を発給しました。このような
人々の決断もあり、日本にたどりついた多くのユダヤ人
は、アメリカなどへわたることができたのです。

先人に学ぶ
命の尊さ 日本までつながれた「命のビザ」

6 杉原千畝
（1900～1986）
（NPO杉原千畝
命のビザ提

てい

供
きょう

）

7 根井三郎
（1902～1992）
（根井三郎を顕

けん

彰
しょう

する会提供）

8 アンネ゠フランク（1929～1945）

『アンネの日記』を記したユダヤ人の少女

　迫
は く

害
が い

をのがれて屋根裏
う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアン
ネの家族は、２年後にナチ党

と う

に見つかり、収容所に送ら
れました。15歳

さ い

で亡
な

くなったアンネが、屋根裏での日々
を記した日記は有名です。
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バ
ル
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地　中　海

※リトアニア・ラトビア・エストニアを
　バルト3国といいます。

アイルランド

1939年末の独・伊領
1940年中の独・伊側の占領地

せんりょう

けんこうふく

1941年中の独・伊側の占領地

降伏後のフランスの勢力圏
中立諸国

1941年までに独・伊側についた国

独・伊側主要侵攻路
独・伊側侵攻最前線

しんこう

０ １０００km
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時
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平
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南
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室
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明
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令
和
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5

10

15

5

10

15

を、強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については、
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり、数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して、殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では、ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は、ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい

したり、武器をとってドイツ軍と戦ったりすること
もありました。

ドイツがフランスを降伏させた1940年、日本
はドイツ・イタリアと軍事同

どう

盟
めい

（日
にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

）を結びました。これらの国々は、枢
すう

軸
じく

国
こく

とよばれました。
　1941年 ６月、ドイツ軍は不可侵条約を破ってソ連に侵攻しました。
これまで中立を保っていたアメリカのローズべルト大統領は、同年

８月、イギリスのチャーチル首相とともに､ ファシズムと対決する
ことなどをうたった大

たい

西
せい

洋
よう

憲
けん

章
しょう

を発表しました。またアメリカは、
イギリスとソ連を支援するため、両国に大量の武器を提

てい

供
きょう

しました。
こうして、枢軸国に対抗する連

れん

合
ごう

国
こく

の陣
じん

営
えい

が形成されることになり
ました。

2 8

9 1

9

ヨーロッパでは、ヒトラーがドイツの領土拡
かく

大
だい

を進め、オーストリアやチェコスロバキア
の一部を併

へい

合
ごう

しました。イギリスやフランスは、戦争を回
かい

避
ひ

するた
め、ドイツの領土拡大を認

みと

めました。
　さらにドイツは、1939年にソ連とのあいだに独

どく

ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を結
び、9月にはポーランドに侵

しん

攻
こう

しました。イギリスとフランスは、
ポーランドを援

えん

助
じょ

する条約に基づいて、ドイツに宣
せん

戦
せん

布告しました。
こうして、第

だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始まりました。
　1940年になると、ドイツ軍は、デンマークとノルウェー、続いて
オランダ・ベルギー・フランスなどに侵攻し、６月にはフランスを
降
こう

伏
ふく

させました。この間、イタリアは、ドイツ側に立って参戦しま
した。その後、ドイツは、イギリスにはげしい空

くう

襲
しゅう

を行い、イタリ
アとともに、バルカン半島や北アフリカにも軍を進めました。

イギリスを除
のぞ

くヨーロッパのほとんどを支配
下においたドイツは、過

か

酷
こく

な占領政策を行い
ました。戦争遂

すい

行
こう

に必要な物資や食料をうばい、多くの捕
ほ

虜
りょ

や市民
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1

5

3 第二次世界大戦中のヨーロッパ
資料活用資料活用 ドイツとイタリアの占領地の移り変わりに着

目して読み取りましょう。

4 第二次世界大戦開戦前後の動き

5 防空壕
ご う

でドイツ軍の空襲をさける
イギリスの子どもたち（1940年）

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
と
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響き
ょ
う

を
あ
た
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

再び起きた
世界大戦

ドイツの占
せ ん

領
りょう

政
せ い

策
さ く

枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国

ドイツの動きと、イギリスやフラン
スの対応に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 推移

第二次世界大戦は、どうして起こり、どのように展
てん

開
か い

したのでしょうか。

第二次世界大戦の始まり1 －枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国－ 二次元
コード

学習課題学習課題

第
４
節
の
問
い

?

第
　
　
　節

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本

44

二次元
コード

 ムッソリーニは、1936年に、イタリアと
ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後、ドイツ・イタリア側についた国々が、
枢軸国とよばれるようになりました。

1

下の表に欧
おう

米
べい

の国々や日本がど
こに入るか整理しましょう。確認確認

第二次世界大戦の原因と、枢軸
国と連合国の対立点について説
明しましょう。

表現表現

9  枢軸国側と連合国側の方
ほう
針
しん

〈日独伊三国同
どう

盟
めい

〉（1940年）
第�一条　日本は、ドイツおよびイタリアの
ヨーロッパにおける新秩

ちつ

序
じょ

による社会建
設の指導的地位を認

みと

め、これを尊
そん

重
ちょう

する。
第�二条　ドイツおよびイタリアは、日本の大

だい

東
とう

亜
あ

における新秩序による社会建設の指
導的地位を認め、これを尊重する。
第�三条　三国は、相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを
約す。

〈大西洋憲
けん

章
しょう

〉（1941年）
一�　アメリカとイギリス両国は、領土の拡

かく

張
ちょう

を求めない。
三�　両国は、すべての国民が自らの政治形
態を選ぶ権

けん

利
り

を、尊重する。
六�　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解放さ
れた自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する、
平和の確立を求める。� （一部要約）

2 アウシュビッ
ツ第二強制収容
所　同じ過ちが二
度と起きないよう
にという願いをこ
めて、世界遺

い

産
さ ん

に
登録されています。
世界遺産

1 占領したパリの凱
が い

旋
せ ん

門
もん

前を行進するドイツ軍（1940年）

第一次
世界大戦

同盟国側 連合国側

第二次
世界大戦

枢軸国側 連合国側

ドイツに占
せ ん

領
りょう

された
国では、どんな動き
があったのかな。

年 できごと
1938 ドイツが領土の拡

かく

大
だい

を進める
1939 独ソ不

ふ

可
か

侵
しん

条約
第二次世界大戦（～45）

1940 イタリアがドイツ側に立って参戦
日独伊三国同

どう

盟
めい

1941 ドイツがソ連に侵
しん

攻
こう

米英が大西洋憲
けん

章
しょう

を発表

　1940年７月、ドイツに占領されたポーランドからの
脱
だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が、リトアニアの日本領事
館にやってくるようになりました。彼らは、シベリアか
ら日本をへてアメリカなどに移住しようとし、それに必
要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本はユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが、
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

は、彼らを無
む

視
し

するこ
とができず、外務省の指示に反してビザを発給しました。
　1941年３月、ソ連のウラジオストク港は、 日本行き
の船を待つユダヤ人であふれていました。ソ連駐在の外

交官根
ね

井
い

三
さ ぶ

郎
ろ う

は、杉原が発給したビザを厳
げ ん

格
か く

に再審
し ん

査
さ

せ
よという外務省からの指示に反して、杉原が発給したビ
ザを持つユダヤ人の日本行きの船の乗船を認

み と

め、ビザを
持たない人へは渡

と

航
こ う

証明書を発給しました。このような
人々の決断もあり、日本にたどりついた多くのユダヤ人
は、アメリカなどへわたることができたのです。

先人に学ぶ
命の尊さ 日本までつながれた「命のビザ」

6 杉原千畝
（1900～1986）
（NPO杉原千畝
命のビザ提

てい

供
きょう

）

7 根井三郎
（1902～1992）
（根井三郎を顕

けん

彰
しょう

する会提供）

8 アンネ゠フランク（1929～1945）

『アンネの日記』を記したユダヤ人の少女

　迫
は く

害
が い

をのがれて屋根裏
う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアン
ネの家族は、２年後にナチ党

と う

に見つかり、収容所に送ら
れました。15歳

さ い

で亡
な

くなったアンネが、屋根裏での日々
を記した日記は有名です。
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山
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　美術では日本画の横
よ こ

山
や ま

大
た い

観
か ん

、西洋画の黒
く ろ

田
だ

清
せ い

輝
き

、彫
ちょう

刻
こ く

の荻
お ぎ

原
は ら

守
も り

衛
え

らが活
か つ

躍
や く

し、伝統技法の再生と西洋技法の吸
きゅう

収
しゅう

により、日本近代美
術の基

き

礎
そ

がつくられました。
近代文化が受容され、発

は っ

展
て ん

した背
は い

景
け い

には、学
校教育の普及がありました。日

に ち

露
ろ

戦争後、義
務教育は4年制から6年制に延

え ん

長
ちょう

されて就
しゅう

学
が く

率も9割
わ り

をこえました。
ただ実際には、農作業や子守りなどで学校を休みがちな児童も多く
いました。政府は、「忠

ちゅう

君
く ん

愛
あ い

国
こ く

」をよりどころに教育に対する統制を
強め、小学校では国定教科書が使われました。また国家の人材を育
成するため、帝

て い

国
こ く

大学や専
せ ん

門
も ん

学校など高等教育機関を整えました。
慶
け い

應
お う

義
ぎ

塾
じゅく

・早
わ

稲
せ

田
だ

・同
ど う

志
し

社
し ゃ

などの独自の学風をもち、のちに大学と
なる私立学校も生まれました。女子教育も重

じゅう

視
し

されはじめ、津
つ

田
だ

梅
う め

子
こ

の女子英学塾（のちの津田塾大学）などが設立されました。また、
高等教育の充

じゅう

実
じ つ

を背景に、医学や物理学などの自然科学の研究も進
み、北

き た

里
さ と

柴
し ば

三
さ ぶ

郎
ろ う

や野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

、長
な が

岡
お か

半
は ん

太
た

郎
ろ う

など世界的にも最先
せ ん

端
た ん

の研
究を行う日本人科学者が出てきました。

13 14 15

19

P.194

2

P.185

17 18

教育の普
ふ

及
きゅう

 1882年に創
そ う

設
せ つ

されたときの名
め い

称
しょう

は東
と う

京
きょう

専
門学校。1902年に早稲田大学と改称されま
した。

2

資本主義の発展にともない、ど
のような社会問題が起こり、
人々はどのような運動を行った
のか確

か く

認
に ん

しましょう。

日本の近代化は社会にどのよう
な影

え い

響
きょう

をあたえたか、人々の生
活と文化・芸術に着目して説明
しましょう。

確認確認

表現表現

20石
い し

井
い

十
じゅう

次
じ

（1865～1914）

児童福
ふ く

祉
し

の父

（宮崎県　石井記念友愛社提
てい

供
きょう

）

　岡
お か

山
や ま

県に孤
こ

児
じ

院
い ん

をつくり、貧しい子ど
もの教育に力をつくしました。全国から
集まった子どもたちの数
は、多いときで1200人
にもなりました。のちに
郷
きょう

里
り

の宮
み や

崎
ざ き

県に施
し

設
せ つ

を
移して活動を続けました。

　1890（明治23）年9月16日の夜、オスマン帝
て い

国
こ く

（トル
コ）の軍

ぐ ん

艦
か ん

エルトゥールル号が紀伊半島の南、紀伊大島
の南の海上で遭

そ う

難
な ん

しました。
　エルトゥールル号には、トルコが初めて日本に送った
使節団が乗っており、６月に横

よ こ

浜
は ま

港に到
と う

着
ちゃく

して３か月日
本に滞

た い

在
ざ い

し、明治天
て ん

皇
の う

との会見や歓
か ん

迎
げ い

式典に参加したあ
と、本国へ向かっている途

と

中
ちゅう

で遭難したのです。
　遭難場所近くの樫

か し

野
の

地区（今の和歌山県串
く し

本
も と

町）の島民
は、暗

く ら

闇
や み

の広がる海岸で、打ち上げられていた乗組員の
救出を行いました。生

せ い

存
ぞ ん

した69人は、島民による献
け ん

身
し ん

的
て き

な介
か い

護
ご

を受け、その後、神
こ う

戸
べ

で治
ち

療
りょう

を受けたあとに、
日本海軍の船でトルコに送り届

と ど

けられました。
　遭難場所周辺では、その後も遺

い

体
た い

収
しゅう

容
よ う

の努力が続けら
れました。樫野地区には、のちに慰

い

霊
れ い

碑
ひ

が建てられ、亡
な

くなった人々を悼
い た

む式典が今も定期的に行われています。

1

2

3

　エルトゥールル号
遭難事件からおよそ
100年後の1985（昭
和60）年３月17日
のことでした。当時、
イランと戦争してい
たイラクは「今から
48時間後にイランの上空を飛行する航空機に対して攻

こ う

撃
げ き

を行う可能性がある」と突
と つ

然
ぜ ん

宣
せ ん

言
げ ん

しました。イランに
いた外国人たちは、イランから脱

だ っ

出
しゅつ

しなければなりませ
んでした。しかし、出国を希望した日本人を乗せる航空
機を日本から飛ばすことができませんでした。また、外
国の航空機は自国民を優

ゆ う

先
せ ん

して乗せたため、日本人は乗
ることができませんでした。そのとき、日本人のために
航空機を飛ばしたのがトルコでした。トルコではエル
トゥールル号のことは忘れられておらず、200人をこえ
る日本人の命を救うために、危

き

険
け ん

な救
きゅう

援
え ん

に力を貸してく
れたのです。
　1999（平成11）年や2023（令和５）年にトルコで大地

じ

震
し ん

が起きたときには、日本からトルコに援助物資などが
送られました。一方、2011年の東日本大震災や紀伊半
島豪

ご う

雨
う

災害のときには、トルコから日本に救援隊
た い

が派
は

遣
け ん

されています。エルトゥールル号遭難事件をきっかけに、
日本とトルコはたがいの命を尊

そ ん

重
ちょう

する国際協力を続けて
います。

エルトゥールル号遭
そ う

難
な ん

事件
－日本とトルコの１世紀の年月をこえた国際協力－

先人に学ぶ
命の尊さ

● 明
め い

治
じ

23年、和
わ

歌
か

山
や ま

県紀
き

伊
い

大
お お

島
し ま

で ● 日本人を救ったトルコ航空機

美術

産業の発
は っ

展
て ん

によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。第6節の問いに答えよう?

13 横山大観の『無
む

我
が

』
（東京国立博物館蔵）　禅

ぜ ん

における悟
さ と

りの境地を、
子どもで表現した日本
画の作品です。

14 黒田清輝の『湖
こ

畔
は ん

』
（東京文化財研究所蔵）　フ
ランスに留学した清輝
は、印象派

は

の明るい画
風による油

ゆ

彩
さ い

画（西洋
画）を残しました。

15 荻原守衛の『女』
（長

なが

野
の

県　碌
ろく

山
ざん

美術館蔵）

北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

医学 破
は

傷
しょう

風
ふう

の血
けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

発見
志
し

賀
が

　　潔
きよし

〃 赤
せき

痢
り

菌
きん

の発見
野
の

口
ぐち

　英
ひで

世
よ

〃 黄
おう

熱
ねつ

病
びょう

の研究
木
き

村
むら

　　栄
ひさし

天文学 緯
い

度
ど

（変化）の研究
高
たか

峰
みね

　譲
じょう

吉
きち

化学 アドレナリンの抽
ちゅう

出
しゅつ

鈴
すず

木
き

梅
うめ

太
た

郎
ろう

〃 ビタミンB1の抽出
大
おお

森
もり

　房
ふさ

吉
きち

地
じ

震
しん

学 地震計の発明
長
なが

岡
おか

半
はん

太
た

郎
ろう

物理学 原子構造の研究

17 北里柴三郎
（1852～1931）（東京都　
国立国会図書館蔵）

18 野口英世
（1876～ 1928）（東京都　
国立国会図書館蔵）16 主な自然科学者とその業績

19 小学校の就学率の変化（『日本近代教育
史事典』）

2 エルトゥールル号が遭難した場所と紀伊大島
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1 エルトゥールル号 3 神戸で治療を受けたエルトゥールル号の乗組員（1890年）

リンク

リンク

自然科学

208 209

5

10

15

地域に
学ぶ

た沖縄の人々は、祖国復帰運動をねばり強く進めました。
　1972（昭和47）年、沖縄は日本に返還されました。返還交

こう

渉
しょう

にあ
たった佐

さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

内
ない

閣
かく

は、核
かく

兵器を「持たず、作らず、持ちこませず」
という非

ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

を定めており、これを沖縄にも適用するとしまし
た。しかし、沖縄には広大な米軍基地が残されることになり、住民
の不安や不満は消えませんでした。

サンフランシスコ平和条約調印後も、大
だい

韓
かん

民
みん

国
こく

（韓国）や中
ちゅう

華
か

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

（中国）とのあいだ
には正式な国交がなく、国交を結ぶことが課題でした。
　1951年に始まった韓国との交渉は中断を重ねました。しかし、ベ
トナム戦争に介入したアメリカの要

よう

請
せい

もあり、1965年、日
にっ

韓
かん

基
き

本
ほん

条
じょう

約
やく

が締
てい

結
けつ

され、国交が正常化しました。一方で、日本と朝
ちょう

鮮
せん

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

（北朝鮮）とのあいだにはいまだに国交がありません。
　1972年、ベトナム戦争を終わらせたいアメリカは、中国との関係
改
かい

善
ぜん

にふみ切りました。同じ年、田
た

中
なか

角
かく

栄
えい

首相も中国を訪
ほう

問
もん

し、日
にっ

中
ちゅう

共
きょう

同
どう

声
せい

明
めい

に調印して、国交が正常化しました。声明では、日本は、
過去に戦争を通じて中国にあたえた重大な損害について深く反省し、
中華人民共和国政府を、中国を代表する唯

ゆい

一
いつ

の政府であると認
みと

めま
した。1978年には、日

にっ

中
ちゅう

平
へい

和
わ

友
ゆう

好
こう

条
じょう

約
やく

が結ばれ、経
けい

済
ざい

や文化の面で、
両国の交流は深まりました。
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4
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65

フランスから独立したベトナムにも、冷戦の
対立関係がもちこまれました。中国とソ連が

支
し

援
えん

するベトナム民主共和国（北ベトナム）と、アメリカが支援する
ベトナム共和国（南ベトナム）に分かれて対立したのです。アメリカ
は南ベトナムの内戦に介

かい

入
にゅう

し、1965年からは北ベトナムへのはげし
い無差別爆

ばく

撃
げき

を行い、大量の地上軍を派
は

遣
けん

しました（ベトナム戦
せん

争
そう

）。
　写真や映

えい

像
ぞう

を通じて、残
ざん

酷
こく

な戦場のようすが伝えられると、アメ
リカや日本をはじめ世界各国で、ベトナム反戦運動が高まりました。
民族統一を求めるベトナムの人々が、ねばり強く抵

てい

抗
こう

したため、戦
争は長期化しました。アメリカは、軍事費の増大になやみ、反戦

せ
世
よ

論
ろん

の
ろん
影
えい

響
きょう

もあって、1973年、ベトナムから撤
てっ

退
たい

しました。1976年、
南北ベトナムは統一し、ベトナム社会主義共和国となりました。

アメリカの統治下にあった沖縄では、米軍施
し

設
せつ

が拡
かく

張
ちょう

し続け、軍用機が小学校に墜
つい

落
らく

する
などの事故や、米軍関係者による交通事故や犯

はん

罪
ざい

も相次いでいまし
た。ベトナム戦争のときには、沖縄の米軍基地から飛び立った爆撃
機が、ベトナムで空爆を行いました。アメリカの統治に不満を高め

1

3

 奄
あ ま

美
み

群島は1953年に、小
お

笠
が さ

原
わ ら

諸
し ょ

島
と う

は
1968年に、アメリカから日本に返還されま
した。
 朝鮮民主主義人民共和国とは、1991（平
成３）年に国交正常化交渉が始まりました。
　2002年に初の日朝首

し ゅ

脳
の う

会談が行われ、国
交正常化交渉の再開を含

ふ く

む日朝平
ピョン

壌
ヤ ン

宣言が発
表されました。この会談のなかで、北朝鮮側
が日本人を拉

ら

致
ち

していたことを認
み と

めました。

1

2

ベトナム戦争

復帰運動の
高まりと沖

お き

縄
な わ

返
へ ん

還
か ん

韓
か ん

国
こ く

・中国との
国交正常化

東西対立のなかでの、アメリカと日本の関
係に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

冷戦下のアジアと日本との関係は、どのように変化していったのでしょうか。

冷戦下のアジアと日本2 －関係の改善をめざして－

学習課題学習課題

つながり

二次元
コード

1 ベトナム戦争でアメリカ兵に家を焼きはらわれ
たベトナムの村人（1966年）

3 沖縄の嘉
か

手
で

納
な

飛行場そばを飛ぶ
米軍爆撃機と復帰要求行進をする
人 （々1968年）

2 沖縄の祖国復帰運動（1968年）

アメリカや東アジアとの外交の
動きを、1950年から2010年
までの年表でまとめましょう。

確認確認

日本が西側諸国の一員であるこ
とで、日本の外交にはどのよう
な課題が残されたのか、説明し
ましょう。

表現表現

5 国交正常化を果たした日中両国の
首
し ゅ

脳
の う

（上）と 6 記念に中国からおくら
れたパンダ（下）（1972年）

8 北朝鮮から帰国
した拉致被害者
（2002年）　消息
が明らかでない拉
致被害者が多いほ
か、帰国を待ち望
む家族の高

こう

齢
れ い

化が
進むなど、一

いっ

刻
こく

も
早い解決が求めら
れています。

在日韓国・朝鮮人の歴史とコリアタウン

　1910年の韓国併
へ い

合
ご う

のころから、日本本土にわたる朝鮮人が増えはじめました。
多くは大阪などの大都市で働く出

で

稼
か せ

ぎ者でしたが、しだいに結
け っ

婚
こ ん

して定住する者
も現れました。戦時には不足する労働力を補

おぎな

うため、工場や鉱山に動員されてき
た朝鮮人が多数にのぼり、1945年には200万人以上が日本本土に住んでいまし
た。戦後その多くが帰国するなか、約60万人が日本に残
りました。しかし、日本国

こ く

籍
せ き

を失ったため、制度から排
は い

除
じ ょ

されたり、職業や生活のうえでの差別を受けたりしたため、
都市部で集住して、助け合いながら生活しました。在日韓
国・朝鮮人が集まって住んでいる地域の一つ、大阪市の
「生

い く

野
の

コリアタウン」は、現在、韓国料理店や食品・日用品
店が立ちならび、観光客も集めてにぎわう、多文化共生の
商店街となっています。

大
お お

阪
さ か

市

7 「生野コリアタウン」

ベトナム戦争は日本に
どのような影

え い

響
きょう

をあた
えたのかな。

日本の高度経済成長には、どのような背
はい

景
け い

と社会の変化があったのでしょうか。第2節の問い?

田
た

中
なか

角
かく

栄
え い

首相毛
も う

沢
た く

東
と う

マ オ ツ ォ ト ン

周
しゅう

恩
お ん

来
ら い

チョウエ ン ラ イ

上
う え

野
の

動物園（東
と う

京
きょう

都）

P.286～287歴史を掘り下げる「冷戦終結後の近
き ん

隣
りん

諸
しょ

国
こく

との関係」も見てみましょう。　

地域に
学ぶ 平和な島を

沖縄県

　現在も沖縄本島の面積の約15％
を米軍基地が占

し

めています。基地
の存

そ ん

在
ざ い

は地
ち

域
い き

開発の障
しょう

害
が い

となり、
米軍機の事故や騒

そ う

音
お ん

が住民をなや
ませています。1995年、アメリ
カ兵による少女暴行事件に抗議す
る集会で、
ある高校生
は「軍隊の
ない、悲

ひ

劇
げ き

のない平和
な島を返し
てください」
と訴

うった

えまし
た。

　な　は

那覇

　な　ご

名護

　ふ てん ま

普天間飛行場

キャンプ・ハンセン

　か　で　な

嘉手納飛行場

キャンプ・シュワブ
辺野古弾薬庫

北部訓練場

へ の こ

基地・訓練場区域

（2020年）

0 30km2010

4 沖縄の軍用地
（沖縄県資料）

リンク
リンク

リンク

動画

－沖縄の基地問題－
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

20

の言葉や日本人の気持ちをあらわすのに適していました。そのため、
かぐや姫

ひめ

で知られる『竹
たけ

取
とり

物
もの

語
がたり

』が書かれるなど、新しい文学が発
達しました。ひらがなは主に女性のあいだで使われ、紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

の『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』や清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の『枕
まくらの

草
そう

子
し

』などの優
すぐ

れた作品が生み出されま
した。和歌も再び盛

さか

んになっていき、紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らによって『古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』がまとめられました。

10世紀後半には、皇
こう

族
ぞく

や貴族のあいだで、浄
じょう

土
ど

信
しん

仰
こう

が盛
さか

んになりました。念仏によって阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

（阿弥陀仏）の救いを願い、極
ごく

楽
らく

浄土に生まれ変わることを
祈
いの

る信仰です。やがて、シャカが亡
な

くなって2000年目から末
まっ

法
ぽう

に入
り、世の中が乱

みだ

れるという考え（末法思想）が広まり、貴族たちはま
すます浄土信仰を深めました。藤原頼

より

通
みち

が建てた平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

や、
その本

ほん

尊
ぞん

の阿弥陀如来像は、そうした信仰に基づくものです。この
ころには、社会に不安をもつ庶

しょ

民
みん

たちのあいだでも、念仏が流行し
ました。

6

3

1

7

8

唐
とう

がおとろえるにつれ、唐の文化の影
えい

響
きょう

力も
弱まっていきました。周辺の民族は、中国文

化を尊
そん

重
ちょう

しながらも、それぞれの文化を発達させていくようになり
ました。
　日本では、摂

せっ

関
かん

政治が始まった9世紀中ごろから、新しい文化が
めばえました。藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

のころには、それが大きく発
はっ

展
てん

します。平
へい

安
あん

時代の貴
き

族
ぞく

たちは、唐の文化を吸
きゅう

収
しゅう

したうえで、日本の風土やく
らしに合った、優

ゆう

美
び

で洗
せん

練
れん

された文化を好むようになりました。こ
れを国

こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

といいます。服
ふく

装
そう

は日本風のゆったりしたものになり、
平安京では自然を庭園にとり入れた、寝

しん

殿
でん

造
づくり

の邸
てい

宅
たく

がつくられまし
た。絵画にも日本の風景や人物がえがかれるようになり、大

や ま と

和絵
え

と
よばれました。

平安時代には、漢字を簡
かん

単
たん

にしたかな文
も

字
じ

（かたかな・ひらがな）がつくられ、漢文より
もたやすく読み書きができるようになりました。かな文字は、日本

32

1

32

4

日本風の文化

かな文字と文学

浄
じょう

土
ど

信
し ん

仰
こ う

律
り つ

令
りょう

国家の政治と文化は、各時代においてどのように移り変わっていったのでしょうか。

国風文化の特色と天
てん

平
ぴょう

文化の特色のちがい
に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

平
へい

安
あ ん

時代の国風文化には、どのような特色があるのでしょうか。

国
こ く

風
ふ う

文化5 －日本らしい文化の始まり－

学習課題学習課題

比較

第3節の問い?

5 平安時代の国風文化・浄土信仰

年 できごと
894 遣

けん

唐
とう

使
し

の派
は

遣
けん

を中止し、以後なくなる
９世紀 『竹

たけ

取
とり

物
もの

語
がたり

』※10世紀完成の説もあり
905 『古

こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の編集が始まる
907 　唐がほろぶ

10世紀後半 浄
じょう

土
ど

信
しん

仰
こう

が盛
さか

んになる
11世紀初め このころ『枕

まくらの

草
そう

子
し

』『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』が完成か
1053 平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

がつくられる

政治や文化の中心になった人や主な取り組み・作品に着目しましょう。第3節の問いに答えよう?

4 かな文字の発達

1 寝殿造（復元模
も

型
けい

　千
ち

葉
ば

県　国立歴史民
みん

俗
ぞく

博物館蔵）　
寝殿とは、中心になる建物のことをいいます。その
まわりにいくつもの建物が廊

ろ う

下
か

などでつながって
つくられ、南側にはたいてい大きな池がありました。

2 貴族の女性の服装（源氏物語絵巻　愛知県　徳
とく

川
がわ

美
術館蔵）　女

にょう

房
ぼ う

装
しょう

束
ぞ く

といいます。色ちがいの衣
ころも

を重
ね着したので、十

じゅう

二
に

単
ひとえ

ともよばれます。国宝

8 平等院鳳凰堂の阿弥陀如
来像（高さ277.2cm）　ふく
よかな身体におだやかな表情
をしたこの如来像は、のちの
仏像の模

も

範
は ん

になりました。
国宝

3 貴族の男性の服装（上
あげ

畳
たたみ

本
ぼん

三十六歌
か

仙
せん

絵 
紀
きの

貫
つら

之
ゆき

像 東
とう

京
きょう

都 五
ご

島
とう

美術館蔵）　束
そ く

帯
たい

といい
ます。唐の服装に比べて袖

そで

口
ぐち

が開いてお
り、湿

し つ

度
ど

の高い日本に適していました。

 日本では1052年から末法の世になると考
えられていました。ちょうどこのころに人を
傷
き ず

つけたり殺したりすることのある武士（
P.68）が勢力をのばし、また人を救うことが
任務であった僧

そ う

が武器を持って争いごとを起
こすなど（ P.70）、末法になったと思わせ
るできごとがたくさん起こりました。

1

政治や文化での活
か つ

躍
や く

　古代の女性は、のちの時代に比べて、政治や文化
の面での活躍がめだちます。邪

や

馬
ま

台
た い

国
こ く

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

や飛
あ

鳥
す か

時代の推
す い

古
こ

天皇のように、国王や天
て ん

皇
の う

になる女性
もいました。大

た い

化
か

の改
か い

新
し ん

から奈
な

良
ら

時代までは、14代
の天皇のうち６代が女性です。律

り つ

令
りょう

国家を建設し、
新しい政治を進めていくうえで、女性の天皇は大き
な役

や く

割
わ り

を果たしました。
　平安時代には女性の天皇はみられなくなりますが、
貴族の女性たちは、優美な国風文化の担

に な

い手となっ
ていきました。紫式部の
『源氏物語』は人間の心
理をたくみにえがいた作
品ですが、1000年前の
女性が長編小説をあら
わしたのは、諸

し ょ

外国でも
みられないことです。数
多くの女性がかな文字
を用いて、優れた和歌や
随
ず い

筆
ひ つ

・日記を書き記し、
日本の古典文学をかた
ちづくりました。

古代の
女性

6 紫式部
（978？～1014？）
（滋

し

賀
が

県　石
いし

山
やま

寺
でら

蔵）

7 平等院鳳凰堂（京都府宇
う

治
じ

市）　藤原頼通が、この世に極
楽浄土のようすを再現しようと
して、1053年につくりました。
国宝 世界遺産

平安時代の国風文化の主な文化
財について、表に整理しましょ
う。

国風文化の特色について、その
背
はい

景
けい

とともに整理しましょう。

確認確認

表現表現

建築様式
絵画
文字・文学	

　 特色 背景
国風文化

寝殿

か
た
か
な

ひ
ら
が
な

二次元
コード

中
なかの

島
しま

釣
つり

殿
どの

リンク

リンク

貴
き

族
ぞ く

は、こうし
た屋

や

敷
し き

でどのよ
うなくらしをし
ていたのかな。
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17

18

19

20
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

国際交流

国をこえた
取り組み

平和や命の尊さについ
て学ぶことのできる、国を
こえた先人の取り組み
を紹介し、次世代へと繋
げていく心を育む教材
を数多く掲載しています。

P.209

ロシアによる
ウクライナ侵攻

P.281

P.245

部落差別解消などの
様々な人権運動

女性の姿

教育・福祉

部落差別解消のための運
動を随所で取り扱い、人権を
尊重する社会の在り方につい
て考えられるようにしています。

各時代の女性のコラムでは、
女性たちが社会で活躍す
る姿や権利を求めて運
動する姿を紹介しました。
➡本冊子P.20参照

豊かな生活をつくる基盤
となる教育の普及や福
祉に尽力した人々を紹介
しました。

P.229

P.57

全国水平社の創立が同時代の様々な人権運動にあ
たえた影響を紹介するとともに、その運動が現代社会
においてどのような意味をもつかも考えられる教材を
新設しました。

P.234-235

在日外国人の歴史

現在もにぎわう商店街の
歴史的背景を解説し、在
日韓国・朝鮮人の歴
史を身近な事例から考え
ていけるようにしました。 P.275

P.208

基本的人権 平和・命の尊さ人権尊重を基本理念とし、多様性を尊重し認め合う共生社会
の実現をめざす姿勢の大切さを学ぶことができるようにしました。

現代社会においてよりいっそう重要な課題となっている平和について
深く学び、生徒が歴史を踏まえて平和の実現について考える
ことができるようにしました。

近隣諸国との関係
課題解決に向けて確かな歴史的事実に基づいた対話を重ねるこ
との重要性や、他国との友好に努めた先人の知恵を学ぶことが
できるようにしました。

領土を
めぐる問題

日本固有の領土を
めぐる問題について、
領土に編入した歴
史的な経緯をわか
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和的な解決への基盤
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現代的な諸課題現代的な諸課題を考えることができる豊かな教材を考えることができる豊かな教材
新しい時代を担う主権者を育てる教科書

➡本冊子P.41『観点別教材一覧』参照

P.298-299 「歴史との対話」を未来に活かす

　持続可能な社会の実現にかかわる現代的な諸課題の歴史的背景や今日までの取り組みを学ぶとともに、生徒が自らもかかわる
切実な課題としてとらえ、解決に向けて歴史を踏まえて多角的・多面的に考えることができるよう教材を充実させました。
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③主権者の育成②デジタルへの対応 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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を、強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については、
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり、数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して、殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では、ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は、ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい

したり、武器をとってドイツ軍と戦ったりすること
もありました。

ドイツがフランスを降伏させた1940年、日本
はドイツ・イタリアと軍事同

どう

盟
めい

（日
にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

）を結びました。これらの国々は、枢
すう

軸
じく

国
こく

とよばれました。
　1941年 ６月、ドイツ軍は不可侵条約を破ってソ連に侵攻しました。
これまで中立を保っていたアメリカのローズべルト大統領は、同年

８月、イギリスのチャーチル首相とともに､ ファシズムと対決する
ことなどをうたった大

たい

西
せい

洋
よう

憲
けん

章
しょう

を発表しました。またアメリカは、
イギリスとソ連を支援するため、両国に大量の武器を提

てい

供
きょう

しました。
こうして、枢軸国に対抗する連

れん

合
ごう

国
こく

の陣
じん

営
えい

が形成されることになり
ました。
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9

ヨーロッパでは、ヒトラーがドイツの領土拡
かく

大
だい

を進め、オーストリアやチェコスロバキア
の一部を併

へい

合
ごう

しました。イギリスやフランスは、戦争を回
かい

避
ひ

するた
め、ドイツの領土拡大を認

みと

めました。
　さらにドイツは、1939年にソ連とのあいだに独

どく

ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を結
び、9月にはポーランドに侵

しん

攻
こう

しました。イギリスとフランスは、
ポーランドを援

えん

助
じょ

する条約に基づいて、ドイツに宣
せん

戦
せん

布告しました。
こうして、第

だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始まりました。
　1940年になると、ドイツ軍は、デンマークとノルウェー、続いて
オランダ・ベルギー・フランスなどに侵攻し、６月にはフランスを
降
こう

伏
ふく

させました。この間、イタリアは、ドイツ側に立って参戦しま
した。その後、ドイツは、イギリスにはげしい空

くう

襲
しゅう

を行い、イタリ
アとともに、バルカン半島や北アフリカにも軍を進めました。

イギリスを除
のぞ

くヨーロッパのほとんどを支配
下においたドイツは、過

か

酷
こく

な占領政策を行い
ました。戦争遂

すい

行
こう

に必要な物資や食料をうばい、多くの捕
ほ

虜
りょ

や市民
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4 第二次世界大戦開戦前後の動き

5 防空壕
ご う

でドイツ軍の空襲をさける
イギリスの子どもたち（1940年）
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ドイツの動きと、イギリスやフラン
スの対応に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 推移

第二次世界大戦は、どうして起こり、どのように展
てん

開
か い

したのでしょうか。

第二次世界大戦の始まり1 －枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国－ 二次元
コード

学習課題学習課題

第
４
節
の
問
い

?

第
　
　
　節

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本

44

二次元
コード

 ムッソリーニは、1936年に、イタリアと
ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後、ドイツ・イタリア側についた国々が、
枢軸国とよばれるようになりました。

1

下の表に欧
おう

米
べい

の国々や日本がど
こに入るか整理しましょう。確認確認

第二次世界大戦の原因と、枢軸
国と連合国の対立点について説
明しましょう。

表現表現

9  枢軸国側と連合国側の方
ほう
針
しん

〈日独伊三国同
どう

盟
めい

〉（1940年）
第�一条　日本は、ドイツおよびイタリアの
ヨーロッパにおける新秩

ちつ

序
じょ

による社会建
設の指導的地位を認

みと

め、これを尊
そん

重
ちょう

する。
第�二条　ドイツおよびイタリアは、日本の大

だい

東
とう

亜
あ

における新秩序による社会建設の指
導的地位を認め、これを尊重する。
第�三条　三国は、相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを
約す。

〈大西洋憲
けん

章
しょう

〉（1941年）
一�　アメリカとイギリス両国は、領土の拡

かく

張
ちょう

を求めない。
三�　両国は、すべての国民が自らの政治形
態を選ぶ権

けん

利
り

を、尊重する。
六�　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解放さ
れた自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する、
平和の確立を求める。� （一部要約）

2 アウシュビッ
ツ第二強制収容
所　同じ過ちが二
度と起きないよう
にという願いをこ
めて、世界遺

い

産
さ ん

に
登録されています。
世界遺産

1 占領したパリの凱
が い

旋
せ ん

門
もん

前を行進するドイツ軍（1940年）

第一次
世界大戦

同盟国側 連合国側

第二次
世界大戦

枢軸国側 連合国側

ドイツに占
せ ん

領
りょう

された
国では、どんな動き
があったのかな。

年 できごと
1938 ドイツが領土の拡

かく

大
だい

を進める
1939 独ソ不

ふ

可
か

侵
しん

条約
第二次世界大戦（～45）

1940 イタリアがドイツ側に立って参戦
日独伊三国同

どう

盟
めい

1941 ドイツがソ連に侵
しん

攻
こう

米英が大西洋憲
けん

章
しょう

を発表

　1940年７月、ドイツに占領されたポーランドからの
脱
だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が、リトアニアの日本領事
館にやってくるようになりました。彼らは、シベリアか
ら日本をへてアメリカなどに移住しようとし、それに必
要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本はユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが、
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

は、彼らを無
む

視
し

するこ
とができず、外務省の指示に反してビザを発給しました。
　1941年３月、ソ連のウラジオストク港は、 日本行き
の船を待つユダヤ人であふれていました。ソ連駐在の外

交官根
ね

井
い

三
さ ぶ

郎
ろ う

は、杉原が発給したビザを厳
げ ん

格
か く

に再審
し ん

査
さ

せ
よという外務省からの指示に反して、杉原が発給したビ
ザを持つユダヤ人の日本行きの船の乗船を認

み と

め、ビザを
持たない人へは渡

と

航
こ う

証明書を発給しました。このような
人々の決断もあり、日本にたどりついた多くのユダヤ人
は、アメリカなどへわたることができたのです。

先人に学ぶ
命の尊さ 日本までつながれた「命のビザ」

6 杉原千畝
（1900～1986）
（NPO杉原千畝
命のビザ提

てい

供
きょう

）

7 根井三郎
（1902～1992）
（根井三郎を顕

けん

彰
しょう

する会提供）

8 アンネ゠フランク（1929～1945）

『アンネの日記』を記したユダヤ人の少女

　迫
は く

害
が い

をのがれて屋根裏
う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアン
ネの家族は、２年後にナチ党

と う

に見つかり、収容所に送ら
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レニングラード

モスクワ

ヤルタ
黒　海

バ
ル
ト
海

スターリングラード
ワルシャワ

イタリア

ポ
ー
ラ
ン
ド

フランス
ドイツ

イギリス
ロンドン

ローマ

パリ

ベルリン
ソビエト連邦

れんぽう

ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア
ユーゴ
スラビア

ハンガリー
スロバキア

リトアニア
ラトビア

エストニア

スイス

スペイン

オ
ラ
ン
ダ

ベルギー

ト　ル　コ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

デンマーク

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ポ
ル
ト
ガ
ル

大　西　洋

地　中　海

※リトアニア・ラトビア・エストニアを
　バルト3国といいます。

アイルランド

1939年末の独・伊領
1940年中の独・伊側の占領地

せんりょう

けんこうふく

1941年中の独・伊側の占領地

降伏後のフランスの勢力圏
中立諸国

1941年までに独・伊側についた国

独・伊側主要侵攻路
独・伊側侵攻最前線

しんこう

０ １０００km

日本文教出版_中学校歴史（令和7年）
Re524_01_03

第二次世界大戦中のヨーロッパ
2023年3月　地図修正：ジェイ・マップ

リンク

244 245

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

   

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

を、強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については、
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり、数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して、殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では、ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は、ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい
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ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後、ドイツ・イタリア側についた国々が、
枢軸国とよばれるようになりました。
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導的地位を認め、これを尊重する。
第�三条　三国は、相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを
約す。

〈大西洋憲
けん

章
しょう

〉（1941年）
一�　アメリカとイギリス両国は、領土の拡

かく

張
ちょう

を求めない。
三�　両国は、すべての国民が自らの政治形
態を選ぶ権

けん

利
り

を、尊重する。
六�　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解放さ
れた自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する、
平和の確立を求める。� （一部要約）

2 アウシュビッ
ツ第二強制収容
所　同じ過ちが二
度と起きないよう
にという願いをこ
めて、世界遺

い

産
さ ん

に
登録されています。
世界遺産

1 占領したパリの凱
が い

旋
せ ん

門
もん

前を行進するドイツ軍（1940年）

第一次
世界大戦

同盟国側 連合国側

第二次
世界大戦

枢軸国側 連合国側

ドイツに占
せ ん

領
りょう

された
国では、どんな動き
があったのかな。

年 できごと
1938 ドイツが領土の拡

かく

大
だい

を進める
1939 独ソ不

ふ

可
か

侵
しん

条約
第二次世界大戦（～45）

1940 イタリアがドイツ側に立って参戦
日独伊三国同

どう

盟
めい

1941 ドイツがソ連に侵
しん

攻
こう

米英が大西洋憲
けん

章
しょう

を発表

　1940年７月、ドイツに占領されたポーランドからの
脱
だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が、リトアニアの日本領事
館にやってくるようになりました。彼らは、シベリアか
ら日本をへてアメリカなどに移住しようとし、それに必
要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本はユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが、
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

は、彼らを無
む

視
し

するこ
とができず、外務省の指示に反してビザを発給しました。
　1941年３月、ソ連のウラジオストク港は、 日本行き
の船を待つユダヤ人であふれていました。ソ連駐在の外

交官根
ね

井
い

三
さ ぶ

郎
ろ う

は、杉原が発給したビザを厳
げ ん

格
か く

に再審
し ん

査
さ

せ
よという外務省からの指示に反して、杉原が発給したビ
ザを持つユダヤ人の日本行きの船の乗船を認

み と

め、ビザを
持たない人へは渡

と

航
こ う

証明書を発給しました。このような
人々の決断もあり、日本にたどりついた多くのユダヤ人
は、アメリカなどへわたることができたのです。

先人に学ぶ
命の尊さ 日本までつながれた「命のビザ」

6 杉原千畝
（1900～1986）
（NPO杉原千畝
命のビザ提

てい

供
きょう

）

7 根井三郎
（1902～1992）
（根井三郎を顕

けん

彰
しょう

する会提供）

8 アンネ゠フランク（1929～1945）

『アンネの日記』を記したユダヤ人の少女

　迫
は く

害
が い

をのがれて屋根裏
う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアン
ネの家族は、２年後にナチ党

と う

に見つかり、収容所に送ら
れました。15歳

さ い

で亡
な

くなったアンネが、屋根裏での日々
を記した日記は有名です。

レニングラード

モスクワ

ヤルタ
黒　海

バ
ル
ト
海

スターリングラード
ワルシャワ

イタリア

ポ
ー
ラ
ン
ド

フランス
ドイツ

イギリス
ロンドン

ローマ

パリ

ベルリン
ソビエト連邦

れんぽう

ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア
ユーゴ
スラビア

ハンガリー
スロバキア

リトアニア
ラトビア

エストニア

スイス

スペイン

オ
ラ
ン
ダ

ベルギー

ト　ル　コ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

デンマーク

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ポ
ル
ト
ガ
ル

大　西　洋

地　中　海

※リトアニア・ラトビア・エストニアを
　バルト3国といいます。

アイルランド

1939年末の独・伊領
1940年中の独・伊側の占領地

せんりょう

けんこうふく

1941年中の独・伊側の占領地

降伏後のフランスの勢力圏
中立諸国

1941年までに独・伊側についた国

独・伊側主要侵攻路
独・伊側侵攻最前線

しんこう

０ １０００km

日本文教出版_中学校歴史（令和7年）
Re524_01_03

第二次世界大戦中のヨーロッパ
2023年3月　地図修正：ジェイ・マップ
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新しい時代を担う主権者を育てる教科書33

学習指導要領の改訂の要点の一つである「様々な伝統や文化の学習の充実」に対応して、
琉球の文化やアイヌ民族の文化を掘り下げて紹介する特設ページを新設しました。

P.283

P.233

P.143

P.132-133

P.205

P.288-289

P.58-59

地域事例に
学ぶ

先人から
私たちへ

よりよい未来を
構想する

多様な文化を
学ぶ

文化財の
継承を学ぶ

環境・資源・エネルギー 産業の発展とそれに伴う資源・エネルギーにかかわる事例や、公害の
問題解決に取り組んだ人々の姿を学ぶことができるようにしました。

伝統・文化 各時代の文化のほか、文化の多様性、文化財の保存修理の取り
組みなど、幅広い視野で学ぶことができるようにしました。

防災・減災 過去の災害や、防災・減災、復興に向けた先人の取り組みを掲
載し、生徒が自分にできることを考えられるようにしました。

P.183

P.210-211

歴史上の社会的課題に対して、生徒一人一人が自分の
意見をもち、選択・判断できる教材を掲載しました。

P.294-295
「歴史との対話」を未来に活かす

➡本冊子P.41『観点別教材一覧』参照

現代的な諸課題現代的な諸課題を考えることができる豊かな教材を考えることができる豊かな教材

③主権者の育成②デジタルへの対応 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価

24 25



地域に
学ぶ

民
み ん

衆
しゅう

の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。第3節の問い?

応
おう

仁
にん

の乱
らん

で京
きょう

都
と

が荒
こう

廃
はい

すると、公
く

家
げ

のなかに
は戦国大名をたよって地方に下る者が現れ、

大名も歓
かん

迎
げい

したので、都の文化が地方の城下町に広まりました。ま
た、和歌の上

かみ

の句と下
しも

の句を別々の人がつくってつないでいく連
れん

歌
が

は、公家や武家だけでなく、町
まち

衆
しゅう

の
ちょう

あ
しゅう

いだでも行われ、さらに地方
にも広まりました。

村や町で自治を進めた民衆は、豊かな文化を
もつようになりました。京都では応仁の乱で

とだえていた祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

が復活し、農村では惣
そう

の信
しん

仰
こう

の中心となる村の
神社の祭りが盛

さか

んになり、また念
ねん

仏
ぶつ

踊
おど

りから盆
ぼん

踊りが生まれました。
　平

へい

安
あん

時代から、神社の祭りなどで行われてきた田
でん

楽
がく

や猿
さる

楽
がく

は、観
かん

阿
あ

弥
み

と世
ぜ

阿
あ

弥
み

によって能
のう

（能
のう

楽
がく

）として大成されました。能のあいま
に演じられた狂

きょう

言
げん

には、おろかな大名の失敗を笑いとばした話もあ
り、民衆のくらしのようすがうかがえます。また、お伽

とぎ

草
ぞう

子
し

とよば
れる絵本では、『一

いっ

寸
すん

法
ぼう

師
し

』や『物
もの

くさ太
た

郎
ろう

』など、幸福や富を求め
る民衆の明るい夢が語られています。

P.94

P.95

19

2120

1110 P.93

1615

17

18

22

民
み ん

衆
しゅう

文化の高まり

文化の広がり

明
みん

、公
く

家
げ

、武家、民衆とつなが
りのある室町時代の文化を、そ
れぞれあげましょう。

さまざまな立場の人々の影
えい

響
きょう

を
受けた室町時代の文化の特色を
まとめ、説明しましょう。

確認確認

表現表現

貨
か

幣
へい

経
け い

済
ざ い

の民衆の生活への広がり方に着目しましょう。第3節の問いに答えよう?

茶の湯を支える茶
ちゃ

筌
せん

の
生産地

　８代将
しょう

軍
ぐ ん

義
よ し

政
ま さ

のころ、現在の奈
な

良
ら

県
生
い

駒
こ ま

市の高
た か

山
や ま

地
ち

域
い き

で、粉
ふ ん

末
ま つ

にした茶葉
を茶

ち ゃ

碗
わ ん

の中でかき混ぜる茶筌がつくら
れはじめました。竹を小刀で細かくさ
き、指先を使って仕上げる技術が、
500年後の現在も伝えられ、高山地域
は全国で唯

ゆ い

一
い つ

の生産地となっています。

12 茶道体験のようす

13 茶筌（奈良県
生駒市　高山竹
林園提供）

奈
な

良
ら

県生
い

駒
こ ま

市

10 祇園祭（上
うえ

杉
すぎ

本洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　山
やま

形
がた

県　米
よね

沢
ざわ

市上杉博物館蔵）　現在も続くこの祭りは、
平安時代に日本各地で疫

え き

病
びょう

が流行したとき、当時の国の数である66本の鉾
ほ こ

を立てて
疫病退散を祈

い の

ったことに始まりました（ P.295）。国宝

16 勝
か っ

手
て

神社の神
し ん

事
じ

踊
おどり

（三
み

重
え

県伊
い

賀
が

市）　華
は な

やかで人目をひくと
いう「風流」の精神をあらわし、
衣
い

裳
しょう

や持ちものに趣
し ゅ

向
こう

をこらし
て、笛や太

た い

鼓
こ

などに合わせて踊
る民

み ん

俗
ぞ く

芸能です。2022年にユ
ネスコ無形文化遺

い

産
さ ん

に登録され
た「風流踊」の一つです。

20 連歌の歌会のようす（慕
ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

　京都市　西
にし

本
ほん

願
がん

寺
じ

蔵）

資料活用資料活用 左上の掛
か け

軸
じく

など、
部屋のようすをP.96の10～12
行目と合わせて読み取りま
しょう。

17 能（「朝
とも

長
なが

」　東
とう

京
きょう

都　観世文庫
提供）　観阿弥の孫が８代将軍
足利義政からもらった装

しょう

束
ぞ く

を
今も着て演じています。

14 足
あ し

利
か が

学校（栃
とち

木
ぎ

県　足利市　史
し

跡
せき

足利学校事務所蔵）　15世紀の
なかばに、鎌

か ま

倉
く ら

府（ P.87 9 ）
の役人が本を寄付し、禅

ぜ ん

僧
そう

を
まねいて学校として整備しまし
た。学生の多くは僧で、儒

じ ゅ

学
がく

や
易
えき

学
がく

（占
うらな

い）などを学びました。

15 風
ふ

流
りゅう

おどり（上杉本洛中洛外図屏風　山形県　米沢市上杉
博物館蔵）国宝

22お伽草子（物くさ太郎　大
おお

阪
さか

公立大学中
なか

百
も ず

舌鳥図
書館蔵）

11 復興した大
お お

船
ふ ね

鉾
ほ こ

（2022年　京都市　祇園祭山鉾連合会
提
てい

供
きょう

）　大船鉾は、15世紀には存在していましたが、
応仁の乱をはじめとした戦乱や大火によって、焼失と
復興をくり返しました。2014（平成26）年、幕

ば く

末
ま つ

の戦
乱による焼失から150年ぶりに復興を果たしました。 18 狂言（「棒

ぼう

縛
しばり

」　京都市　茂
しげ

山
やま

狂言会事務局提供） 19 文化の広がり

21 

連
歌

雪
な
が
ら
　
山
本
か
す
む
　
夕
べ
か
な

　
行
く
水
と
ほ
く
　
梅
に
ほ
ふ
里

川
風
に
　
一
む
ら
柳や

な
ぎ

　
春
見
え
て

　
舟ふ

ね

さ
す
音
も
　
し
る
き
あ
け
が
た

月
や
猶な

お

　
霧き

り

わ
た
る
夜
に
　
残
る
ら
ん

　
霜し

も

お
く
野
は
ら
　
秋
は
暮く

れ

け
り

　
　（『
水み

無な

瀬せ

三さ
ん

吟ぎ
ん

百ひ
ゃ
く

韻い
ん

』）

宗そ
う

祇ぎ
肖し

ょ
う

柏は
く

宗そ
う

長ち
ょ
う

宗
祇

肖
柏

宗
長

ひろおか

弘岡

やまぐち

山口
　だ ざい ふ

大宰府

　か　ご しま

鹿児島

　つ　わ　の

津和野

　な　ら

奈良

　お ばま

小浜

さかい

堺

なな お

七尾

　え　ど

江戸
　お　だ わら

小田原

あしかが

足利学校

しらかわ

白河
 かすが やま

春日山

いな ば やま

稲葉山

いちじょうだに

一乗谷

きょう と

京都

　く　げ

公家や文化人が下った主な都市

0 300km

今に残る祭りや文化

動画
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旧
石
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縄
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弥
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古
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飛
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奈
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平
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鎌
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朝

室
町

戦
国

江
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5

10

15

幕
ばく

府
ふ

が京
きょう

都
と

におかれた室町時代には、将
しょう

軍
ぐん

や
有力な守

しゅ

護
ご

大名は、すすんで公
く

家
げ

の文化を吸
きゅう

収
しゅう

しました。勘
かん

合
ごう

貿易などによって中国の文化も盛
さか

んに流入し、禅
ぜん

宗
しゅう

が幕府の保護を受けて栄えました。禅僧
そう

は文芸だけでなく、外交
や貿易の場でも活

かつ

躍
やく

しました。さらに、民
みん

衆
しゅう

の成長によって、民衆
文化が高まりました。
　足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が京都の北
きた

山
やま

に建てた金閣には、公家の文化と武家の文
化が混じり合った特色がよくあらわれています。この義満の時代の
文化を北山文化といいます。足利義

よし

政
まさ

が応
おう

仁
にん

の乱
らん

後に東
ひがし

山
やま

に建てた
銀
ぎん

閣
かく

には、禅
ぜん

宗
しゅう

の影
えい

響
きょう

を受けた書
しょ

院
いん

造
づくり

が用いられ、書院造には中国
から輸入した掛

かけ

軸
じく

や陶
とう

磁
じ

器
き

などをかざる床
とこ

の間
ま

がありました。こう
した空間のなかで、茶の湯や生け花も発達しました。また、寺院な
どの庭園づくりには、河

かわ

原
らの

者
もの

とよばれた人々が活躍しました。禅僧
そう

の雪
せっ

舟
しゅう

は、明
みん

にわたって水
すい

墨
ぼく

画
が

を学び、帰国後は日本の風景をえが
きました。こうした義政の時代の文化を東山文化といいます。

1 5

6 8

P.99 20

9

2 1

室
む ろ

町
ま ち

時代の文化

民
み ん

衆
しゅう

の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。

室町時代の文化の背
はい

景
けい

にある、社会や人々
の動きに着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

明
みん

、公
く

家
げ

、武家、民衆の影
えい

響
きょう

を受けた室町時代の文化には、どのような特色があるのでしょうか。

室
む ろ

町
ま ち

時代の文化とその広がり6 －禅
ぜ ん

宗
しゅう

の浸
し ん

透
と う

と民
み ん

衆
しゅう

文化の開花－

学習課題学習課題

つながり

第3節の問い?

二次元
コード

1 雪舟の四
し

季
き

山
さん

水
す い

図
ず

（山水長
ちょう

巻
か ん

）（山
やま

口
ぐち

県防
ほう

府
ふ

市　毛
もう

利
り

博物館蔵）

国宝

7 金閣３層の内部　
天
て ん

井
じょう

・壁
か べ

すべてに金箔が
はられています。
世界遺産

3 足利義政
（1436～90）
（東

とう

京
きょう

国立博物館蔵）

これまでの時代の絵と
比べて、どのような特

と く

徴
ちょう

があるかな。

4 14～15世紀の日本の動き

年 できごと
1368 足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が将
しょう

軍
ぐん

となる
1397 金

きん

閣
かく

が建てられる
1449 足利義

よし

政
まさ

が将軍となる
1467 応

おう

仁
にん

の乱
らん

が起こる（～77）
1489 銀

ぎん

閣
かく

が建てられる

5 金閣（京都市　鹿
ろ く

苑
お ん

寺
じ

）　寝
し ん

殿
で ん

造
づくり

と禅
ぜ ん

宗
しゅう

様
よ う

の
仏堂を組み合わせた建
物で、２・３層

そう

の内外が
金
き ん

箔
ぱ く

におおわれていま
す。1950（昭和25）年
に焼失しましたが、
1955年に再建されまし
た。世界遺産

6 銀閣（京都市　慈
じ

照
しょう

寺
じ

）　１層が書院造、２
層が禅宗様の仏堂です。
国宝 世界遺産

8 東
と う

求
ぐ

堂
ど う

同
どう

仁
じ ん

斎
さ い

（京都
市　慈照寺）　書院造
のこの部屋は、明

あかり

障
しょう

子
じ

や
ふすまで仕切られた４
畳
じょう

半の広さで、畳
たたみ

が敷
し

きつめられています。
国宝 世界遺産

2 雪舟（1420～1506）

水墨画を大成した禅僧

（山口県　常
じょう

栄
えい

寺
じ

蔵）

　京都の寺で修行にはげむかたわら、水墨画を学
びました。その後、水墨画の盛んな明

み ん

へとわたり、
絵の勉強を続けました。帰国後は、山口（
P.99 19）を拠

き ょ

点
て ん

に各地で創
そ う

作
さ く

を行いました。

 三方を山に囲まれた京都では、山のふもと
の丘

きゅう

陵
りょう

部を、東山・北山・西山とよんでいま
す。

1

ふすま

明障子

付書院

ちがい棚
だな

リンク

リンク

　公家や武家、寺社などにつかえて庭づ
くりを行う者のなかに、河原者とよばれ
た人々がいました。河原者は、河原など
に住み、清

せ い

掃
そ う

のほか、動物の死体処
し ょ

理
り

や
皮
ひ

革
か く

生産などを担
に な

っていました。しかし、
当時の人々は、死や病気などを「けがれ」
としておそれていたため、こうした「けがれ」を清める
人たちも「けがれ」ているとして、社会から疎

そ

外
が い

し、差
別することもありました。
　こうしたなかにあっても、８代将軍足利義政は、庭づ
くりの技量「天下第一」とたたえられた河原者の善

ぜ ん

阿
あ

弥
み

を重んじ、彼やその孫の又
ま た

四
し

郎
ろ う

などに東山山
さ ん

荘
そ う

（銀閣）の
庭づくりを命じています。また、龍

りょう

安
あ ん

寺
じ

の石庭に用いら
れた石の裏

う ら

には、庭づくりを行った河原者の名前が刻
き ざ

ま
れています。差別を受けながらも、彼らが現代に伝わる
優
す ぐ

れた仕事を残したことがわかります。

先人に学ぶ
伝統と文化

9 石庭（京都市　龍安寺）　石と白い砂
す な

で山と水を表現する枯
か れ

山
さん

水
す い

とよばれる技法
でつくられた庭園で、禅宗の寺院に多くつくられました。世界遺産

河原者がつくり
出した文化

学習した人物：足利義満・足利義政・雪舟小学校⑥年96 97

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

12

14

15

16

17

18

19

20

21

   

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

P.163 ③アメリカの独立とフランス革命

P.99

⑥室町時代の文化と
その広がり

　導入ページや文化史のページは、大きく鮮やかな図版を豊富に掲載しました。また、資料の読み取りを促す資料活用コーナーや、協働
的な学びを提案する学び合いマークを設置し、学習活動をサポートしています。

P.214-215 学習のはじめに　近代の雑誌の表紙を比べよう

P.96-99 ⑥室町時代の文化とその広がり

本物の資料から時代に迫る
導入ページでは、前後の時代を比較したり、その推移を読み
取ったりすることができる資料を厳選して掲載しています。

！
注目

文化史はよりビジュアルに
文化史は原則４ページ構成とし、資料点数をより多く、資料をよ
り大きく、掲載しています。また、文化の特徴が読み取りやすくなる
よう、資料の配置も工夫しました。
さらに国宝 や 世界遺産 は、わかりやすいアイコンで表示しています。

！
注目

資料を活用した
協働的な学びの提案

第2～6編の導入ページとまとめ・ふり返りペー
ジをはじめ、教科書に多数設けた学習活動のう
ち、対話的な活動が効果的に取り入れられるも
のについては、学び合いマークを付し、単元を通
して協働的な学びができることを示しています。

！
注目

資料を読み取り、資料を読み取り、時代像をイメージ時代像をイメージするための工夫するための工夫

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

資料を読み取る
技能を育む

教科書の随所に設定した 資料活用資料活用
コーナーでは、資料を用いた活動を示
すことで、必要な情報の読み取りなど
の情報活用能力の向上をサポート
しています。

！
注目

教科書QRコンテンツ
では、当時の報道や記
録映像などの動画を見
ることができます。動
的なコンテンツを用い
ることで、より当時の
様子をとらえることが
できます。

教科書QRコンテンツ
大正時代の東京

P.230

教科書QRコンテンツ　
戦時下の日本　国民生活

P.248

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価

26 27

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p226/p230-3/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p244/p248-5/


8 飛鳥時代の日本の仏像（左：弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像　高さ125cm　京
きょう

都
と

市　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵） 国宝 と
9 朝鮮半島の仏像（右：高さ93.5cm　大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

国立中央博物館蔵）

7 蘇我氏と天皇家との結びつき

ことが多かったので、飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

とよばれています。

６世紀の中ごろ、百
く だ ら

済か
ペクチェ

ら仏
ぶっ

教
きょう

が伝えられま
した。蘇我氏は早くから仏教を信じ、日本最

初の本格的な寺院である飛鳥寺を建てました。また、７世紀初めに
は、聖徳太子が斑

いかるが

鳩（奈良県）に法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

、難
な に わ

波（大
おお

阪
さか

市）に四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

を
建て、仏教をあつく信

しん

仰
こう

しました。法隆寺の五
ご

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

などは現
げん

存
そん

する世界最古の木造建築で、釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

や玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

はこの時代の
代表的な美術作品です。寺院の建設や仏像の製作には、主として渡
来人があたりました。
　このころの仏教は、高度な思想が理解されたというよりも、病気
を治したり、先祖の冥

めい

福
ふく

を祈
いの

ったりする新しい宗
しゅう

教
きょう

と考えられてい
ました。大

や ま と

和とその周辺地
ち

域
いき

の豪族たちも、しだいに仏教を受け入
れていき、それまでの古

こ

墳
ふん

に代わって、自分たちの権
けん

威
い

のシンボル
として寺院を建てました。
　飛鳥時代に栄えた、仏教を中心とする文化を飛

あ す か

鳥文
ぶん

化
か

といいます。

７世紀初めまでは、主に南北朝時代の中国の文化が、朝
ちょう

鮮
せん

諸
しょ

国
こく

を通
じて伝えられました。遠くインドやギリシャの文化の影

えい

響
きょう

もみられ
ます。やがて、留学生や留学僧が唐から帰国してくると、唐の文化
の影響が強くなっていきました。

P.30

P.45 8 1

3

P.37

98 6

ヤマト王
おう

権
けん

では、６世紀には豪
ごう

族
ぞく

の蘇
そ

我
が

氏
し

と
物
もの

部
のべ

氏が力をもつようになりました。蘇我氏
は、大

おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）家と婚
こん

姻
いん

を通じて結びつき、渡
と

来
らい

人
じん

を活用すること
によって、強い権力をにぎりました。６世紀の末、蘇

そ

我
がの

馬
うま

子
こ

は物部
氏をほろぼしました。
　次いで推

すい

古
こ

天皇が即
そく

位
い

すると、甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が政治に
参加し、蘇我馬子とともに、儒

じゅ

教
きょう

や仏教の思想をとり入れ、国家の
しくみを整えました。冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度によって豪族たちの序列を
明らかにし、個人の功績に応じて冠位をあたえました。また十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

をつくり、豪族たちが役人として天皇につかえる心がまえを
示しました。
　ヤマト王権は、中国を統一した隋

ずい

に使節を送り、国交を結びまし
た。これを遣

けん

隋
ずい

使
し

といい、小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

がよく知られています。このと
き、新しい政治や文化を学ばせるため、留学生や留学僧

そう

を同行させ
ました。彼らのなかには、渡来人が多く含

ふく

まれていました。隋がほ
ろんで唐

とう

がおこると、同じように遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

されました。
　６世紀末から７世紀は、政治の中心が奈

な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部の飛
あ す か

鳥にある

7

P.37

1 2 72

3

P.40

4

P.45 8

 推古天皇は最初の女性の天皇です。飛鳥
時代から奈良時代にかけて、多くの女性の天
皇が誕

た ん

生
じょう

しました（ P.57古代の女性）。
2厩戸皇子は、死後に聖

せ い

人
じ ん

として尊
そ ん

敬
け い

され、
聖徳太子とよばれるようになりました。

1

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

飛
あ す か

鳥文化

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。

国づくりを進めた聖徳太子の政治や外交方
ほう

針
しん

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

蘇
そ

我
が

氏と聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

と飛
あ す か

鳥文化5 －巨
き ょ

大
だ い

帝
て い

国
こ く

と向き合いながら－

学習課題学習課題

聖徳太子の業績や当時の文化を、
本文や資料から書き出しましょ
う。

蘇我氏と聖徳太子は、なぜこの
ような国づくりを行ったのか説
明しましょう。

確認確認

表現表現

第2節の問い?

 仏教が伝わったころ、仏（像）は、外国の神と
とらえられていました。
3

比較

1 法隆寺（奈良県斑
い か

鳩
るが

町）　
７世紀後半に火災にあい、
再建されました。中

ちゅう

門
もん

・金
堂・五重塔・回

かい

廊
ろ う

は、現存
する世界最古の木造建築
です。 国宝 世界遺産

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

は、ど
のような政治を
めざしたのかな。

2 聖徳太子（574～622）

と伝えられる肖
しょう

像
ぞ う

画（奈
良国立博物館蔵）

い
な  

め
稲
目

馬
子

  

す 

し
�
ん

崇
峻

き
ん
め
い

欽
明

す
い
こ

よ
う
め
い

う
ま
こ

し
�
う
と
く
た
い
し

推
古

聖
徳
太
子

用
明

  

び 

だ
つ

敏
達

じ
�
め
い

舒
明

い
る  

か
入
鹿

こ
う
ぎ
�
く

　
さ
い
め
い

皇
極︵
斉
明
︶

こ
う
と
く

孝
徳 え

み
し

蝦
夷

1

2

6 8

5 3 4

7

9

て
ん  

む
天
武

て
ん  

じ
天
智

11 10

　　　　　　こんいん
　　　婚姻関係　　　　親子・兄弟姉妹関係　
太字 教科書に登場する人物　　　　蘇我氏の男性
　 天皇（数字は表中の即位順序）　　女性

そ が し

てんのう

1

系
け い

図
ず

の読み取り方
スキルスキル

　系図は、祖先と子孫などの関係を線で記したものです。右の系図の場合、
上下線は親子関係、左右線は兄弟姉妹関係、二重線は婚姻関係をあらわしま
す。この系図は、蘇我氏と天皇家との関係を記しています。
資料活用資料活用 聖徳太子と蘇我氏は、それぞれの天皇とどのような関係だったの

か、系図から読み取りましょう。

3 十七条の憲法
一��に曰

いわ

く、和をもって貴
たっと

しとなし、さ
からうことなきを宗

む ね

となせ。（和を
尊
たっと

び、争いをやめよ）
二� に曰く、あつく三

さ ん

宝
ぼ う

を敬
うやま

え。三宝
とは仏

ぶ っ

法
ぽ う

僧
そ う

なり。（仏教を信
し ん

仰
こ う

せ
よ）
三� に曰く、詔

みことのり

を承
うけたまわ

りては、必ず謹
つつし

め。
（天

て ん

皇
の う

の命令には従
したが

え）
 （一部読み下し文）

リンク

4 遣
け ん

隋
ずい

使
し

の手紙と
　隋の皇

こ う

帝
て い

　607年に、倭
わ の

国
こく

王
お う

が使者を遣
つ か

わして
朝
ちょう

貢
こ う

してきた。その手紙のなかには
「太陽の昇

の ぼ

るところの天子が、太陽の
沈
し ず

むところの天子に手紙を送ります」
と書かれていた。隋の皇帝はこれを見
て不快に思い、「今後、野

や

蛮
ば ん

な国からの
手紙で無礼なものがあれば、二度と私
にとりつぐな」と語った。
  （『隋書』倭国伝から一部要約）

講堂

回廊

金堂

中門

五重塔

二次元
コード

ギ
リ
シ
ャ

日
本

5 ６～７世紀初めの日本と東アジアの動き

6 唐
か ら

草
く さ

文
も ん

　ギリシャ・ローマで流
行し、中国をへて日本に伝わりまし
た。日本では６世紀ごろから建築・
彫
ちょう

刻
こく

に使われるようになりました。

年 できごと
6世紀中ごろ 百

く だ ら

済から仏教が伝わる
587 蘇

そ

我
が

氏が物
もの

部
のべ

氏をほろぼす
589 　隋

ずい

が中国を統一する
593 聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治に参加する
603 冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

が定められる
604 十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

が定められる
607 小

お

野
のの

妹
いも

子
こ

が隋
ずい

に派
は

遣
けん

される（遣
けん

隋
ずい

使
し

）
618 　隋がほろび、唐

とう

がおこる

動画

学習した人物：聖徳太子・小野妹子小学校⑥年42 43
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時
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縄
文

弥
生

古
墳
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平
安

鎌
倉
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朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15
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15

P.147

 ベストセラーになった日本地図

　生徒自ら主体的に学習に取り組んでほしいという願いから、その基盤となる知識及び技能の確実な習得を支援するコラム・特設ページ
を豊富にご用意しました。

P.196 基本用語　列強

P.43 系図の読み取り方

P.289 年表のつくり方、
インターネットを活用した発信のしかた

P.101 歴史新聞づくりのポイント

P.133 アイヌ文化を伝えたアイヌの女性　知里幸恵

基礎的・基本的な基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得知識及び技能の確実な習得をサポートをサポート

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

本文ページの側注部分の全32箇所に配置した基本用
語では、歴史的分野における重要な用語について、平
易な言葉で解説し、歴史学習をサポートします。

歴史を楽しく学び、
確かな知識を身につける

情報を収集し、読み取り、まとめる際に必要と
なる基礎的・基本的な技能についてわかりやすく解
説したスキルUPコーナーを随所に設けて、情報
活用能力の育成を図りました。

社会的事象について調べ
まとめる技能を身につける

人物コラムでは、各時代を生きた全18名の人物のエ
ピソードを紹介し、幅広い視点に立って考えることがで
きるよう工夫しています。
➡本冊子P.20参照

歴史＋αでは、歴史の学習
を幅広く豊かにする全17
テーマを取り上げ、コンパク
トに紹介しています。
➡本冊子P.20-21参照

年表の読み取り方 … P.9
歴史地図の読み取り方 … P.40
系図の読み取り方 … P.43
絵巻物の読み取り方 … P.65
※ 教科書QRコンテンツは、 
本冊子P.18参照

国家 … P.24
オリエント … P.25
市民（古代） … P.28
民主政（古代） … P.28
共和政（古代） … P.29
原始・古代 … P.36
律令 … P.40
皇族・貴族 … P.46
荘園 … P.47
中世 … P.72
公家・武家 … P.76
下剋上 … P.94
 カトリックと  
プロテスタント … P.109
植民地 … P.111
近世 … P.115
上方 … P.137

資本主義 … P.159
社会主義 … P.159
共和政 … P.160
立憲制国家 … P.191
議院内閣制 … P.192
列強 … P.196
総力戦 … P.219
民族自決 … P.221
権益 … P.222
委任統治 … P.222
民本主義 … P.226
恐慌 … P.236
自由経済と
計画経済 … P.236
ファシズム … P.237
軍部 … P.239
テロリズム（テロ） … P.281

より豊富な教材を
よりわかりやすく掲載

よりよい未来の構想のヒントとなるようなテーマも取り
上げ、これまでよりもさらに幅広く学ぶことができるよ
うにしました。

！
注目

基本用語一覧

相手に伝わる説明のしかた … P.11
プレゼンテーションソフトを
　活用した報告のしかた … P.16
歴史新聞づくりのポイント … P.101
年表のつくり方 … P.289
インターネットを活用した
　発信のしかた … P.289

P.15 聞き取り調査のしかた

調査の全体像 … P.12
引用のしかた … P.13
聞き取り調査のしかた … P.15
史跡見学のしかた … P.60
博物館や資料館での調べ方 … P.100
図書館での調べ方 … P.254

情報を情報を
収集する収集する
技能技能

情報を情報を
読み取る読み取る
技能技能

情報を情報を
まとめるまとめる
技能技能

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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身近な地域や世界とつながる身近な地域や世界とつながる歴史学習を提案歴史学習を提案
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

　身近な地域の歴史的な特徴を考察するための調べ方を段階的に解説する第１編第２節「身近な地域の歴史の探究」を新設しました。
また、世界とのかかわりのなかで日本の歴史をとらえたり、現代との関連を理解したりできるよう、教材の取り上げ方や配列を
工夫しています。

第１編第２節では、調査テーマの設定から報告・ふり
返りまでの一連の流れを、大阪市の事例を取り上げなが
ら「テーマの決定」「課題の調査」「考察とまとめ」と
３見開きに分けて丁寧に解説しています。第２～６編に設
定した「出かけよう！ 地域調べ」では、第１編第２節での学
習を踏まえ、各地域の事例を紹介しています。

第2～6編の導入ページでは、地図の読み取りを通して、同時代の
世界のようすを概観し、広い視野で歴史をとらえられるようにしました。
また、日本の歴史の背景となる世界の歴史を学んだうえで国内の
政治や文化を学習できるよう、本文ページの配列を工夫しています。

自分自身の生活や考え方、日本や世界のあ
り方が、なぜ今のようになっているのかを
理解できるようするため、今につながる
世界の歴史を随所で解説しています。

身近な地域の歴史を調べ、考察する
―地域に残る文化財や諸資料の活用

世界とのつながりのなかで
日本の歴史をとらえる

世界の歴史と現代との
つながりを理解する

第１編第２節

第２～６編
でかけよう！ 
地域調べ

➡本冊子P.21参照

P.12-13

①テーマを決めて
調査の準備をしよう

導入ページ
P.216-217

学習のはじめに
年表と地図を読み取ろう

P.60-61 史跡見学に行こう　平城宮跡を歩く

一貫した学習スタイル
すべての「出かけよう！ 地域調べ」において、第１編第２節で解説し
た学習の進め方と連動させ、「テーマの決定」「課題の調査」「考察と
まとめ」の三つのパートに分けた構成にしました。

！
注目

生徒自身が身近な地域
を調べ、その歴史を発
見できるよう、学習を
サポートする教材が充
実しています。

P.28-29 ④ギリシャ・ローマの文明 P.161 社会契約説

P.32-45　第２節　日本列島の人々と国家の形成

③ヤマト王権と渡来人 ⑤聖徳太子と飛鳥文化④東アジアの統一国家 ⑥律令国家の成立

本文ページ

 第２編　古代までの日本と世界例

日本で中央集権的な国家が目指された背景に、
東アジアにおいて巨大帝国が登場したことがあ
ることをつかめる配列となっています。

 第５編　近代の日本と世界　第１章　日本の近代化例

P.168-173　第２節　
近世から近代へ
①ゆらぐ幕府の支配

②開国

③江戸幕府の滅亡

P.158-167　第１節
欧米の発展とアジアの植民地化

①産業革命

②王政から議会制へ…

外国船が日本に接近した背景に、産
業革命を成功させたヨーロッパ諸国
による植民地拡大の動きがあったこ
とをつかめる配列となっています。

…

民主政治の来歴 人権思想の発達

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学びを実現する教材の充実を実現する教材の充実
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！
よろいを着た人物のなぞを解こう

　2012（平成24）年11月、群
ぐん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市の榛
はる

名
な

山
さん

の山ろくの扇
せん

状
じょう

地
ち

にある金
かな

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から、約1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の男性の
骨
ほね

が、よろいを着た状態で発見されました。この人物はどのような人だったのでしょうか。

　遺跡からは竪
たて

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと、円
えん

墳
ぷ ん

、鉄製の矢じりや矛
ほこ

、馬具などが発見されました。また、よろいを着た人物のほか、大人
の女性と、5歳

さい

くらいの幼
よう

児
じ

と生後数か月の乳児の骨も見つかりました。骨が見つかったのは4人だけですが、それよりもずっと多
くの人々の足あとも発見されました。

　金井東裏遺跡は、榛名山が噴
ふん

火
か

して起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

の到
とう

達
た つ

範
は ん

囲
い

にあり、火
砕流が厚

あつ

く堆
たい

積
せ き

した地
ち

域
い き

であることがわかります。骨は火砕流にうもれた
状態で発見されました。

チチャャレレンンジジ
歴史歴史

(以下、明記する以外の写真は、群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

)

発
はっ

掘
くつ

された骨資料1 金井東裏遺跡の位置資料2

金井東裏遺跡の発掘状
じょう

況
きょう

資料3

▼▼ 学習の流れ 学習の流れ

遺跡には、同じ方に
向かう多くの人の足
あとがありました。
どのような人たちな
のでしょうか。

資料6 から、当時の人々
の行動を考えましょう。

33
STEPSTEP

近くから発見された
女性は、どのような
人物だったのでしょ
うか。

資料5 を手がかりに考え
ましょう。

22
STEPSTEP

1 頭骨をもとに復元した男性
の顔(群馬県立歴史博物館提供)

よろいを着た人物は
どのような人なので
しょうか。

資料1〜4 を手がかりに、
読み取ったことを書きま
しょう。

11
STEPSTEP

よろいを着た人物の
なぞを解きましょう。

この人物は、何をしてい
たのでしょうか。また、
どのような立場の人物
だったと考えられるか、
みんなで意
見を出し合
いましょう。

44
STEPSTEP

学び合い

よろいを着た人物についてわかったこと資料4
● 男性の特

と く

徴
ちょう

・40代、身長164cm、面長の顔 1
・ よろいは、朝

ちょう

鮮
せん

半島から伝わった  
たいへん貴

き

重
ちょう

な最新のものだった。

● 発掘されたときの状況
・ 榛名山の方を向いて、両ひざをつき、  
顔の下にかぶとを置いてうつ伏

ぶ

せにたおれていた。 2
・ 体の近くから、鉄の矢じりや、  
儀
ぎ

式
しき

に用いる飾
かざ

りの多い矛が発見された。

発掘された人々の足あと資料6
・ よろいを着た人物の発見地の近くの道から、子
どもや大人の足あとがたくさん見つかった。
・榛名山に背

せ

を向けて東に向かっている。
・ ほとんどがはだしで、ふみしめるように歩いて
いるので、人を背負っていたか、荷物を持って
いたと考えられる。

よろいを着た人物のなぞを解こう！

❶ 何をしていたのだろう？

❷ どのような立場の人物なのか？

この人物は〔 

 〕だったと考えられる。

ワークシート

西

南

東

北

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

3 頭骨をもとに復元した女性
の顔(群馬県立歴史博物館提供)

女性についてわかったこと資料5
● 女性の特徴
・ 30代、身長144cm、  
あごが張り鼻の幅

はば

が広い。 3
・出産した経験がある。

● 発掘されたときの状況
・ 頭を榛名山とは反対の東側に向けて、  
うつ伏せにたおれていた。
・ 首元からガラス小玉と管

くだ

玉
たま

が発見され、  
首飾りをしていたと考えられる。 4 5

2

4 5

20m0

二次元
コード

頭

よろい
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第2編 　考古学に挑戦！よろいを着た人物のなぞを解こう … P.38-39 つながり

第3編
 
　承久の乱を通して、  
　古代から中世への変化を考えよう … P.74-75 推移

第4編 　 地図から、江戸時代の日本人が知っていた  
世界の姿を読み取ろう … P.150-151 比較

第5編第1章 　 経済発展か、環境保全か、  
足尾鉱毒事件を通して考えよう … P.210-211 つながり

第5編第2章 　戦時体制の言論統制とその影響を考えよう … P.252-253 つながり

「チャレンジ歴史」一覧

学習の流れは　　　を踏ん
で段階的に取り組むことが
できるように構成されてお
り、生徒の課題解決をサ
ポートします。

STEPSTEP

P.38-39

　考古学に挑戦！
よろいを着た人物のなぞを解こう

教科書QRコンテンツで
学びをサポート

すべての「チャレンジ歴史」で、それぞれの見開きの
活動に対応したワークシートを教科書QRコンテンツ
として準備しています。
生徒の個人での取り組みや学級での対話
的な学習を支援しています。

！
注目

第２編 古代までの日本と世界 チャレンジ歴史                    教科書 P.38~39 

考考古古学学にに挑挑
ちょう

戦戦
せ ん

！！  よよろろいいをを着着たた人人物物ののななぞぞをを解解ここうう  

学学習習日日      年年    月月    日日  

      年年      組組    番番：：氏氏名名                          

  

１１  よよろろいいをを着着たた人人物物ににつついいてて、、資資料料１１～～４４をを読読んんででわわかかっったたここととををままととめめままししょょうう。。 

 

２２  近近くくかからら発発見見さされれたた女女性性ににつついいてて、、資資料料５５をを読読んんででわわかかっったたここととををままととめめままししょょうう。。  

  

３３  資資料料６６をを読読んんでで、、発発
はっ

掘掘
くつ

さされれたた人人々々のの足足ああととかからら、、当当時時のの人人々々ががととっったた行行動動をを考考ええままししょょうう。。  

 

４４  よよろろいいをを着着たた人人物物はは、、何何ををししてていいたたののででししょょううかか。。ままたた、、どどののよよううなな立立場場のの人人物物だだっったたとと考考ええらられれるるかか、、

みみんんななでで意意見見をを出出しし合合いいままししょょうう。。  

 

 

 

 

① 何をしていたのだろう？ 

 

② どのような人物なのか？ 

この人物は〔                                   〕だったと考えられる。 

　第２～５編第２章の各編（章）に設定した「チャレンジ歴史」では、資料をもとに歴史について自分で考えたり、対話したりして歴史を学
ぶ面白さを体験し、発達の段階に応じた多様な資質・能力を育むことができるようにしました。

生徒が興味・関心をもって主体
的に取り組むことができる課題
を設定し、学習に入りやすく
なるよう工夫しています。

主体的な学びを促す
課題設定

「歴史的な見方・考え方」を
働かせて時代の転換を考えたり、
当時の人々と同様に選択・判
断をしたりするなど、深い学び
を実現できるようにしました。

深い学びを促す教材

学び合いマークによってグルー
プでの話し合いを促し、意見交
換を通して、多面的・多角的
に課題を考えることができる
ようにしました。

対話的な学びを
促す活動

学び合い

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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学習上配慮した点学習上配慮した点

8 飛鳥時代の日本の仏像（左：弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像　高さ125cm　京
きょう

都
と

市　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵） 国宝 と
9 朝鮮半島の仏像（右：高さ93.5cm　大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

国立中央博物館蔵）

7 蘇我氏と天皇家との結びつき

ことが多かったので、飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

とよばれています。

６世紀の中ごろ、百
く だ ら

済か
ペクチェ

ら仏
ぶっ

教
きょう

が伝えられま
した。蘇我氏は早くから仏教を信じ、日本最

初の本格的な寺院である飛鳥寺を建てました。また、７世紀初めに
は、聖徳太子が斑

いかるが

鳩（奈良県）に法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

、難
な に わ

波（大
おお

阪
さか

市）に四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

を
建て、仏教をあつく信

しん

仰
こう

しました。法隆寺の五
ご

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

などは現
げん

存
そん

する世界最古の木造建築で、釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

や玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

はこの時代の
代表的な美術作品です。寺院の建設や仏像の製作には、主として渡
来人があたりました。
　このころの仏教は、高度な思想が理解されたというよりも、病気
を治したり、先祖の冥

めい

福
ふく

を祈
いの

ったりする新しい宗
しゅう

教
きょう

と考えられてい
ました。大

や ま と

和とその周辺地
ち

域
いき

の豪族たちも、しだいに仏教を受け入
れていき、それまでの古

こ

墳
ふん

に代わって、自分たちの権
けん

威
い

のシンボル
として寺院を建てました。
　飛鳥時代に栄えた、仏教を中心とする文化を飛

あ す か

鳥文
ぶん

化
か

といいます。

７世紀初めまでは、主に南北朝時代の中国の文化が、朝
ちょう

鮮
せん

諸
しょ

国
こく

を通
じて伝えられました。遠くインドやギリシャの文化の影

えい

響
きょう

もみられ
ます。やがて、留学生や留学僧が唐から帰国してくると、唐の文化
の影響が強くなっていきました。
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ヤマト王
おう

権
けん

では、６世紀には豪
ごう

族
ぞく

の蘇
そ

我
が

氏
し

と
物
もの

部
のべ

氏が力をもつようになりました。蘇我氏
は、大

おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）家と婚
こん

姻
いん

を通じて結びつき、渡
と

来
らい

人
じん

を活用すること
によって、強い権力をにぎりました。６世紀の末、蘇

そ

我
がの

馬
うま

子
こ

は物部
氏をほろぼしました。
　次いで推

すい

古
こ

天皇が即
そく

位
い

すると、甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が政治に
参加し、蘇我馬子とともに、儒

じゅ

教
きょう

や仏教の思想をとり入れ、国家の
しくみを整えました。冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度によって豪族たちの序列を
明らかにし、個人の功績に応じて冠位をあたえました。また十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

をつくり、豪族たちが役人として天皇につかえる心がまえを
示しました。
　ヤマト王権は、中国を統一した隋

ずい

に使節を送り、国交を結びまし
た。これを遣

けん

隋
ずい

使
し

といい、小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

がよく知られています。このと
き、新しい政治や文化を学ばせるため、留学生や留学僧

そう

を同行させ
ました。彼らのなかには、渡来人が多く含

ふく

まれていました。隋がほ
ろんで唐

とう

がおこると、同じように遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

されました。
　６世紀末から７世紀は、政治の中心が奈

な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部の飛
あ す か

鳥にある
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 推古天皇は最初の女性の天皇です。飛鳥
時代から奈良時代にかけて、多くの女性の天
皇が誕

た ん

生
じょう

しました（ P.57古代の女性）。
2厩戸皇子は、死後に聖

せ い

人
じ ん

として尊
そ ん

敬
け い

され、
聖徳太子とよばれるようになりました。

1

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

飛
あ す か

鳥文化

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。

国づくりを進めた聖徳太子の政治や外交方
ほう

針
しん

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

蘇
そ

我
が

氏と聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

と飛
あ す か

鳥文化5 －巨
き ょ

大
だ い

帝
て い

国
こ く

と向き合いながら－

学習課題学習課題

聖徳太子の業績や当時の文化を、
本文や資料から書き出しましょ
う。

蘇我氏と聖徳太子は、なぜこの
ような国づくりを行ったのか説
明しましょう。

確認確認

表現表現

第2節の問い?

 仏教が伝わったころ、仏（像）は、外国の神と
とらえられていました。
3

比較

1 法隆寺（奈良県斑
い か

鳩
るが

町）　
７世紀後半に火災にあい、
再建されました。中

ちゅう

門
もん

・金
堂・五重塔・回

かい

廊
ろ う

は、現存
する世界最古の木造建築
です。 国宝 世界遺産

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

は、ど
のような政治を
めざしたのかな。

2 聖徳太子（574～622）

と伝えられる肖
しょう

像
ぞ う

画（奈
良国立博物館蔵）
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　　　　　　こんいん
　　　婚姻関係　　　　親子・兄弟姉妹関係　
太字 教科書に登場する人物　　　　蘇我氏の男性
　 天皇（数字は表中の即位順序）　　女性

そ が し

てんのう

1

系
け い

図
ず

の読み取り方
スキルスキル

　系図は、祖先と子孫などの関係を線で記したものです。右の系図の場合、
上下線は親子関係、左右線は兄弟姉妹関係、二重線は婚姻関係をあらわしま
す。この系図は、蘇我氏と天皇家との関係を記しています。
資料活用資料活用 聖徳太子と蘇我氏は、それぞれの天皇とどのような関係だったの

か、系図から読み取りましょう。

3 十七条の憲法
一��に曰

いわ

く、和をもって貴
たっと

しとなし、さ
からうことなきを宗

む ね

となせ。（和を
尊
たっと

び、争いをやめよ）
二� に曰く、あつく三

さ ん

宝
ぼ う

を敬
うやま

え。三宝
とは仏

ぶ っ

法
ぽ う

僧
そ う

なり。（仏教を信
し ん

仰
こ う

せ
よ）
三� に曰く、詔

みことのり

を承
うけたまわ

りては、必ず謹
つつし

め。
（天

て ん

皇
の う

の命令には従
したが

え）
 （一部読み下し文）

リンク

4 遣
け ん

隋
ずい

使
し

の手紙と
　隋の皇

こ う

帝
て い

　607年に、倭
わ の

国
こく

王
お う

が使者を遣
つ か

わして
朝
ちょう

貢
こ う

してきた。その手紙のなかには
「太陽の昇

の ぼ

るところの天子が、太陽の
沈
し ず

むところの天子に手紙を送ります」
と書かれていた。隋の皇帝はこれを見
て不快に思い、「今後、野

や

蛮
ば ん

な国からの
手紙で無礼なものがあれば、二度と私
にとりつぐな」と語った。
  （『隋書』倭国伝から一部要約）

講堂

回廊

金堂

中門

五重塔

二次元
コード

ギ
リ
シ
ャ

日
本

5 ６～７世紀初めの日本と東アジアの動き

6 唐
か ら

草
く さ

文
も ん

　ギリシャ・ローマで流
行し、中国をへて日本に伝わりまし
た。日本では６世紀ごろから建築・
彫
ちょう

刻
こく

に使われるようになりました。

年 できごと
6世紀中ごろ 百

く だ ら

済から仏教が伝わる
587 蘇

そ

我
が

氏が物
もの

部
のべ

氏をほろぼす
589 　隋

ずい

が中国を統一する
593 聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治に参加する
603 冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

が定められる
604 十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

が定められる
607 小

お

野
のの

妹
いも

子
こ

が隋
ずい

に派
は

遣
けん

される（遣
けん

隋
ずい

使
し

）
618 　隋がほろび、唐

とう

がおこる

動画
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ユニバーサルデザインフォントの使用 カラーユニバーサルデザインへの対応

教科書の軽量化への取り組み

教科書本文には、読み間違えにくくわかりやすいユニバーサルデザインフォント（UDフォント）である、「UD黎ミン」
「ヒラギノUD角ゴF」（株式会社モリサワ）を使用しています。本文以外の箇所にも、適切なUDフォントを使用しています。

特別支援教育やカラーユニバーサルデザイン（CUD）の観点から、大内進先生（星美学園短期大学日伊総合研究所客員研
究員）に校閲をお願いし、すべての生徒が等しく情報を読み取ることができるように配慮しました。

ヒラギノ
UD角ゴF

UD黎ミン

22pt/B5判 26pt/A4判

日本文教出版では、すべての小学校・中学校教科書で、拡
大教科書を発行しています。拡大教科書は通常の教科書の
文字を拡大するとともに、編集意図を損なわないように写真
などの図版の配置も再レイアウトしたものです。

学習者用デジタル教科書には、総ルビ表示やリフロー表示、
色反転、機械音声読み上げなど生徒一人一人の状況に応じ
て利用できる様々な機能を搭載しています。

 <令和7(2025)年
3月発行予定>

 <令和7(2025)年
3月発行予定> 

例：1（P）型2色覚の方の
見え方のシミュレーション

CUDへの対応の例CUDへの対応の例

●ルビについて
小学校6年生以上で学習する漢字には、見開きの
初出の箇所にルビ（ふりがな）をつけています。また、
重要語句には、すべてルビをつけました。
ルビの書体にもUDフォントを採用し、小さな文字でも
読み取りやすくしています。

●「図版番号」について
図版には番号を付し、授業の際に使いやすくし
ました。また、本文にも関連する図版番号を添
えて、本文と図版を関連させて読み取るこ
とで、よりよく理解できるようにしています。

拡大教科書の拡大教科書の
ご案内ご案内

学習者用デジタル学習者用デジタル
教科書のご案内教科書のご案内

詳しくは本冊子P.44をご覧ください。

「単元カラー」と時代・世紀のスケール

古代から現代までの各単元（時代）で「単元カラー」を設定し、デザ
インを統一しています。また、本文ページの右端に時代・世紀の
スケールを設け、現在学習している時代や世紀を常に確認できる
ようにしています。

第２編 古代までの日本と世界

第３編 中世の日本と世界

第４編 近世の日本と世界

第５編
第１・２章 近代の日本と世界

第６編 現代の日本と世界

帯グラフや円グラフは細
い黒線で区切り、色に頼
らない読み取りを可能に
しています。

教科書の中で使用してい
る色は、色覚に特性のあ
る人でも判別が可能にな
るよう配慮しています。
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う皆
みな

さんへの期待をこめ、税金によって無
む

償
しょう

で支給されています。大切に使いましょう。
より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

・見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

・環境にやさしい植物油インキと再生紙を使用しています。

先生、保護者の皆様へ
この教科書では、紙面にある二次元コードをタブレットなどで読み取ると、学習の参考になる情報を見ることができます。この情報は無料ですが、インターネット接続に通信料などが発生する場合があります。通信環境をご確認のうえ、ご利用ください。なお、この情報をすべての生徒が一律に学習する必要はありません。二次元コードが読み取れない場合は、下記のURLをご参照ください。https://www21.nichibun-g.co.jp/25js/kou/
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名　前
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先生、保護者の皆様へ

この教科書では、紙面にある二次元コードをタブレット
などで読み取ると、学習の参考になる情報を見ることが
できます。この情報は無料ですが、インターネット接続
に通信料などが発生する場合があります。通信環境をご
確認のうえ、ご利用ください。なお、この情報をすべて
の生徒が一律に学習する必要はありません。二次元コー
ドが読み取れない場合は、下記のURLをご参照ください。

https://www21.nichibun-g.co.jp/25js/reki/

⑦

この教科書は、これからの日本を担
にな

う皆
みな

さんへの期待をこめ、
税金によって無

む

償
しょう

で支給されています。大切に使いましょう。

より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配
慮しています。

・見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

・環境にやさしい植物油インキと再生紙を
使用しています。
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文部科学省検定済教科書　中学校社会科用

年　　  組
年　　  組

名　前

ISBN 978-4-536-18208-9

C4330 ¥00000E
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学
社
会

先生、保護者の皆様へ

この教科書では、紙
面にある二次元コー

ドをタブレット

などで読み取ると、
学習の参考になる情

報を見ることが

できます。この情報
は無料ですが、イン

ターネット接続

に通信料などが発生
する場合があります

。通信環境をご

確認のうえ、ご利用
ください。なお、こ

の情報をすべて

の生徒が一律に学習
する必要はありませ

ん。二次元コー

ドが読み取れない場
合は、下記のURLを

ご参照ください。

https://www21.nich
ibun-g.co.jp/25js/c
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⑦

この教科書は、これ
からの日本を担

にな
う皆

みな
さんへの期待をこめ

、

税金によって無
む
償
しょう

で支給されています
。大切に使いましょ

う。

より多くの人に見や
すいカラーユニバー

サルデザインに配

慮しています。

・見やすく読みまち
がえにくいユニバーサ

ル

デザインフォントを
採用しています。

・環境にやさしい植
物油インキと再生紙

を

使用しています。

折れ線の色だけでなく線種を変
更し、違いを明確にしています。

P.211

P.43

P.276

凡例表示ではなく、折れ線にフ
キダシをつけています。

生徒の持ち運びの負担を軽減するた
めに、良質で軽い紙を採用しています。
それでいて十分な強度を持ち、裏写り
が少なくなるよう工夫しています。
また、歴史的分野の学習の構造化と焦
点化の観点から、取り扱う事象の精選
を図って、現行教科書に比べて12
ページ削減し、軽量化につなげました。

学習上の配慮②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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小学校社会科でどんな内容を学んできたのか、他分野でどんな内容を
学ぶのかをわかりやすく示す連携コーナーを、脚注に設定しました。

他教科との関連

 

分野間・教科間連携分野間・教科間連携

P.43

P.25

P.265

学びやすく教えやすい教科書づくりを意図して、単元や紙面の構成を３分野で統一しました。

地理地理 公民公民P.144-145 歴史歴史 P.154-157 P.38-39

P.166-167 P.212-213 P.80-81

知識の確認と問いの解決、学習のふり返り知識の確認と問いの解決、学習のふり返り 左ページで知識を確認し、右ページで単元を貫く問いを解決して、
最後に学習をふり返ります。 ➡本冊子P.12-13

単元を貫く問い単元を貫く問い 導入ページで活動を通して単元を貫く問いを立て、学習の見通しをもてるようにしています。
➡本冊子P.6-9

P.152-153 P.196-197 P.40-41

学習課題と見方・考え方学習課題と見方・考え方 毎時間で追究する問いを設定するとともに、学習課題の解決に向けて手がかりにな
る見方・考え方を設定しています。 ➡本冊子P.10-11

地理的分野
との連携

小学校社会科
との連携

特別の教科
道徳との関連

美術
との関連

公民的分野
との連携

小学校社会科との連携

地理的分野・公民的分野との連携

P.6-7

トライ  小学校で学んだ
ことを思い出してみよう

P.120-121

古地図の読み取りから地域の歴史を考える

P.245 日本までつながれた「命のビザ」 P.183 岡倉天心とフェノロサ

P.294

災害対策について政治の働きの学習などを見通す

教科書
QRコンテンツ
世界の気候区分

地理的分野・公民的分野に関連した教科書QR
コンテンツも準備しています。

他教科と関連のある教材を多数掲載しました。
地域や生徒の実態に合ったカリキュラム編成に役立ちます。

３分野で統一した構成・デザイン 小学校社会科、地理的分野・公民的分野との連携

小学校での既習事項や他分野の内容を多数掲載することで、相互に連携・関連させながら学習できるようにしました。

P.25

地理地理 公民公民歴史歴史

地理地理 公民公民歴史歴史
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地域事例一覧地域事例一覧

新潟県   火焔型土器（十日町市、P.33・巻末１）  
高校生が投票を行う様子（柏崎市、P.258）

山梨県   信玄堤（甲斐市、P.294）
長野県   棚畑遺跡出土の土偶（茅野市、表紙・

P.33）  
旧開智学校（松本市、P.181・300）

岐阜県  杉原千畝（八百津町、P.245）
静岡県   豊田佐吉（湖西市、P.233）  

古橋広之進（浜松市、P.267）
愛知県   半田の酢づくり（半田市、P.135）写真J   

近代化産業遺産－トヨタ産業技術記念館
（名古屋市、P.233）

中部地方中部地方

北海道   志苔館跡（函館市、P.91）  
五稜郭（函館市、P.173）写真F   
国立アイヌ民族博物館（白老町、P.131）  
小樽市の近代の遺産（小樽市、P.188-189）  
知里幸恵（登別市、P.133）  
アイヌ文化（P.90・131・133・285）

北海道地方北海道地方

福岡県   岩戸山古墳の石人（八女市、P.41）  
九州国立博物館の文化財保存修理（太宰府市、
P.58）  
今も残る石築地（福岡市、P.82）  
井上伝と久留米絣（久留米市、P.145）  
山本作兵衛の炭坑記録画（田川市、P.205）  
公害克服の歴史（北九州市、P.288-289）写真C

佐賀県   吉野ヶ里遺跡（神埼市・吉野ヶ里町、P.34）  
有田焼（有田町、P.119）  
辰野金吾（唐津市、P.233）

長崎県   平和祈念像（長崎市、巻頭１）  
孫文と梅屋庄吉（長崎市、P.203）

熊本県   記念物－熊本城天守閣（熊本市、巻末１）  
長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産－  
﨑津教会堂（天草市、巻末年表※６）  

北里柴三郎（小国町、P.208）
宮崎県   高千穂神社の夜神楽（高千穂町、

P.51）  
神話の舞台ー高千穂峰（P.51）  
石井十次（高鍋町、P.208）  
根井三郎（宮崎市、P.245）写真D   
小村寿太郎（日南市、P.197） 

鹿児島県   神話の舞台ー高千穂峰（P.51）  
薩摩焼（P.119）  
西郷隆盛（鹿児島市、P.173・177）  
大久保利通（鹿児島市、P.173・
177・184）

沖縄県   守礼門（那覇市、表紙）  
琉球の文化（P.90-91・132）  
沖縄の基地問題（P.274）

九州地方九州地方

青森県   三内丸山遺跡（青森市、P.32・巻末年表※２）  
江戸時代と現在の弘前ねぷた（弘前市、P.141）

岩手県   中尊寺金色堂（平泉町、P.69・巻末年表※３）  
石川啄木（盛岡市、P.202）

宮城県   女川いのちの石碑（女川町、P.283）
山形県   致道館・致道博物館（鶴岡市、P.149）写真G
福島県   山川捨松（会津若松市、P.185）  

野口英世（猪苗代町、P.208）

東北地方東北地方

近畿地方近畿地方
三重県   勝手神社の神事踊（伊賀市、P.98）  

おかげ参り（伊勢市、表紙・P.141）  
本居宣長と『古事記伝』（松阪市、P.147）

滋賀県   文化的景観－近江八幡市の水郷（近江八幡市、巻末１）  
惣村の四足門（長浜市、P.93）  
雨森芳洲（長浜市、P.129）  
井伊直弼（彦根市、P.172）

京都府   平安京・平安宮（京都市、P.19・52）  
平等院鳳凰堂・阿弥陀如来像（宇治市、P.57）  
祇園祭（京都市、表紙・P.98・295）写真A   
金閣・銀閣（京都市、P.97）  
室町時代の京都の様子（京都市、P.87・104）  
妙喜庵待庵（大山崎町、P.119）

大阪府   日本万国博覧会（吹田市、P.７）  
適々斎塾、緒方洪庵（大阪市、P.12-17）  
大仙（仁徳天皇稜）古墳（堺市、表紙・P.36）  
古市古墳群（羽曳野市・藤井寺市、P.36）  
千利休（堺市、P.119）  
人形浄瑠璃文楽（大阪市、P.138）  
与謝野晶子（堺市、P.201）  
在日韓国・朝鮮人の歴史とコリアタウン（大阪市、
P.275）  
狭山池（大阪狭山市、P.295）

兵庫県   姫路城・城下町（姫路市、P.119-121・巻末年表※６） 
生野銀山（朝来市、P.134）  
赤穂の塩田（赤穂市、P.135）  
斎藤隆夫（豊岡市、P.243）  
手塚治虫（宝塚市、P.279）

奈良県   唐古・鍵遺跡の弥生土器（田原本町、P.34）  
藤原京（橿原市、P.45）  
東大寺の大仏（奈良市、巻頭１・P.49）  
平城京・平城宮跡（奈良市・大和郡山市、  
P.46・60-61）   
薬師寺東塔の保存修理（奈良市、P.59）  
高山茶筌（生駒市、P.98）写真B   
西光万吉（御所市、P.229・235）  
全国水平社（御所市、P.229・234-235）

和歌山県   阿氐河荘の農民の訴え状（有田川町、P.77）  
中世の荘園、桛田荘（かつらぎ町、P.85）  
エルトゥールル号遭難事件（串本町、P.209）  
浜口梧陵と広村堤防（広川町、P.295）

茨城県   虎塚古墳石室の壁画（ひたちなか市、P.37）
写真H   
徳川光圀と『大日本史』（水戸市、P.140）  
長久保赤水と日本地図（高萩市、P.147） 
岡倉天心と六角堂（北茨城市、P.183）  
近代化産業遺産－日立市の大煙突（日立市、
P.233）  
満蒙開拓青少年義勇軍の内原訓練所（水戸市、
P.240）

栃木県   足利学校（足利市、P.98）  
日光東照宮（日光市、P.123）  
田中正造と足尾鉱毒事件（日光市ほか、 
P.207・210-211）

群馬県   岩宿遺跡の打製石器（みどり市、P.32）  
よろいを着た人物－金井東裏遺跡（渋川市、
P.38-39）  
「天地返し」下之宮中沖遺跡の復旧溝群（玉村
町、P.143）  
富岡製糸場（富岡市、P.178・巻末年表※７）

埼玉県   稲荷山古墳出土の鉄剣（行田市、P.36）  
渋沢栄一（深谷市、P.178）

千葉県   伊能忠敬（香取市、P.146）
東京都   武蔵国分寺（国分寺市、P.49）  

江戸時代の江戸の様子（表紙・P.105）  
玉川上水（福生市ほか、P.137）  
津田梅子（新宿区、P.185）  
永井繁子（文京区、P.185）  
五日市憲法草案（あきる野市、P.191）  
樋口一葉（千代田区、P.207）  
山中坂の地蔵堂と石碑（立川市、P.254-255）  
旧日立航空機株式会社変電所（東大和市、
P.255）写真I   
東京で行われたプライドパレード（P.285）

神奈川県   鎌倉、名越切通し（鎌倉市・逗子市、P.72）  
總持寺の座禅（横浜市、P.80）  
復元された箱根関所（箱根町、P.137）  
今も残る大山詣の道標（伊勢原市、P.141）  
テレワークでオンライン会議に参加する様子
（P.283）

関東地方関東地方

中国・四国地方中国・四国地方
島根県   佐陀神能（松江市、P.51）  

石見銀山（大田市、P.117・巻末年表※６）
岡山県   唐子踊（瀬戸内市、P.128）  

閑谷学校（備前市、P.149）  
渋染一揆（P.174）  
石井十次（P.208）  
伝統的建造物群－吹屋の町なみ（高梁市、巻末１）

広島県   草戸千軒町遺跡、鞆の浦、福禅寺対潮楼（福山市、
P.100-101・129）写真E   
ききんにそなえて穀物を保存した倉（安芸太田町、P.143）  
原爆ドーム（広島市、P.250-251・300・巻末年表※７）

山口県   雪舟（山口市、P.96）  
高杉晋作（萩市、P.173・175）  
久原房之助（萩市、P.233）

香川県   笠置シヅ子（東かがわ市、P.267）
高知県   坂本龍馬（高知市、P.173・175）  

広井勇（佐川町、P.189）  
浜口雄幸（高知市、P.239）

E
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●学習指導要領との対照表・配当授業時数
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

歴史を学ぶにあたって　※「教科書の構成と学び方」を含む Ａ～Ｃ 巻頭1～2 1
第１編　私たちと歴史 A P.6～17 5
第１節　歴史のとらえ方 Ａ（１） P.8～11 （5）
第2節　身近な地域の歴史の探究 Ａ（２） P.12～17 ※
第２編　古代までの日本と世界 Ｂ（１） P.18～63 19
学習のはじめに Ｂ（１） P.18～21 （1）
第１節　人類の始まりと文明 Ｂ（１） P.22～31 （5）
第２節　日本列島の人々と国家の形成　※チャレンジ歴史を含む Ｂ（１） P.32～45 （7）
第３節　古代国家の展開 Ｂ（１） P.46～61 （5）
まとめとふり返り Ｂ（１） P.62～63 （1）
第３編　中世の日本と世界 Ｂ（２） P.64～103 15
学習のはじめに Ｂ（２） P.64～67 （1）
第１節　古代から中世へ Ｂ（２） P.68～71 （2）
第２節　鎌倉幕府の成立　※チャレンジ歴史を含む Ｂ（２） P.72～85 （5）
第３節　室町幕府と下剋上 Ｂ（２） P.86～101 （6）
まとめとふり返り Ｂ（２） P.102～103 （1）
第４編　近世の日本と世界 Ｂ（３） P.104～153 20
学習のはじめに Ｂ（３） P.104～107 （1）
第１節　中世から近世へ Ｂ（３） P.108～121 （6）
第２節　江戸幕府の成立と東アジア Ｂ（３） P.122～133 （5）
第３節　社会の変化と幕府政治の改革　※チャレンジ歴史を含む Ｂ（３） P.134～151 （7）
まとめとふり返り Ｂ（３） P.152～153 （1）
第５編　近代の日本と世界　第１章　日本の近代化 Ｃ（１） P.154～213 25
学習のはじめに Ｃ（１） P.154～157 （1）
第１節　欧米の発展とアジアの植民地化 Ｃ（１） P.158～167 （5）
第２節　近世から近代へ Ｃ（１） P.168～175 （3）
第３節　近代国家へのあゆみ Ｃ（１） P.176～189 （5）
第４節　立憲制国家の成立 Ｃ（１） P.190～195 （3）
第５節　日清・日露の戦争と東アジアの動き Ｃ（１） P.196～203 （4）
第６節　近代の日本の社会と文化　※チャレンジ歴史を含む Ｃ（１） P.204～211 （3）
まとめとふり返り Ｃ（１） P.212～213 （1）
第５編　近代の日本と世界　第２章　二度の世界大戦と日本 Ｃ（１） P.214～257 18
学習のはじめに Ｃ（１） P.214～217 （1）
第１節　第一次世界大戦と戦後の世界 Ｃ（１） P.218～225 （4）
第２節　大正デモクラシーの時代 Ｃ（１） P.226～235 （3）
第３節　世界恐慌と日本 Ｃ（１） P.236～243 （4）
第４節　第二次世界大戦と日本　※チャレンジ歴史を含む Ｃ（１） P.244～255 （5）
まとめとふり返り Ｃ（１） P.256～257 （1）
第６編　現代の日本と世界 Ｃ（２） P.258～291 14
学習のはじめに Ｃ（２） P.258～261 （1）
第１節　平和と民主化 Ｃ（２） P.262～271 （5）
第２節　冷戦下の世界と経済大国化する日本 Ｃ（２） P.272～279 （4）
第３節　グローバル化と日本の課題 Ｃ（２） P.280～289 （3）
まとめとふり返り Ｃ（２） P.290～291 （1）
「歴史との対話」を未来に活かす Ｃ（２） P.292～299 2

（※予備時間：16時間） 合計 119※「チャレンジ歴史」には、１時間を配当しています。
※予備時間は、学校や生徒の実態に即して弾力的に扱っていただくための時間です。
※第1編第2節と第2～6編に設定した「でかけよう！地域調べ」（６時間配当）は、この予備時間を利用して実施することを想定しています。

●観点別教材一覧
1．基本的人権・共生社会にかかわる教材
編 章 ページ 項目
2 ー P.28-29 ギリシャ・ローマの政治制度

ー P.30-31 文明と宗教
ー P.57 古代の女性－政治や文化での活躍－

3 ー P.77 中世の女性－武家の社会と女性たち－
ー P.90-91 中世の琉球王国とアイヌ民族
ー P.93 中世の女性－商工業を担う女性たち－
ー P.97 河原者がつくり出した文化

4 ー P.124-125 江戸時代の身分制
ー P.125 豊かになる人々と身分制のひきしめ
ー P.130-131 近世の琉球王国とアイヌ民族
ー P.147 人体解剖と差別された身分の人々

5 1 P.158-159 プランテーションと奴隷制、労働運動の始まり
1 P.160-163 王政から議会制へ、市民革命と人権宣言
1 P.164-165 アメリカの奴隷解放宣言、先住民の移住
1 P.174 渋染一揆（岡山県）

編 章 ページ 項目
5 1 P.177 身分制の廃止と四民平等

1 P.185 近代の女性－日本初の女子留学生と女子教育－
1 P.186-187 沖縄・アイヌの人々
1 P.190-195 立憲制国家の成立
1 P.204-208 日本の産業革命と社会運動の発展
1 P.207 近代の女性－家制度と社会運動－
2 P.226-229 大正デモクラシーの時代
2 P.228 近代の女性－女性の政治参加を求めて－
2 P.234-235 水平社の創立とさまざまな人権運動

6 ー P.264-265 日本国憲法の成立と民主化の進展
ー P.264 現代の女性－女性の地位向上への改革－
ー P.266-267 生活や権利を守る動き
ー P.275 在日韓国・朝鮮人の歴史とコリアタウン（大阪市）
ー P.284-285 持続可能な開発目標（SDGs）、人権の尊重

ー ー P.296-297 政治参加の歴史に学ぶ

2．平和・国際理解にかかわる教材
編 章 ページ 項目
2 ー P.36-37 ヤマト王権と渡来人
3 ー P.82-84 元の襲来と鎌倉幕府
4 ー P.116-117 秀吉の海外政策

ー P.129 雨森芳洲－朝鮮との誠信の交わり－（滋賀県長浜市）
5 1 P.198-203 日清・日露戦争と東アジアの動き

1 P.203 孫文と梅屋庄吉（長崎市）
1 P.209 エルトゥールル号遭難事件（和歌山県串本町）
2 P.218-225 第一次世界大戦と戦後の世界
2 P.236-251 世界恐慌、第二次世界大戦と日本

編 章 ページ 項目
5 2 P.245 「命のビザ」－杉原千畝と根井三郎－

2 P.254-255 多摩地域の空襲を調べる（東京都立川市・東大和市）
6 ー P.262-265 平和と民主化

ー P.273 核兵器廃絶と平和への願い（広島市）
ー P.274-275 沖縄返還と韓国、中国との国交正常化
ー P.280-281 冷戦の終わりとグローバル化
ー P.284-285 グローバルな課題と日本の役割

ー ー P.298-299 世界平和への取り組みに学ぶ

3．伝統・文化にかかわる教材
編 章 ページ 項目
2 ー P.43、48-50、

　56-57
古代の文化

ー P.51 日本の神話
ー P.58-59 文化財を守り伝える仕事

3 ー P.78-81、
　96-99

中世の文化

ー P.90-91 アイヌ文化、琉球の文化
4 ー P.118-119 安土桃山時代の文化

ー P.131 アイヌ文化の成熟

編 章 ページ 項目
4 ー P.132-133 今に伝わる琉球とアイヌ民族の文化の形成

ー P.138-141、
　146-149

江戸時代の文化と学問

5 1 P.180-183、
　206-208

近代（前半）の文化

2 P.230-233 近代（後半）の文化
6 ー P.279 マスメディアの発達と現代の文化
巻末 折込年表 日本の世界遺産、文化財の種類

4．我が国の国土と歴史への理解と愛情にかかわる教材
編 章 ページ 項目
5 1 P.186-187 領土の画定と隣接地域
6 ー P.263 縮小した領土

編 章 ページ 項目
6 ー P.274-275 復帰運動の高まりと沖縄返還

ー P.286-287 冷戦終結後の近隣諸国との関係

5．環境・持続可能な社会にかかわる教材
編 章 ページ 項目
4 ー P.141 都市に住む人々のリサイクル
5 1 P.210-211 経済発展か、環境保全か、足尾鉱毒事件を通して考え

よう（栃木県）

編 章 ページ 項目
5 2 P.233 日立市のシンボル大煙突（茨城県）
6 ー P.277 高度成長のひずみ

ー P.288-289 公害克服の歴史を調べる（福岡県北九州市）

6．防災・安全にかかわる教材
編 章 ページ 項目
4 ー P.143 天明のききんと復興
5 2 P.231 関東大震災
6 ー P.282-283 安心・安全のゆらぎ

編 章 ページ 項目
6 ー P.283 私たちにできること―震災の教訓を未来に伝える―

（宮城県女川町）
ー ー P.294-295 災害の歴史に学ぶ

7．情報にかかわる教材
編 章 ページ 項目
1 ー P.8-9 年代・時代区分のあらわし方

ー P.9 年表の読み取り方
ー P.11 相手に伝わる説明のしかた
ー P.12 調査の全体像
ー P.13 引用のしかた
ー P.15 聞き取り調査のしかた
ー P.16 プレゼンテーションソフトを活用した報告のしかた

2 ー P.40 歴史地図の読み取り方

編 章 ページ 項目
2 ー P.43 系図の読み取り方

ー P.60 史跡見学のしかた
3 ー P.65 絵巻物の読み取り方

ー P.100 博物館や資料館での調べ方
ー P.101 歴史新聞づくりのポイント

5 2 P.254 図書館での調べ方
6 ー P.289 年表のつくり方

ー P.289 インターネットを活用した発信のしかた

8．社会参画にかかわる教材
編 章 ページ 項目
ー ー P.292-299 「歴史との対話」を未来に活かす

編 章 ページ 項目
ー ー P.300 歴史を学んで

資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価資料編資料編
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●教師用指導書のご案内　令和７(2025)年３月発行予定
教師用指導書は、「学習指導編」「ワークシート・評価問題編」の2分冊と、「デジタルデータ集」から構成されます。

学習指導編

ワークシート・評価問題編

先生方の授業計画や教材研究をサポートします。

先生方の授業準備や評価を
サポートします。

「デジタルデータ集」はクラウド配信を予定していますので、WindowsPC・iPad・Chromebookなどの多様な機種で標準
ブラウザを使用しての閲覧が可能です。

本製品は開発中のため、記載の内容・仕様は予告なく変更する場合があります。

名
古
屋

な

　
ご

　
や

ながさき

長崎

ひろしま

広島

おおさか

大阪

とうきょう

東京

空襲による死者数
1万人以上

1000人～1万人未満

1000人未満

※広島と長崎には原子爆弾によ
　る死者も含まれています。

ばくだんながさきひろしま

ふく

０ ３００km

1944年 ７月、アメリカ軍はサイパン島を占領
し、大型爆

ばく

撃
げき

機
き

が日本本土を攻
こう

撃
げき

できるよう
になりました。このため東

とう

条
じょう

内
ない

閣
かく

は総辞職しました。同年11月には、
日本本土への大規

き

模
ぼ

な空襲が始まり、大都市の国民学校の子どもた
ちは、安全と思われる地方に疎

そ

開
かい

しました（学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

）。
　1945年 ３月、東

とう

京
きょう

は焼
しょう

夷
い

弾
だん

による無差別爆撃を受け、一
いっ

般
ぱん

市民を
中心に一夜で約10万人が犠

ぎ

牲
せい

になりました。5月までに、大
おお

阪
さか

・名
な

古
ご

屋
や

・横
よこ

浜
はま

などの主要な都市のほとんどが焼け野原になり、空襲は
地方の都市にもおよんでいきました。

1945年 ３月、アメリカ軍は沖縄への上陸作戦
を開始しました。日本軍は中学生や女学生を

も兵士や看
かん

護
ご

要員として動員し、戦いました。その一方で、多くの
住民は砲

ほう

弾
だん

が飛び交うなかを逃
に

げまどいました。この沖
おき

縄
なわ

戦
せん

により、
県民のおよそ4分の 1にあたる12万人以上が命を落としました。そ
のなかには、日本軍によって「集団自決」に追いこまれたり、スパ
イと疑

うたが

われて殺害されたりした人もいました。
　日本の国民には、こうした戦争の情報が正確には伝えられず、政
府は「本土決戦」の決意をよびかけて、戦争を続けました。

7

2

3

3

8

6

104

4

日本軍は、初めは勝利を重ねましたが、1942
（昭和1７）年 ６ 月、ミッドウェー海

かい

戦
せん

で敗れ、
翌
よく

年2月には、ガダルカナル島をめぐる戦いで敗退しました。これ
以
い

降
こう

、連合国軍の反
はん

撃
げき

が本格的に始まり、海外からの物資の輸送が
難
むずか

しくなりました。
　国内では兵器の生産が最優

ゆう

先
せん

され、日用品の生産は減りました。
農村でも人手や肥料の不足で食料生産が減少しました。政府は、米
の配給を減らして節約とくふうを求め、鉄くずなどの資

し

源
げん

の徹
てっ

底
てい

的
な回

かい

収
しゅう

と再利用をはかりました。
　国民の動員も強化されました。成人男子の多くが、兵士として戦
場に送られ、これまで兵

へい

役
えき

が猶
ゆう

予
よ

されていた大学生も、戦場へかり
出されました（学

がく

徒
と

出
しゅつ

陣
じん

）。労働力の不足を補
おぎな

うため、若
わか

い女性や中
学生も、工場や農村へ動員されました（勤

きん

労
ろう

動
どう

員
いん

）。
　また朝

ちょう

鮮
せん

や中国の占
せん

領
りょう

地からも数十万といわれる人々が日本国内
に動員され、炭鉱や工場などのきびしい労働条件の職場で働かされ
ました。戦争の末期には、朝鮮や台

たい

湾
わん

でも徴
ちょう

兵
へい

制が実
じっ

施
し

されました。

P.247

2

5

1P.258 、 1

1

1

苦しくなった
国民生活

戦場となった沖
お き

縄
な わ

本土空
く う

襲
しゅう

第二次世界大戦は、日本と世界にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたのでしょうか。

戦局の悪化にともない、国民生活はどのように変わっていったのでしょうか。

戦時下の国民の生活3 －「お国のために」－

学習課題学習課題

第4節の問い?

二次元
コード

物資不足、兵力・労働力不足、
空襲に対して、国民はどのよう
に対

たい

処
しょ

したか、本文などを参考
に整理しましょう。

確認確認

戦争が国民生活にあたえた影
えい

響
きょう

をまとめて、説明しましょう。表現表現

 その後、付近の島々にも基地がつくられま
した。原子爆弾を投下した爆撃機は、テニア
ン島（ P.247 4）から飛び立ちました。
 ガソリンなどの燃料をつめた筒

つ つ

を束ねた爆
弾で、これを投下すると燃料が広くまき散ら
されて高熱で燃えあがり、木造建築が密

み っ

集
しゅう

す
る日本では、被

ひ

害
が い

が大きくなりました。
 軍人・軍属（戦

せ ん

闘
と う

に動員された中学生や看
護にあたった女学生も含

ふ く

む）と住民の、病死
者や餓

が

死
し

者を含めた推
す い

定
て い

の数です。これは、
本土から派

は

遣
け ん

された兵士の犠牲者数を大きく
上まわるものでした。

2

3

4

 朝鮮からの動員は、国の計画に基づいて行
われ、1944年からは、動員をこばんだ者に
刑
け い

罰
ば つ

が科されるようになりました。

1

戦局と、食料や日用品、労働力などの状
じょう

況
きょう

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 つながり

10 沖縄戦の地上戦（1945年）

9 太平洋戦争のころの日本

6 空襲を受けた主な都市と死者数

5 供
きょう

出
しゅつ

させられた寺院の釣
つ り

鐘
が ね

（1942年）
寺院の鐘や銅像のほか、家庭の鍋

なべ

や釡
か ま

、ブリ
キのおもちゃにいたるまで回収の対象となり、
なかば強制的に供出させられました。

4 隠
か く

れていたガマ（自然の洞
どう

穴
け つ

）から出て
くる沖縄の母子とアメリカ兵（1945年）

戦争は、人々の生活
にどのような影

え い

響
きょう

を
あたえたのかな。

1 工場に動員された
女子生徒（1943年）

8 空襲で焼け野原に
なった東京（1945年）

7 横浜に爆弾を落とすアメリカ軍の
爆撃機B-29（1945年）

2 焼け野原になった
東京・日

に

本
ほ ん

橋
ば し

でカボ
チャの種をまく学生
（1945年）

リンク

　い　え　じま

伊江島

アメリカ軍の進路

おきなわ　　

沖縄本島

しゅ　り

首里

　　　　　　いしじ

平和の礎

とう

ひめゆりの塔

6月末に日本軍司
令官が自決して、
組織的抵

てい

抗
こう

が終
わる

け ら ま しょとう

慶良間諸島
3月末上陸

1945年4月1日
上陸

　な　ご

名護

　な　は

那覇

０ 20km

動画

3 疎開先の寺のお堂で授
業を受ける児童（1944年）

動画

動画

P.252～253　チャレンジ歴史「戦時体制の言
げん

論
ろ ん

統制とその影響を考えよう」も見てみましょう。

動画

動画

年 できごと
1937 日中戦争が始まる
1939 第二次世界大戦が始まる

日中戦争が長期化する
1941 太平洋戦争が始まる

日本軍の勝利が続く
1942 ミッドウェー海戦で日本軍が敗退する
1943 連合国軍の反

はん

撃
げき

が本格化する
学
がく

徒
と

出
しゅつ

陣
じん

が始まる
1944 サイパン島が占

せん

領
りょう

される
大規

き

模
ぼ

な日本本土への空
くう

襲
しゅう

が始まる
1945 東

とう

京
きょう

大空襲
沖
おき

縄
なわ

戦
せん

広
ひろ

島
しま

・長
なが

崎
さき

に原爆投下
日本の降

こう

伏
ふく

248 249

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

   

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

し ぜ ん で

お き な わ ぼ し へ い ね ん

せ ん そ う ひ と び と せ い か つ

こ うじょう ど う い ん

じ ょ し せ い と ね ん

や の は ら

と う きょう

た ね が く せ い

ね ん

そ かい さ き て ら ど う じ ゅ

ぎょう う じ ど う ね ん

せ んきょく あ っ か こ く み ん せ い か つ か

せ ん じ か こ く み ん せ い か つ
く に

ちょうせ ん ど うい ん く に け いか く も と おこな

ね ん ど うい ん も の

か

せんきょく しょくりょう にちようひん ろうどうりょく

ちゃくもく

じ い ん ね ん

じ いん か ね どう ぞ う か て い

かいしゅう た いしょう

きょうせいてき きょうしゅつ

だ い に じ せ か い た い せ ん にっぽ ん せ か い

ね ん がつ ぐん とう せんりょう

お おがた にっぽんほん ど

そう じ しょく どうねん がつ

にっぽんほん ど だい くうしゅう はじ だい と し こくみんがっこう こ

あんぜん おも ち ほう

ねん がつ む さ べつばくげき う し みん

ちゅうし ん いち や やく まんにん がつ

しゅよう と し や の はら くうしゅう

ち ほう と し

ねん がつ ぐん おきなわ じょうりくさくせん

かい し に ほんぐん ちゅうがくせい じょがくせい

へい し よういん どういん たたか いっぽう おお

じゅうみ ん と か

けんみん ぶん まんにん い じょう いのち お

に ほんぐん しゅうだん じ けつ お

さつがい ひと

にっぽん こくみん せんそう じょうほう せいかく つた せい

ふ ほん ど けっせん けつ い せんそう つづ

に ほんぐん はじ しょう り かさ

しょう わ ねん がつ やぶ

ねん がつ とう たたか はいたい

れんごうこくぐん ほんかくてき はじ かいがい ぶっ し ゆ そう

こくない へい き せいさん さい にちようひん せいさん へ

のうそん ひと で ひ りょう ふ そく しょくりょうせ いさん げんしょう せい ふ こめ

はいきゅう へ せつやく もと てつ てき

さい り よう

こくみん どういん きょう か せいじんだん し おお へい し せん

じょう お く だいがくせい せんじょう

だ ろうどうりょく ふ そく じょせい ちゅう

が くせい こうじょう のうそん どういん

ちゅうごく ち すうじゅうまん ひとびと にっぽんこくない

どういん たんこう こうじょう ろうどうじょうけん しょく ば はたら

せんそう まっ き ちょうせん せい

く る

こ く み ん せ い か つ

せ んじょう

ほ ん ど

れき し せ ん じ た いせい と うせい え いきょう かんが み

く うしゅう う お も と し し し ゃ す う

く うしゅう や の は ら

と うきょう ね ん

よ こ は ま ば く だ ん お ぐ ん

ば く げ き き ね ん

た い へ い よ う せ ん そ う にっぽ ん

ねん

にっちゅうせんそう はじ

だい に じ せ かいたいせん はじ

にっちゅうせんそう ちょう き か

たいへいようせんそう はじ

に ほんぐん しょう り つづ

かいせん に ほんぐん はいたい

れんごうこくぐん ほんかく か

はじ

とう

だい にっぽんほん ど はじ

だいくうしゅう

げんばくとう か

にっぽん

ぶっ し ぶ そく へいりょく ろうどうりょく ぶ そく

くうしゅう たい こくみん

ほんぶん さんこう

せい り

せんそう こくみんせいかつ

せつめい

ご ふ き ん し まじ ま き ち

げ ん し ば くだ ん と う か ば くげ き き

と う と た

ね んりょう た ば ば く

だ ん と う か ね んりょう ひ ろ ち

こ うね つ も も くぞ うけ んち く

に っぽ ん お お

ぐ んじ ん ぐ んぞ く ど うい ん ちゅうが くせ い か ん

ご じ ょが くせ い じゅうみ ん びょう し

し ゃ し ゃ ふ く か ず

ほ ん ど へ い し ぎ せ いし ゃす う お お

う わ

お き な わ せ ん ち じょうせ ん ね ん

教科書紙面データ（総ルビ付きPDF）

デジタルデータ集

ICTを活用した授業をサポートします。

教科書関連
データ

①教科書紙面データ
電子黒板など提示型 ICT機器で利用できる教科
書全ページの紙面PDF（総ルビ付きも収録）。
②教科書本文テキスト
教科書の本文・コラムなどのテキストデータ。
③教科書図版データ集
プリントやテスト作成の際に活用できるモノクロ
化した教科書図版。

付録データ

④学習指導計画案－評価規準の参考事例－
内容のまとまり（単元）に対応した、指導と評価計
画の作成にあたって参考となる資料。
⑤ワークシート
解答例なし・解答例付きの２種類。
⑥白地図
日本全図・世界全図・国県対照と五畿七道など。

収録内容収録内容

総論編 ◆ 学習指導要領や学習指導計画作成資料などの基本的な資料。
◆学習指導要領の趣旨や授業での教科書の活用の仕方などの論考。

学習指導編

◆ 内容のまとまりごとの指導や評価計画の作成を支援する単元の問いの構造などの解説。
◆ １時間の授業をひと目で見渡せる見開き２ページ構成。
◆ 現場の先生方の授業実践の成果を反映した学習指導案や板書例など。
◆ 教科書の図版の解説や授業における活用の仕方のほか、「確認」「表現」などの問いの解答例（手立てを含む）。

掲載内容掲載内容

●飛鳥文化
　・文化財：法隆寺、四天王寺
　　　　　　釈迦三尊像、玉虫厨子、弥勒菩薩像
　a中国・朝鮮などの文化の影響を受けた、
　　日本で最初の仏教文化

学習課題：蘇我氏と聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　国外の動き：隋（唐）の様子…中国統一が進む

●蘇我氏と聖徳太子の国内政治の特徴
　a儒教や仏教の思想の導入
　a天皇や政府の力を強める体制づくり

●遣隋（唐）使の派遣の意図
　a隋との国交樹立
　a新しい政治や文化の導入　

蘇我氏と聖徳太子の国づくりのねらいは？
隋（唐）が中国を統一する国際情勢のなか、蘇我氏や
聖徳太子は、倭国でも大陸文化を取り入れて、国家の
しくみを整えようとした。

◇ねらい・◆学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評　価

導
　入

◇蘇我氏と聖徳太子が行った政治
について、内容を把握する。
◆ワークシートに蘇我氏と聖徳太
子が行った政治の内容について
まとめる。

・小学校の学習内容を復習し、生徒
の吹き出しを活用して学習課題を
提示する。見方・考え方「国づく
りを進めた聖徳太子の政治や外交
方針」に着目し、学習課題の解決
を目指して学習を進める。

展
　開

◇蘇我氏と聖徳太子の政治の特徴
をとらえる。
◆発問「政治にはどのような特徴
があるだろうか。また、そこに
はどのようなねらいがあったの
だろう。」

◇飛鳥文化の作品の特徴について
理解する。
◆発問「飛鳥文化の代表的なもの
に何があるだろうか。飛鳥文化
はどのような文化ということが
できるか話し合ってみよう。」

◇飛鳥文化の背景を考える。
◆発問「蘇我氏と聖徳太子はなぜ
熱心に仏教を信じて、次々に寺
院を建てたのだろう。」

・既習事項の確認や図 3やQRP.43
（動画）などを確認しながら、蘇
我氏と聖徳太子の国内の政治と対
外政策のそれぞれの特徴や政策の
意図をつかめるようにする。

・図 6、 8、 9などから日本と海外
の作品を見比べて、飛鳥文化の特
色をとらえる。 比較
・教科書資料は拡大したものを黒板
に貼ったり、プロジェクター等で
投影したりしてもよい。

・隋、唐の中国統一などの海外情勢
が倭国に与えた影響を踏まえ、仏
教を積極的に取り入れた理由を考
えられるようにする。 つながり

・発表内容から、蘇我氏と
聖徳太子がおこなった政
治の特徴をとらえている
かを評価する。知

・ワークシートの記述から、
仏教が積極的に導入され
た理由をとらえているか
を評価する。知

ま
と
め

◇蘇我氏と聖徳太子の政治の特徴
から、そのねらいについて理解
する。
◆確認・表現について、自分の意
見をまとめ、発表し合う。

・本時で学習してきた政治と文化の
特色を比べて、共通している部分
（＝ねらい）はどこかということ
を考えられるようにする。 比較

・話し合いの様子から、蘇
我氏や聖徳太子は国家と
しての体制を整える仕組
みづくりに尽力したこと
に気づき、表現している
かを評価する。思

学習課題：蘇我氏や聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　隋が中国を統一すると、倭国でも蘇我馬子・聖徳太子らが国家整備を
行ない、遣隋使を派遣して新しい政治・文化を導入させた。この時代は、
その後の中央集権体制への移行期であった。
　また、この時期に栄えた飛鳥文化は、仏教を中心とし、中国南北朝や
朝鮮の影響が強いものであったことも理解させたい。

⃝�資料の読み取りなどを通して、東アジアの文物や制度を取り入れなが
ら国家の仕組みが整えられていったことを理解する。
⃝�蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業の特徴をとらえて、どの
ような国づくりを目指したのかについて考え、表現する。

本時の視点

本時の目標

知識・技能 知

　聖徳太子が行った国内政治と外交
の業績についてまとめ、仏教中心の
文化をふまえて理解している。
思考・判断・表現 思

　蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や
進めた事業の共通性に着目して、そ
のような政治を行ったねらいについ
て考え、表現している。

評価規準例

に応じてさずけられた。蘇我氏や王族、地方豪族は、
冠位授与の枠外にあった。
　冠の色は順に紫・青・赤・黄・白・黒。それぞれ
を濃淡によって12階に分けた。

P.42　確認小テスト（練習問題）
P.42　十七条の憲法（外部リンク）
P.43　スキルUP　系図の読み取り方（動画）

P.43　図 7　資料活用　　　　　　　
手立て 聖徳太子と蘇我氏が、天皇とどのような関
係だったのかを読み取る。聖徳太子は、欽明天皇と
蘇我堅塩媛の子である用明天皇を父に持ち、欽明天
皇と蘇我小姉君の子である穴穂部皇女を母に持つ、
蘇我氏の血を受け継いだ存在であった。推古朝政権
中枢部は、聖徳太子とその叔母の推古天皇、蘇我馬
子と蘇我色の濃いものとなり、このような血縁的結
合による権力の集中化を図った。

P.43　確認
解答例 推古天皇の政治に参加して、冠位十二階、
憲法十七条を定めるなど、蘇我氏とともに国家のし
くみを整えた。法隆寺や四天王寺などを建立して仏
教を敬った。また小野妹子を遣隋使として派遣し、
隋と対等な外交をめざした。

P.43　表現
解答例 当時は、豪族どうしの争いも多くあり、そ
のため天皇の権力を高め有能な人材を登用し、蘇我
氏も信仰する仏教の力で国内政治の強化・安定をは
かろうとした。国の権威を高めるため、隋との対等
な外交関係もめざした。

教科書QRコンテンツ

解答例・手立て

P.42　図 2　聖徳太子と伝えられる肖像画
　厩戸皇子の死後、半世紀ほど経ち信仰の対象とな
ってから名づけられた ｢聖徳太子｣ が定着している
が、当時は大王の後継者を生前に決める制度（皇太
子）はなかったと考えられている。

P.42　図 4　遣隋使の手紙と隋の皇帝
　倭国からの国書には、隋の皇帝煬帝だけでなく、
倭国王に対しても ｢天子｣ の称号を用いている。中
華思想において ｢天子｣ は唯一であるため、倭国の
国書は煬帝にとって非常識極まりないものであり、
これに対して激怒した。

P.43　図 8　飛鳥時代の日本の仏像
　この仏像は、京都市
にある広隆寺の弥勒菩
薩半跏思惟像である。
広隆寺は、603年、渡
来人系の秦河勝が聖徳
太子から新羅と加羅の
使者がもってきた仏像
をさずけられ、622年、
太子の没後にその仏像
を安置することで創建
された。

　片足をおろし、片足をもう片方のひざにのせて腰
掛け、右手をほおのあたりにあげる半跏思惟像は、
中国では南北朝時代の遺品があり、日本では飛鳥か
ら天平時代に盛んにつくられた。

P.40　本文８行目　冠位十二階
　中国の冠品や朝鮮半島の官位を模範としたもので
ある。門地にとらわれず、個人の才能や功績、忠誠

 内容の解説 

本時の展開

板書例5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－

第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－

第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

日本という国はどのように生まれ、発達していったのでしょうか。第２編の問い?

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。第２節の問い?

教科書P.42～43　ワークシート／別冊P.25

124 学習指導編 125

●単元を貫く問い
1時間の授業でも常に単元を貫く問いを確認することができます。

●板書例
１時間の学習のポイントを整理しています。

●解答例・手立て
教科書の問いの解答例や、指導の
手立てを示し、評価にも活用し
ていただけます。

●本時の展開
教科書に沿った学習活動や発問例、指導上の留意点・配慮事項、評価などを例示し
ています。「見方・考え方」や教科書QRコンテンツを授業でどう扱うかについても
提案し、新任の先生でも授業展開を具体的にイメージできるようにしました。

学習日　　　　年　　　月　　　日　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　　蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業を、それぞれまとめよう。1
国内の政治 海外への働きかけ

内
　容

⃝冠
かん

位
い

十二階の制度
　→�ヤマト王権の豪族たちの序列をはっ
きりさせた。

⃝遣
けん

隋
ずい

（唐
とう

）使を派
は

遣
けん

する
　→�中国を統一した隋に小野妹子などの
使節を送った。

　→�留学生や僧を同行させた。

⃝十七条の憲
けん

法
ぽう

を定める
　→�ヤマト王権の豪族たちが役人として
天皇につかえるときの心がまえを示
した。

特と
く

徴ち
ょ
う

や
意
図

・�天皇や支配者に関わる制度が多い。
・�儒教や仏教の考えを取り入れた。
・�ヤマト王権の豪族を支配する仕組みを
整えようとした。

・��中国を統一した隋（唐）と国交を結ぼ
うとした。
・��新しい政治や文化をヤマト王権に取り
入れようとした。

　　飛
あ す か

鳥文化の特徴についてまとめよう。
（１）飛鳥文化を代表する建築や作品

（２）飛鳥文化はどのような文化だろうか。

（３）蘇我氏と聖徳太子はなぜ熱心に仏教を信じて、次々に寺院を建てたのだろうか。

2

法隆寺（奈良県）、四天王寺（大阪市）
釈迦三尊像（法隆寺）、玉虫厨子（法隆寺）、弥勒菩薩半跏思惟像（広隆寺）

中国や朝鮮などの文化の影響を受けた、日本で最初の仏教文化

・�寺院を建てることで自分の権威を示そうと考えたため。
　�（仏教など外国の宗教の考えを取り入れて、国内の思想をまとめようとしたた
め。）

　　　　　、　　　について考えたことをポートフォリオに書きこもう。3 確認確認 表現表現

学習学習
課題課題

ワークシートNo.18  教科書P.42～43

5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－
第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

日本という国はどのように生まれ、発達していったのでしょうか。第２編の問い?

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。第２節の問い?

23

ワークシート編

◆ 教科書に準拠した１時間ごとのワークシート。
◆ 学習指導編の展開例に対応した内容で、そのまま
使用することが可能。
◆ 解答例が記された赤刷りはデジタルデータ集
に収録。

評価問題編

◆ 単元ごとに作成した「評価問題例」と「評価問題
の解説」を掲載し、定期テストなどでの問題
作成の参考とすることが可能。

〈評価問題例〉
知識・技能や、思考・判断・表現の評価の
観点に対応した問題をバランスよく設定して
います。特に思考・判断・表現を評価する問題に
ついては、複数の資料を読み取り、歴史的な見
方・考え方を働かせて解答する問題を作成す
るなどの工夫をしています。
〈評価問題の解説〉
解答例や問題作成の意図のほか、誤答箇所別対応
でその後の指導方法を提案するなど、個に応じた
指導に対応しています。

掲載内容掲載内容

ワークシート（解答例付き）

学習指導編

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価

42 43



●デジタル教科書・デジタル教材のご案内 ●日文Webサイトのご案内

学習者用デジタル教科書

令和7年度版 中学校教科書 特設サイト

令和7年度版 中学校 
デジタル教科書サポートサイト

その他のおすすめコンテンツ

指導者用デジタル教科書（教材）

1人1台端末で利用する「学習者用デジタル教科書」、学習者用デジタル教科書と一体的に利用することでより学習を深めることが
できる「学習者用デジタル教科書＋教材」、電子黒板などで提示する「指導者用デジタル教科書（教材）」を発行します。個別最適
な学びの実現を目指し、授業や個別学習のサポートとなる機能・コンテンツを用意しています。多様な授業形態や機器の整備状況
に応じてご利用ください。WindowsPC・iPad ・Chromebookの3種に対応しています。

日文Webサイトでは、新版教科書に関する情報や、日々の指導に役立つ様々な情報を積極的に発信しています。

いつでも拡大、いつでも書き込み
利用頻度の高い「拡大」「ペンツール」「ページ送り」の
基本機能をいつでも使いやすいように配置しています。
何度でも書いたり消したりを繰り返すことができ、間違
いを恐れず考えを深めることができます。

令和7年度から使用される新しい中学校教科書『中学社会 地理的分野』『中学社会 歴史的分野』『中学社会 公
民的分野』『中学数学』『美術』『中学道徳 あすを生きる』をご案内しています。

令和7年度から使用される新しい中学校デジタル教科書
を中心にご案内しています。

日文Webサイトの数あるおすすめコンテンツの中から、
今回は2つピックアップします。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/

●  基本機能からオリジナルツールまでわかりやすく紹介します。
●  指導者用・学習者用の内容や特長などを詳しく紹介します。
●  体験版でデジタル教科書の実際の動作やコンテンツを体験
できます。ご利用にあたり、ファイルのダウンロード等は
必要ございません。

豊富なコンテンツで生徒の理解を支援

モノクロ写真をAIの技術や戦争体験者との対話などによって
カラー化して表示することで、生徒の学習意欲を高めます。

充実した学習支援機能
文字色や背景色の変更、行間・文字の大きさ変更（リフロー機能）、総ルビ表示、本文の機械音声読み上げ、背景色・文字
色等の変更など、学習を進めやすくするための機能を実装しています。一人ひとりの特性に合った学習をサポートします。

❶リフロー機能・総ルビ表示 ❷機械音声読み上げ ❸背景色・文字色等の変更

Webマガジン「まなびと」
美術、道徳、社会、人権、共生社会、ESD、PBL、ICTなど、
様々なテーマにおいて深掘りした連載記事を中心に、定期的
に更新しています。

教科の機関誌、授業や
指導に悩む先生方へ
向けたABCシリーズ、
様々なテーマを扱った
教授用資料などを電
子ブックやPDFで公
開しています。

機関誌・教育情報

コンテンツ例①

本製品は開発中のため、記載の内容・仕様は予告なく変更する場合があります。

動画 教科書や教科書QRコンテンツのポイントを短く簡潔に紹介します。
教科書のポイント 教科書の特長をポイント別にわかりやすく紹介します。
教科書QRコンテンツ コンテンツ紹介のほか、実際にコンテンツを触ることが
できます。
教師用指導書 各編、資料、デジタル教材など、内容や構成を紹介します。
資料ダウンロード 内容解説資料、編修趣意書、年間指導計画案などを掲載し
ます。
表紙 各分野の表紙と、表紙デザインへ込めた思いを紹介します。
関連コンテンツ 教科書に関連する様々なお役立ちコンテンツを紹介します。
日文が大切にしていること SDGs、特別支援教育・CUD、防災・安全、道徳教
育との関連、現代的な諸課題への対応など、教科を横断する取り組みについて
紹介します。

その他のコンテンツ例
・一斉授業で使いやすい「図版の単独拡大」
・読み取りに便利な「地図・グラフの凡例別表示」
・様々な場面で活用しやすい「NHK for Schoolリンク集」

紙の教科書では別のページに掲載している画像を並べて表示し、
他の時代と比較することで、時代の特徴を読み取りやすくします。

異なる時代の資料比較コンテンツ例②

モノクロ写真をカラー化して表示

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価
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●教科書検討の観点からみた内容の特色

教科書検討の観点 内容の特色 本冊子の主な
関連箇所

① 教育基本法及び学校教育法との関連

⇒ 取り扱っている内容は、教育基本法
に適合しているか。
教 育基本法第2条  
教育は、その目的を実現するため、学
問の自由を尊重しつつ、次に掲げる
目標を達成するよう行われるものと
する。
第  1号  
幅広い知識と教養を身に付け、真理
を求める態度を養い、豊かな情操と
道徳心を培うとともに、健やかな身
体を養うこと。

　我が国の歴史に関する基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、歴史に関わる事象を多面的・多角的に考察
する態度を育てることで、幅広い知識と教養を身につけるとともに、私たちの今と将来を明るく豊かなものとするため
に歴史を学ぶことができるようにしている。

⇒P.14-15
　P.30

⇒P.6-11

⇒P.12-13

⇒P.32-33

◆ 第１編「私たちと歴史」は、第１節で小学校の歴史学習を振り返る活動を通じて、歴史的な見方・考え方を働かせた
歴史の学び方を解説しているとともに、年代の表し方や時代区分の意味や意義、年表の読み取り方などの歴史学習
の基盤となる知識及び技能を習得できるようにしている。第２節では、身近な地域の歴史の調査の仕方・考察の仕
方・発表の仕方を具体的に学ぶことができる構成にしている。
◆ 第2～6編の各時代の学習では、単元を貫く問いを立て、学習の見通しをもてるように導入で工夫している。本文は
十分な文字量を確保して、平易な表現で歴史の流れや因果関係を丁寧に叙述している。
◆ 導入に対応するまとめとふり返りでは、単元を貫く問いを解決するとともに、習得した知識を活用して時代の特色を
とらえることをねらいとした学習活動を設けている。
　⇒まとめとふり返り（P.62-63、102-103、152-153、212-213、256-257、290-291）
◆ 各時代に設置されたチャレンジ歴史では、資料の読み取りから、生徒に選択・判断させるものまで発達の段階に応
じた教材を掲載しており、主体的・対話的で深い学びの実現を図っている。
　⇒チャレンジ歴史（P.38-39、74-75、150-151、210-211、252-253）

第  2号  
個人の価値を尊重して、その能力を
伸ばし、創造性を培い、自主及び自
律の精神を養うとともに、職業及び
生活との関連を重視し、勤労を重ん
ずる態度を養うこと。

　意欲的に学習に取り組めるように、学習のねらいを明確にし、歴史的な見方・考え方を働かせて思考力、判断力、表
現力等の向上を図りながら、学習の成果を実感できる構成しているとともに、歴史と職業及び生活とのかかわりへの関
心を高め、勤労を重んずる態度を育てることができるようにしている。

⇒P.14-15

⇒P.24-25

◆ 教科書全編にわたり、歴史的な見方・考え方を働かせながら課題を追究したり解決したりする問いを豊富に設け、主
体的・対話的で深い学びが実現できるようにしている。
◆ 産業を支えた先人の取り組みや文化財の修理に取り組む現代の人々の仕事を取り上げ、勤労を重んずる態度を養え
るよう配慮している。
　⇒歴史を掘り下げる（P.58-59）　⇒先人に学ぶ（P.145、159）　⇒地域に学ぶ（P.205、233）

第  3号  
正義と責任、男女の平等、自他の敬
愛と協力を重んずるとともに、公共
の精神に基づき、主体的に社会の形
成に参画し、その発展に寄与する態
度を養うこと。

　人権尊重、男女共同参画などについての歴史に関わる事象を豊富に取り上げるとともに、協働して取り組む学習活
動を提案し、責任をもって自分の考えを伝え、他者の考えを認め、他者を敬う態度を身につけ、社会の一員としての自
覚を培えるようにしている。

⇒P.22

⇒P.31

⇒P.20-25

◆ 今日の基本的人権は、先人の多年にわたる努力の成果として獲得されてきたものという観点から、人権にかかわる
内容は、歴史的な経緯と現在の取り組みを記述し、人権を尊重することの大切さを学ぶことができるよう配慮して
いる。
◆ 民主政治の来歴や政治体制の変化、人権思想の発達や広がりを学習することで、社会形成への参画を求め続けた先
人の取り組みを知り、主権者としての自覚を培うことができるよう配慮している。
◆ 現代の諸課題について、それが起こった歴史的な背景や課題に対する先人たちの取り組みを知り、生徒が歴史を踏
まえてよりよい未来の実現にむけて構想し、社会の形成に主体的に参画し、その発展に寄与する態度を養えるよう
配慮している。
　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（P.292-299）

第4号  
生命を尊び、自然を大切にし、環境の保
全に寄与する態度を養うこと。

　防災・減災、資源・環境、生命の尊さなどにかかわる先人の働きを積極的に取り上げている。歴史に学び、そこか
ら自分たちの生き方に生かしていく態度や、生命や自然を大切にする態度を育てることができるようにしている。

⇒P.24-25

⇒P.24

⇒P.23

◆災害に関する教材や課題学習を掲載し、防災・減災を考える態度を養えるよう配慮している。
　⇒先人に学ぶ（P.143、283）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例１：P.294-295）
◆ 環境問題や公害克服のために活躍した先人たちの取り組みを掲載し、環境の保全に寄与する態度を養えるよう配慮
している。
　⇒先人に学ぶ（P.141）　⇒チャレンジ歴史（P.210-211）　⇒でかけよう！ 地域調べ（P.288-289）
◆生命の尊さにかかわる教材を掲載し、かけがえのない生命を尊重する態度を養えるよう配慮している。
　⇒先人に学ぶ（P.165、209、245、283）

第  5号  
伝統と文化を尊重し、それらをはぐ
くんできた我が国と郷土を愛すると
ともに、他国を尊重し、国際社会の
平和と発展に寄与する態度を養うこ
と。

　我が国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考え、国際平和の実現に向けて、理解を深めることができる内容を
豊富に取り上げ、自分たちの住む身近な地域や我が国を愛する心、他国を尊重する態度を育てることができるように
している。

◆ 各時代の文化の特色を当時の社会の様子と関連させて理解するとともに、我が国と諸外国の歴史や文化が相互に深
くかかわっていることを考えることができるようにしている。
　 ⇒ 文化史の学習（P.43、48-51、56-57、78-81、90-91、96-99、118-119、131、132-133、138-141、146-149、
180-183、206-208、230-233、279）

◆ 日本の領土について、北方領土や竹島・尖閣諸島を領土に編入した経緯を丁寧に解説し、日本固有の領土であるこ
とを明記している。また、平和的な問題解決への取り組みをわかりやすく解説している。
　⇒本文ページ（P.184-187、202-203、263、271、285）　⇒歴史を掘り下げる（P.286-287）
◆ 戦争の悲惨さや、二度の世界大戦後に国際連盟や国際連合が設立され、国際平和への努力がなされたことなどを学
び、平和な国際社会の実現に向けて考えることができるよう配慮している。

⇒P.26-27
　P.31

⇒P.23

⇒P.23

教科書検討の観点 内容の特色 本冊子の主な
関連箇所

⇒ 取り扱っている内容は、学校教育法
に適合しているか。

◆ 学校教育法第30条第２項に示された「基礎的な知識及び技能の習得」、「課題を解決するために必要な思考力、判
断力、表現力その他の能力の育成」、「主体的に学習に取り組む態度の育成」が重視されている。

⇒P.6-15

② 学習指導要領との関連

⇒ 取り扱っている内容は、学習指導要
領に示す目標・範囲に適合している
か。

◆学習指導要領に準拠し、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図り、各時代の特色を踏まえて、我が国の歴史の
大きな流れを理解するとともに、社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせながら、課題を追究したり解決したり
する思考力、判断力、表現力等の向上を図る学習を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成する内容になっている。

⇒P.6-15
　P.16-17

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
を
養
う
た
め
の
創
意
・
工
夫

⇒ 基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な定着を図るた
めに、どのような創意・工夫
をしているか。

◆ 本文は原則１授業時間＝見開き２ページとし、この見開きで何を学ぶのかが学習課題で明確に示されている。また、右
ページの側注欄には確認・表現コーナーを設けて、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着をねらいとした学習活
動や自分の考えを説明させる問いを提示しており、習得した知識及び技能を用いて文章化・言語化できるようにしている。
◆ 本文は、十分な文字量を確保し、平易な表現で、歴史の流れや因果関係を丁寧に叙述している。
◆ 見方・考え方コーナーを設け、学習課題の解決に向けての手がかりとなる主な歴史的な見方・考え方の例を示して
いる。
◆ 見開きページの右端には、時代・世紀のスケールを設け、学習している時代や世紀を前後の時代も含めて常に確認
できるように工夫している。
◆ 歴史の学習を豊かなものにするために、歴史+α、先人に学ぶ、地域に学ぶ、人物コラム、各時代の女性（コラム）
を設置し、幅広い視点から学習できるように工夫している。
◆ 資料を用いた活動を示す資料活用コーナーを設けており、必要な情報の読み取りなどの技能を高めることができる
ように工夫している。
◆ 側注欄に設けた基本用語コーナーでは、歴史を理解する際に重要な用語を解説しており、生徒がすぐに確認できる
ようにしている。⇒基本用語（P.３に一覧を掲載）
◆ 教科書内で関連する事項どうしを結び付ける参照ページで、多面的・多角的な見方をすることで、学習内容の定着
を図っている。
◆ 連携コーナーでは、小学校社会科の学習や地理的分野・公民的分野の学習とのつながりを示し、生徒の理解を確か
なものにするとともに、習得した知識を活用できるようにしている。
◆ 側注欄などを利用して、小年表・小地図を適所に掲載し、歴史に関わる事象の流れや起きた場所がすぐに確認でき
るようにしている。
◆ スキルUPによって、社会的事象等について情報を収集し、読み取り、まとめる技能を身につけることができるよう
にしている。⇒スキルUP（P.３に一覧を掲載）
◆ 図版は、本文との関連が的確で、時代像を具体的にイメージできる資料を豊富に掲載している。資料を読み取る活
動を随所に設定しており、生徒が楽しく歴史を学びながら資料活用能力の向上も図れるように工夫している。

⇒P.10-11
　P.36

⇒P.10-11
⇒P.10-11
　P.14-15
⇒P.10-11
　P.34
⇒P.20-21
　P.28
⇒P.10-11 
　P.26-27
⇒P.28

⇒P.10-11

⇒P.10-11
　P.37
⇒P.10-11

⇒P.8-11
　P.29
⇒P.10-11
　P.26-27

⇒ 思考力、判断力、表現力等を
養うために、どのような創
意・工夫をしているか。

◆ トライ、スキルUP、資料活用コーナー、チャレンジ歴史なども含めて、毎時間、思考力、判断力、表現力等の向上
を図る場面を設定し、随所で生徒が自分の言葉で表現できるように構成している。

◆ 各時代のまとめでは、習得した知識を活用し、歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色をさぐり、生徒が各時
代の特色を自分の言葉で表現することをねらいとした活動ができるようにしている。
　⇒時代の特色をさぐる（P.63、103、153、213、257、291）

⇒P.8-11
　P.26-29
　P.32-33
⇒P.12-13

⇒ 学びに向かう力、人間性等を
養うために、どのような創
意・工夫をしているか。

◆ 生徒が学習の見通しをもったり学習を振り返ったりすることができるよう、教科書に単元を貫く問い（「編（章）の問
い」、「節の問い」）を構造的に設定している。
◆ 第２～６編の各編（章）の導入ページの学習のはじめにでは、活動を通して単元を貫く問いを立てたり学習を見通した
りすることができるよう工夫している。また、何を学ぶかをとらえるための教材として、時代の前後を比較できる資
料や年表・世界地図を読み取る活動であるトライを設定し、生徒にとって取り組みやすくなるように工夫している。
　⇒学習のはじめに(P.18-21、64-67、104-107、154-157、214-217、258-261)
◆ 第２～６編の各編（章）末に設定しているまとめとふり返りページでは、学習したことをまとめ、振り返る活動を通し
て単元を貫く問いに答える活動を設定しており、主体的に学習に取り組む態度の見取りを支援している。
　⇒まとめとふり返り（P.62-63、102-103、152-153、212-213、256-257、290-291）

⇒P.6-9

⇒P.8-9

⇒P.12-13

⇒ 歴史的な見方・考え方を習
得・活用するために、どのよ
うな創意・工夫をしているか。

◆ 第１編「私たちと歴史」では、歴史的な見方・考え方を働かせた歴史の学び方が身につけられる構成になっており、
本文ページの学習にスムーズに移行することができるよう工夫している。
◆ 本文ページには見方・考え方コーナーを設け、その見開きの学習課題の解決に向けた手がかりとなる歴史的な見
方・考え方の例を示している。

⇒P.14-15

⇒P.10-11

⇒ 歴史的な見方・考え方を働
かせた主体的・対話的で深
い学びを実現するために、ど
のような創意・工夫をしてい
るか。

◆ 複数の資料をもとに、歴史について自分で考えたり、対話したりして歴史を学ぶ面白さを体験できるチャレンジ歴史
を設けている。第２～５編第２章の各編（章）に一つずつ設置しており、発達の段階に合わせて、主体的・対話的で
深い学びを実現できるようにしている。
　⇒チャレンジ歴史（P.38-39、74-75、150-151、210-211、252-253）
◆ 話し合いなどの対話的な活動が想定される問いには学び合いマークを付している。

⇒P.32-33

⇒  P.10-11
　P.27

※青字の「⇒(P.000)」は教科書のページ数です。

資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価資料編資料編
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教科書検討の観点 内容の特色 本冊子の主な
関連箇所

③ 構成・配列

組
織
・
配
列
・
分
量

⇒ 我が国の歴史の大きな流れ
をつかむのに、効果的な組
織・配列になっているか。

◆ 各時代の学習では導入ページの学習のはじめにで単元を貫く問いを立てたり、学習を見通したりすることができるよ
うにしている。本文ページでの学習を終えた後のまとめとふり返りページでは、単元を貫く問いに答える活動や時代
の特色をとらえる学習活動を設定している。この構成を原始・古代から現代までの学習で一貫させることで、時代
の特色を踏まえて我が国の歴史の大きな流れを理解できるようにしている。

⇒P.6-13

⇒構成や分量は適切か。

◆ 全体を「私たちと歴史」「古代までの日本と世界」「中世の日本と世界」「近世の日本と世界」「近代の日本と世界」
「現代の日本と世界」の6編構成とし、詳細な学習に陥ることがないように、学習内容の構造化と焦点化を図ってい
る。119時間の授業時数で学習が完結できるようにしており、これは、学習指導要領が示す歴史的分野の授業時数
135時間からいって妥当な分量である。

⇒P.6-7
　P.40

内
容
の
選
択

⇒ 歴史に関わる事象の選択は、
どのようになされているか。

◆ 学習指導要領の趣旨に基づいて、各時代の特色や時代の転換に関係する基礎的・基本的な歴史に関わる事象を重点
的に取り上げ、我が国の歴史の大きな流れを的確におさえられるように、学習材を厳選している。

⇒P.6-15
　P.40

⇒ 我が国の歴史の背景にある
世界の歴史とその関連につ
いて、どのような工夫がある
か。

◆ 聖徳太子の政治を東アジアの変化のなかで、元寇をユーラシアの変化のなかで捉えるなど、我が国の歴史の背景と
なる世界の歴史の記述が充実している。また、各時代の導入ページに地図で見る世界の動きをおき、同時代の世界
を概観し、広い視野で日本の歴史を捉えられるように単元を構成している。
　⇒地図で見る世界の動き(P.21、67、107、157、217、261)

⇒P.8-9
　P.31

⇒ 歴史上の人物について、どの
ように選択され位置づけられ
ているか。

◆ 本文では、先人たちが努力を積み重ね、社会や文化を発展させ、生活を豊かにしてきた歴史を理解できるように記
述している。また、チャレンジ歴史、人物コラム、先人に学ぶ、地域に学ぶなどの特設ページやコラムにおいても、
問題解決に取り組んだ先人の姿を具体的に紹介している。
　⇒人物コラム・先人に学ぶ（P.４に一覧を掲載）　⇒地域に学ぶ（P.５に一覧を掲載）
　⇒チャレンジ歴史（P.210-211）

⇒P.20-25
　P.28
　P.32-33

⇒ 基本的人権にかかわる内容
は、どのように選択され位置
づけられているか。

◆ 今日の私たちに保障されている基本的人権は、先人の多年にわたる努力の成果として獲得されてきたものという観
点から、部落差別のほか、女性・アイヌ・在日外国人などの基本的人権にかかわる内容は、歴史的な経緯と現在の
取り組みを丹念に記述している。各時代の女性のコラムでは女性たちが社会で活躍する姿や権利を求めて運動する
姿を紹介するなど人権に関する教材が充実している。
　⇒歴史を掘り下げる（P.174、234-235）　⇒各時代の女性（P.４に一覧を掲載）

⇒P.22
　P.41

⇒ 平和・命の尊さにかかわる内
容は、どのように選択され位
置づけられているか。

◆ 世界の平和をめざした先人の取り組みや平和に向けた国際的な活動を取り上げ、国際協調の精神を養えるように教
材を位置づけて平和や国際理解をめざして行動する態度を培おうとしている。
　⇒本文ページ（P.222-223、268、280-281、284-285）
　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／P.298-299）

⇒P.23
　P.41

⇒ 環境・資源・エネルギーに
かかわる内容は、どのように
選択され位置づけられている
か。

◆ 産業の発展とそれに伴う資源・エネルギーにかかわる事例や、公害の問題解決に取り組んだ人々を教材化し、生徒
が選択・判断できるようにしている。
　⇒地域に学ぶ（P.205、233）　⇒先人に学ぶ（P.141）　⇒でかけよう！ 地域調べ（P.288-289）
　⇒チャレンジ歴史（P.210-211）

⇒P.24
　P.41

⇒ 伝統・文化にかかわる内容
は、どのように選択され位置
づけられているか。

◆ 各時代の文化史については、原則３、４ページ構成にして代表的な事例を豊富に、大きく取り上げるようにしている。
また、網羅的な取り扱いにならないように配慮している。各時代の文化を我が国の歴史の大きな流れと諸外国との
交流のなかで学び、その特色を広い視野から考えられるようにしている。また、琉球・アイヌの文化に関する取り
扱いも充実している。
　⇒ 文化史の学習（P.43、48-51、56-57、78-81、96-99、118-119、138-141、146-149、180-183、206-208、230-
233、279）　⇒琉球の文化（P.90-91、132-133）　⇒アイヌの文化（P.90、131、132-133）

◆ 我が国の国宝や史跡、世界遺産などを豊富に紹介している。さらに、文化財の保護・継承に大きな役割を果たした
先人や現在の取り組みも紹介して、受け継がれてきた伝統や文化を大切に思い、引き継ぐ態度を養おうとしている。
　⇒ 先人に学ぶ（P.79、97、183）　⇒歴史を掘り下げる（P.58-59）
　⇒日本の世界遺産・文化財の種類（折込年表、巻末１、巻末３-４）

⇒P.25-27
　P.41

⇒P.25-27

⇒ 防災・減災にかかわる内容
は、どのように選択され位置
づけられているか。

◆ 過去の災害や、防災・減災、復興に向けた先人の取り組みを掲載し、生徒が自分にできることを考える態度を養お
うとしている。
　⇒先人に学ぶ（P.143、 283）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／P.294-295）

⇒P.24-25
　P.41

⇒ 持続可能な社会、持続可能
な開発目標（SDGs）の実現に
むけて、現代的な諸課題かか
わる内容は、どのように選択
され位置づけられているか。

◆  P.4-5、284にて17の目標を示すとともに、SDGsに特に関連の深い教材についてはSDGsマークを付して随所に登
場させており、教科書全体を通してSDGsについて考えられるようにしている。

　⇒持続可能な開発目標（P.4-5、284など）
◆ 持続可能な社会の実現にかかわる現代的な諸課題の歴史的背景や今日までの取り組みを学ぶとともに、生徒が自ら
もかかわる切実な課題としてとらえ、解決に向けて歴史を踏まえて多角的・多面的に考えることができるよう構成
している。⇒「歴史との対話」を未来に活かす（P.292-299） 

⇒P.20-21
　P.41

⇒P.20-25
　P.41

教科書検討の観点 内容の特色 本冊子の主な
関連箇所

内
容
の
選
択

⇒ 我が国の国土と歴史への理
解と愛情にかかわる内容は、
どのように選択され位置づけ
られているか。

◆ 生徒自身が地域への関心を高め、地域の歴史を発見していけるように、身近な地域の歴史の調査の仕方・考察の仕
方・発表の仕方を解説しているほか、地域に学ぶを掲載して、地域の具体的な事例とのかかわりのなかで我が国の
歴史を理解させようとしている。また、取り上げられた事例は、その調べ活動を通して、受け継がれてきた伝統や文
化への関心を高めるとともに、我が国の歴史について理解と愛情を深めることができるように構成している。
　⇒身近な地域の歴史の探究（P.12-17）　⇒地域に学ぶ（P.５に一覧を掲載）
　⇒でかけよう！ 地域調べ（P.60-61、100-101、120-121、188-189、254-255、288-289）　
◆ 古代の人々の信仰や考え方がわかる神話のほか、日本の国号･天皇号の始まりなどを考古学の成果を活用しながら
具体的に説明している。
　⇒歴史+α（P. 45）　⇒歴史を掘り下げる（P.51）　
◆ 日本の領土について、北方領土や竹島・尖閣諸島を領土に編入した経緯を丁寧に解説し、日本固有の領土であるこ
とを明記している。また、平和的な問題解決への取り組みを解説するほか、現代とは異なる前近代の国際秩序を紹
介するなど、現代の課題を広い視野からとらえられる構成にしている。
　⇒ 本文ページ（P.184-187、202-203、263、271、285）　⇒歴史を掘り下げる（P.286-287）　⇒歴史＋α（P.89）

⇒P.30
　P.41

⇒P.41

⇒P.23
　P.41

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
と
の
関
連

⇒ ウェルビーイングとかかわる
学びについて、どのような配
慮がなされているか。

◆ 生徒が、社会を構成する当事者として、個人と社会の幸せのために、多様性と包摂性のある持続可能な社会をめざ
して、自ら主体的に考え、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性等の涵養ができるような教
材が設けられている。

⇒P.20-25

⇒ 個別最適な学び、協働的な
学びについて、どのような配
慮がなされているか。

◆ 個別最適な学びについては、指導の個別化の実現のため、教科書QRコンテンツ「確認小テスト」など、生徒の学
習到達度に応じて教師から柔軟に提供できる多様な教材を設けている。また、第１編第２節「身近な地域の歴史の
探究」、「歴史との対話」を未来に活かすは生徒自身が課題を発見し、探究活動を進めることを想定しており、学習
の個性化が実現できる。
◆ 協働的な学びについては、導入ページや資料活用コーナーで資料を読み取ったことを発表し合う場面、チャレンジ
歴史で自分の考えを出し合う場面、まとめふり返りページで各時代の特色を発表し合う場面など、生徒の多様な回
答が可能な問いや活動には学び合いマークを付している。自分の考えをクラスメイトとともに練り上げていく対話的
な活動を提案するとともに、こうした活動を積み重ねることで、持続可能な社会の創り手に必要な資質・能力を育成
するように配慮している。
　⇒学び合いマーク(P.11、18-21、31、39、55、63、83、151、163、211、241、257、291など)

⇒P.16-17
　P.21-25
　P.30

⇒P.8-13
　P.27
　P.32-33

⇒ カリキュラム・マネジメント
について、どのような配慮が
なされているか。

◆ 学校ごとの生徒の姿や地域の実情に合わせ選択・活用できるように各種の教材が設けられている。
◆ 第１編第２節、でかけよう！ 地域調べ、地域に学ぶなどのなかで、博物館の見学の仕方や施設職員へのインタビュー
などがあり、社会と連携・協働しながらよりよい社会を創るために必要な資質・能力の育成に参考となる事例が充
実している。

⇒P.37
⇒P.29
　P.30

⇒  ICTを活用して学習を効果的
に進められるように工夫して
いるか。

◆ 教科書紙面に二次元コードを掲載し、発行者Webサイト上で公開している動画や資料、ワークシート等のデジタル
コンテンツである教科書QRコンテンツに生徒が主体的にアクセスできるようにしている。
◆ 教科書QRコンテンツのある箇所には、タブレットマークを配置しその内容を示している。

⇒P.16-19

⇒ デジタル教科書・教材の発
行予定はあるか。

◆ 教科書に完全に準拠し、拡大・リフロー、音声読み上げ、色の反転・配色設定、総ルビ表示といった特別支援機能
をもつ学習者用デジタル教科書や、動画・アニメーション表示などの豊富なコンテンツを収録し、電子黒板や1人1
台端末などで操作することができる指導者用／学習者用デジタル教材の発行が予定されている。

⇒P.35
　P.44-45

⇒ 情報活用能力の育成につい
てどのような配慮がなされて
いるか。

◆ 社会科におけるICT機器を利用した学習を促進し、情報活用能力を育成できるようデジタルコンテンツを提供している。
◆ 情報を収集し、読み取り、まとめる技能を解説するスキルUPを教材に合わせて適宜掲載し、生徒の学習活動を支援
している。
◆ 時代の特色を考えるまとめとふり返りでは、生徒が主体的に課題解決・探究学習を行うための教材を設けている。ま
た、そのような学習に際して、情報を整理・比較などするための思考ツールを取り上げ、その活用の仕方を教科書
QRコンテンツで丁寧に解説している。

⇒P.16-19
⇒P.29

⇒P.12-13
　P.19

⇒ 生徒の家庭学習に対して、ど
のような配慮がなされている
か。

◆ 第２～６編のすべての節の導入ページに教科書QRコンテンツ「イントロダクションムービー」を用意している。前
の節で学習したことを確認したり、「節の問い」を解決するための学習の見通しをもったりする際に役立つ教科書完
全準拠の動画コンテンツで、家庭での予習・復習にも利用できるように工夫している。
◆ 基礎的・基本的な知識に関する一問一答の問題である教科書QRコンテンツ「確認小テスト」を用意している。答え
合わせや誤答した問題の振り返りを生徒自身で行え、家庭での予習・復習にも利用できるように工夫している。
◆ 歴史を理解する際に重要な用語を解説した本文ページの基本用語や巻末の歴史学習の基礎資料を用意している。さ
くいんは、人名・事項のほかにテーマ別（政治、経済・社会、文化、外交）を設置するなど、生徒の主体的な学習を
支える基礎資料が充実している。
　⇒基本用語（P.３に一覧を掲載）　⇒歴史学習の基礎資料（P.301-303、巻末1-4）
　⇒さくいん（人名・事項／P.304-307、テーマ別／P.292-293）

⇒P.16-17

⇒P.16-17

⇒P.28

他
校
種
・
他
教
科
・

他
分
野
と
の
接
続

⇒ 小学校社会科との連携や、
生徒の発達の段階に対して、
どのような配慮がなされてい
るか。

◆ 第１編や各時代の導入の年表、本文ページ脚注の連携コーナーにおいて、小学校で学んだ人物・文化遺産などを再確認
できる構成にしている。生徒が、既習事項を踏まえて、スムーズに中学校の歴史学習に移行できるように工夫している。
　⇒第１編（P.6-7）　⇒「導入」の年表（P.20、66、106、156、216、260）
　⇒連携コーナー（小学校社会科／P.35、43、49、55など）
◆ 生徒の思考力、判断力、表現力等を養う活動では、自由記述以外に、話型を示して取り組みやすくする場所を設け
るなど、発達の段階を考慮した配列にしている。

⇒P.8-11
　P.14-15
　P.37

⇒P.12-13

⇒P.11
　P.16

資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価資料編資料編
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これが好き。なんでだろう？ もっと、知りたい。
心が動く、瞬間。それは、「学び」のはじまり。

感じ、考え、想像し、表してみる。
そこから生まれる、一つひとつが、あなただけのもの。

それを贈り合ったら、うれしくなる。
心が満ちて、次の「やってみたい」が湧いてくる。
ほかの誰かと混ざり合ったら、ちがう景色が見えてくる。

そんな学びが、
あなたの、みんなの世界を耕していく。

私たちは、学びのはじまりを大切にし、
その先に広がる一人ひとりの未来をともに育みたい。

心が動く、そのそばで。

日本文教出版は創業より、子どもの中に生まれる学びを大切にした

教科書・教材の発行に挑戦し続けてきました。

どんなに時代や社会が変わっても、大切にしたいこと。

その想いを、志（Purpose）に込めています。

私たちはこれからも、一人ひとりの心が動く瞬間に寄り添いながら、

その先に広がる未来をともに育んでいきます。

日本文教出版の志 - Purpose教科書検討の観点 内容の特色 本冊子の主な
関連箇所

他
校
種
・
他
教
科
・
他
分
野
と
の
接
続

⇒ 地理的分野や公民的分野と
の連携について、どのような
配慮がなされているか。

◆ 地理・公民との関連を考慮した内容構成にしている。地理的分野との関連では、地図を多用して、空間的な見方か
ら史実を的確にとらえる能力を育成しようとしている。公民との関連では、「歴史との対話」を未来に活かすなどで
現代社会の諸課題について、その歴史的背景を明らかにし、公民的分野の学習につなぐように構成している。
　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／P.294-299）
◆ 本文ページ脚注の連携コーナーにおいて、生徒が地理や公民の学習に関連する事項を確認、活用することができる。
　⇒連携コーナー（地理・地図帳・公民／P.25、77、93、109、161、163、171）

⇒P.21-25
　P.36-37

⇒P.11
　P.37

⇒ 他教科との関連について、ど
のような配慮がなされている
か。

◆ 本文ページ脚注の連携コーナーにおいて、歴史的分野の学習内容と他教科との関連を示唆し、教材を多面的・多角
的なとらえ方ができるよう工夫している。
　⇒連携コーナー（国語／P.27）

⇒P.37
　P.41

⇒ 道徳教育との関連から、取り
扱う内容はどのようになって
いるか。

◆ 教科書全体を個人の尊重の考え方を基本理念として構成しており、取り上げられている教材は、人権尊重・男女共
同参画などの観点から適切に選択している。
◆ 主権者の育成という観点から、民主政治の来歴や、現代につながる政治制度や人権思想の広がりについての学習が
充実しており、社会参画への関心や意欲、持続可能な社会の形成に参画する態度を養えるようにしている。

⇒P.37

⇒P.20-25
　P.31
　P.41

④ 正確性及び表記・表現

⇒ 文章および図版等の表現は正確か。 ◆ 本文や写真・年表・地図・グラフ・イラスト等の図版類すべてにわたり、内容はもとより、用語の一つ一つまでも細
心の吟味を払うとともに、きわめて正確で信頼できるものにしている。

⇒P.10-11

⇒ カラーユニバーサルデザインや特別
支援教育への対応や、表記・表現に
ついて、どのような工夫や配慮がなさ
れているか。

◆ 特別支援教育・カラーユニバーサルデザインの専門家の校閲を受け、すべての生徒が等しく情報を読み取ることが
できるように、配慮が行きわたっている。
◆ 本文は、原則１授業時間＝見開き２ページとなっており、紙面は学習内容を理解しやすいように、授業や生徒の思考
の流れに即したレイアウトで構成されている。
◆ 見開きページの右端には、時代・世紀のスケールがそえてあり、学習している時代や世紀を前後の時代も含めて常
に確認できるように工夫している。
◆ 文字は、視認性の高さで実績のあるユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用している。
◆ 本文は平易な文章で、抽象的・網羅的な記述を避けて、具体的に記述している。
◆ 漢字の使用は、細心の注意を払い、小学校で未習の漢字や、固有名詞などは見開き２ページの初出にふりがなを付
し、読みまちがいのおそれがあるものや人名等については教育漢字であっても極力ふりがなを付して、読み取りやす
くしている。
◆ ふりがなは、大きめのゴシック体を使っており、視認性を高める配慮をしている。
◆ 重要語句は太字にして、全てふりがなが付されている。ていねいな解説をした側注も充実し、振り返りと広がりを意
識した参照ページが随所に付され、内容理解の促進が図られている。
◆ 図版には番号を付すとともに、本文にも関連する図版番号を添えており、本文と図版を関連して読み取らせるように
している。
◆ 時代区分や年代のあらわし方を説明する教科書P.９ に各時代の色が示され、目次から第１～６編、巻末折込年表に
いたるまで、時代の色を統一して示している。
◆ 地図・グラフ等の図版類は、カラーバリアフリーに配慮した配色にするほか、形や模様、線の種類など、色以外の
情報でも識別できるように配慮している。
◆ 本文が22、26ポイントの２種類の拡大教科書の発行が予定されている。

⇒P.34-35

⇒P.10-11

⇒P.10-11
　P.34
⇒P.34-35
⇒P.10-11
⇒P.10-11
　P.34

⇒P.34
⇒P.34

⇒P.10-11
　P.34-35
⇒P.34

⇒P.35

⇒P.35

⑤ 造本

⇒大きさ・判型について ◆ 見開きページの情報量を充実させるため、ワイドなAB判が採用されている。 ⇒P.8-9

⇒印刷の鮮明さについて ◆ 文字や写真、イラストなどの印刷は鮮明で、読み取りやすく、生徒の興味・関心を高めることができる。
⇒P.10-11
　P.26-27

⇒ 耐久性や人や環境への配慮がなされ
ているか。

◆ 製本は、堅牢なあじろ綴じを採用し、針金綴じよりも大きく開き、かつ閉じにくい本になっている。また、良質で軽
い紙を使用して重量をおさえるとともに、十分な強度で裏写りが少なくなるよう配慮され、表面も汚れを防ぐよう加
工している。
◆ 印刷は、植物油インキを使用している。また、製本には化学物質過敏症の原因物質は使用せず、再生紙を使用して
人体や環境への影響を少なくしている。

⇒P.34

⇒ 装丁にはどのような工夫がなされて
いるか。

◆ 表紙の装丁は、原始・古代から現代までの歴史的分野の学習内容に即した有形・無形の文化財などの写真を配置し
ている。また、世界と日本、過去と現在、先人と私たちといったつながりや、多様性、グローバル化、持続可能な社
会をイメージしてデザインしてあり、親しみやすく、かつ生徒の学習意欲を喚起するものにしている。

⇒表紙
　P.34

資料編資料編
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